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　　　　　ＡＭＤＡブータン難民第２次医療センターとＡＭＤＡネパールの医師団

主要トピック

アジア多国籍医師団準備委員会報告(12)

　　なぜ今ＮＧＯ(国際民間協力団体)なのか(菅波茂先生)

　　立正佼成会よりアジア多国籍医師団構想に助成

　　カンボジア難民本国帰還緊急対応医療ﾌ･ﾛｼＪﾄ(熊沢ゆり氏/桑山紀彦先生)

　　ミャンマー難民医療緊急救援ﾌﾟロジェクト(菅波茂先生/永野章子氏)

　　ブータン難民緊急救援医療プロジェクト(山本秀樹先生)

　　ソマリア難民緊急救援医療ﾌﾟロジェクト(国井修先生)

バングラデッシュ：シシュウ小児病院等を視察して(今村恵美子氏)

林原フォーラム/パキスタンのユナニー医学訪問報告(菅波茂先生)

国際医療情報センター便り(小林米幸先生/香取美恵子氏〉

AMDA　国際医療情報センターが東京都からの委託事業開始(小林米幸先生)

lntegrating Foreign Workers into the Community(Dr.Shigeru Suganami)

会員紹介(大利昌久先生)

第2回ネパール／フィールドスタディのお知らせ

々ニラ便り(成渾貴子氏)
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　　　　　　　　　　　ご案内

（理念）Better Medicine for Better Future in Asia

（沿革）1979年タイ国にあるカオイダンのカンボジア難民キャンプにかけつ

　　　　けた1名の医師と2名の医学生の活動から始まっています．

（現状）アジアの参加国は13力国．会員数は日本200名．アジア各国総数400

　　　名．アジア各地で種々のプロジェクト，フォーラム等を実施中．

（本部）岡山市楢津310-1菅波内科医院（電）086-284-7676（Fax）086-284-7645
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（国内）

在日外国人医療プロジェクト

　1991年4月17日にＡＭＤＡ国際医療情報センターを設立．在日外国人をはじ

めとする関係者からの医療に関する電話相談，受け入れ医療機関の紹介，シ

ンポジウム，セミナーの開催などを行なっています．

（海外）

ソマリア難民救援医療プロジェクト

　1993年1月よりケニヤ国内／ジプチ国内／ソマリア本国難民救援医療活動を

AMDA-Japan,AMDA-Banguradesh,AMDA-lndia,AMDA-Nepal合同で開始．

カンボジア難民本国帰還緊急対応医療プロジェクト

　1992年7月よりタイから帰還するカンボジア難民対応した緊急医療活動を

AMDAIJapanの指導下に実施中．

ミャンマー難民緊急救援医療プロジェクト

　1992年3月よりバングラデッシュに流入しているミャンマー難民にAMDA-

Bangladeshの指導下にAMDA-JapanとＡＭＤＡ-Ｎｅｐａｌの３力国が国際合同緊急救援

活動を実施中．

ブータン難民緊急救援医療プロジェクト

　1992年6月よりネパールに流入しているブータン難民にＡＭＤＡ-Ｎｅｐａｌの指導

下にAMDA-Japan,の２力国が国際合同緊急救援活動を実施中．

ピナツボ火山噴火被災民救援プロジェクト

　1991年11月よりフィリピン支部のルソン島ピナツボ火山噴火被災民キャン

プ医療活動へ医薬品援助と共に医師およびヘルスワーカーを派遣．

ネパール王国ビスヌ村地域医療プロジェクト

　1991年7月からネパール支部のビスヌ村農村の地域医療推進活動へ医療用

ジープ寄贈とともに医師等を派遣。ＡＭＤＡネパールクリニック開設．

ﾖ扨sg4り･5a2y･‘’s’｀　’･,詣｀　i.･･･2政’.’･,’‘.’゛‘S皿皿腰板難

　1993年5月に創設／展開予定．アジアの自然災害や難民等の緊急時に瞬敏に

対応できる全支部（13力国）から構成されるアジア多国籍医師団設立予定．
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（ＡＭＤＡ日本支部）

701-12岡山市楢津310-1菅波内科医院内　アジア医師連絡協議会

　　(Tel)0862-84-7676(Fax)0862-84-7645

役員 代表

副代表

菅波茂（菅波内科医院）

小林米幸（小林国際クリニック）
国井修（国保栗山診療所）

プロジェクト実行委員長　　　中西泉（町谷原病院）
　　ソマリアプロジェクト委員長　　国井修（国保栗山診療所）
　　カンボジアプロジェクト委員長　桑山紀彦（山形大学精神科）
　　ネパールプロジェクト委員長　　山本秀樹（岡山大学公衆衛生）
伝統医学プロジェクト委員長　　朔元洋（さく病院）
健康教育プロジェクト委員長　　三宅和久（宇治徳州会）

　　事務局長
事務局次長

事務局

　　山本秀樹（岡山大学公衆衛生学教室）

津曲兼司（菅波内科医院）

岡崎洋子（常勤）岡崎清子（非常勤〉

(ＡＭＤＡ国際医療情報センター)154東京都世田谷区新町2-7-1横尾ビル201

　　　　　　　(Tel)03-3706-4243,7574(Fax)03-3706-4420

役員 所長

副所長

事務局長

　　　　事務局圖醸圖

小林米幸（小林国際クリニック）
中西泉（町谷原病院）
香取美恵子
田中里恵子／中戸純子（常勤）後藤朋子（非常勤）

　日本、韓国、台湾、香港、フィリピン、インドネシア、タイ、マレーシア、
シンガポール、インド、バングラデッシュ、ネパール、スリランカ、

パキスタン（近日中参加予定）¥g蝕‘暁暁鐘題磁題ａ慾薗面識

　郵便振替用紙にて所定の年会費を納入してください。平成５年１月より。
　　　　正会員１５０００円（医師に限る）
　　　　準会員７５００円（医師以外の社会人の方）

　　　　学生会員５０００円（学生に限ります）
ただし、会計年度は４月一翌年３月です。入会の月より会報を送付致します。
振替先：郵便振替口座「アジア医師連絡協議会：岡山5､40709」
なお、会費と共にＡＭＤＡプロジェクトのためにカンパをお寄せになる方は振
替用紙の通信欄に「０００プロジェクトのために」などとご記入ください。

　各種ビデオがあります。ご希望の方は下記にお問い合わせの上現金を現金
書留で下記にお送りください。
　　　242神奈川県大和市西鶴間3-5-6-110小林国際クリニック　小林米幸
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　　　　　　　　　一緊急救援ＮＧＯ連合の幕開けー

　　　　　　　　　　　　　代表　菅波茂先生

　アジア医師連絡協議会は１月２３日よりケニヤ国内ソマリア難民救援医療
プロジェクトを開始することとなった。アフリカ教育基金の会、立正佼成会
平和基金、日本青年会議所国境なき奉仕団、フィリピンクリオン島を助ける
愛の会との連合である。名称は「ソマリア難民救援チーム」である。
代表は菅波茂（アジア医師連絡協議会代表）そして事務局長は土井高徳（ア
フリカ教育基金の会事務局長）の両氏が重要な役割を担うことになった。
　きっかけは平成４年１１月２７－２９日静岡県御殿場で開催された「第２
回全国ＮＧＯの集い一緊急救援部会」での意見交換／統一であった。
　これは日本のＮＧＯ歴史上面企的なことである。日本のＮＧＯは連合を形

成して緊急救援活動に対処した経験がまだ実質的に少ない。ＮＧＯ自体の成
長が先で他のＮＧＯとの連合どころではなかったのが実態である。今回は従
来と遣って、アフリカの現地情勢に詳しいアフリカ教育基金の会からの緊急
救援連合チームの派遣提案を緊急救援部会参加ＮＧＯが積極的にまとめあげ
た結果である。即ち、しっかりした拠点と日常活動を行なっている実績のあ
るＮＧＯの呼びかけに他の緊急救援活動実績のあるＮＧＯが応じたのである。
　今回の試みが成功するなら日本のＮＧＯ連合が欧米のＮＧＯの独壇場であ

った国際的な緊急救援活動に登場する記念すべき幕開けとなるはずである。

ＮＧＯ連合にとって成功への鉄則は下記の３原則である。
　１）参加ＮＧＯ各々の基盤が確立している。

　２）参加ＮＧＯ間での役割分担が明確である。

　３）汗をかいた分だけは必ずむくわれるシステムがある。

　以上の視点から今回の救援活動に参加したＮＧＯ連合を紹介したい。

　　「アジア医師連絡協議会」は過去クルド難民／エチオピア難民／ピなツ
ボ火山被災民／ミャンマー難民／カンボジア難民／ブータン難民などに救援
医療活動の実績がある。アジア１３力国に会員がいる。今回は医療を担当。
　　「アフリカ教育基金の会」はケニヤでの実質的１０年におよぶ難民救援
／教育などの実績があり、日本人２－３人を常駐さす現地事務所を中心とし
たアフリカにおける活動には定評がある。今回は教育／水の確保及び現地の
コーディネートを担当。

　　「立正佼成会平和基金」は信者の方が月３回食事を抜いた「一食運動」
で集めた浄財を基金とする。国内外ＮＧＯに対する豊富な情報網に加えてク

ルド難民などに対する独自の救援プロジェクト実施するなど国内戦大のＮＧ
Ｏの雄である。今回は救援物資補給／配付／マンパワー提供を担当。
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　　　　　「日本青年会議所国境なき奉仕団」は会員の寄付金による「地球市民財
　　　団」にバックアップされた行動的な会員による活動をインド農村／ピナツボ
　　　火山被災民／ミャンマー難民に実施している。豊富な人脈が特徴である。今
　　　回は救援物資補給／配付／マンパワー提供を担当。
　　　　　「フィリピンクリオン島を助ける愛の会」は小人数ながら教会単位で地
　　　味な活動を続けてきている。今回はニュース速報担当。

　　　　今後の緊急救援活動を展開するＮＧＯ連合の発展すべき方向性について検
　　　討してみたい。

　　　　１）情報ネットワークの確立：コンピューターによるデーターベース化が
　　　必要である。「必要な時に必要な場所に必要な人と物を送る」システムは人

　　　念な準備とシュミレーションを経て瞬時に出動プログラム打ち出しと実施が
　　　要求される。

　　　　２〉人脈ネットワークの確立：プログラム実施の時協力してくれる人脈の
’●　有無が成否を決める。一ＮＧＯの有する人間関係など広大な空間を対象にし
　　　た緊急救援活動の前には無きに等しと思ってかかるほうが無難である。緊急
　　　救援活動の成功は多次元の人間関係の芸術的な調整にあると思ってさしつか
　　　えない。ＮＧＯ間の協力も重要であるがＧＯの有する膨大な人間関係の協力
　　　体制を得ることも必須である。ＧＯに敵対することがＮＧＯの勲章ではない。
　　　　３）海外拠点網の整備：情報の入手及び緊急救援活動展開するための海外

　　　拠点の有無が欧米のＮＧＯとのスピード競争の決定打になる。緊急救援活動
　　　に直接関係ないが現地に根を張っているＮＧＯの協力も必要である。
　　　個々のＮＧＯの現地事務所を「緊急救援ＮＧＯ連合の合同事務所」として機
　　　能分担協力してもらうのも資金の少ない日本のＮＧＯ連合にとって一つの知
　　　恵である。

　　　　４）広報体制の整備：何にしてもＮＧＯ活動は国民に広く理解してもらっ
　　　ての存在である。また、世界の人達にその緊急救援活動を提示する必要があ
　　　る。メディアをそのパートナーとして如何に二人三脚で走るか。特に海外の
　　　メディアとの関係はどうするのか。ＮＧＯ連合体としての広報活動体制は処
　　　女のごとしである。
゛●　　　５）国連関係諸機関との協力関係の確立：国連難民高等弁務官、ＷＨＯ、
　　　ユニセフ等との協力体制なしに緊急救援活動は効果が少ない。

　　　国連登録ＮＧＯとして国連に代表を送らなければ国連関係諸機関との相互理
　　　解は促進できない。また支援も受けれない。

　　　　以上のように緊急救援活動を志すＮＧＯ連合が克服すべき課題は多いが、
　　　欧米のＮＧＯは時間をかけてこれらをクリアーして現在に至っている。
　　　　日本のＮＧＯにとって現在では緊急救援活動は不得意の分野である。しか
　　　し今回のソマリア難民救援チーム活動を第一歩として、この分野に確固たる
　　　活動が展開できる日の来る可能性を信じたい。
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　昨年に続き平成５年度も立正使成会平和基金よりアジア多国籍医師団構想
に７７０万円の助成をいただくことになりました。紙面をかりましてご好意
に厚くお礼を申し上げます。

　下記にその助成内容について説明いたします。

　　（各国連絡通信網整備）

　アジア多国籍医師団構想の三大パイロットプロジェクトが展開されている
バングラデシュ、カンボジア、ネパールに加えて中継センターの役割を果た
しているタイ国と参加医師を供給しているインドとフィリピンとの通信網の
確立が必要です。現在バングラデシュ、カンボジアとネパールのファックス

通信網が整備されています。後方支援活動を行なっているインド、タイ、フ
ィリピンのファックス通信網を整備予定です。現在のプロジェクトの質を上
げると共に今後の緊急医療活動展開に敏速な活動を保証してくれます。

　3力国にファックスを整備するためのファックス購入費と設置費用助成予算。

　　（各国医療資源整備）

　アジア各国の伝統医学の緊急援効用資源化の必要性の具体化が進行してい
ます。特にタイ国チェンマイ大学医学部との提携が昨年より実現しています。

薬草園整備とともに科学的見地からの運用整備を進めています。運用整備促
進のため伝統医２名雇用の予算。

　　（医療文化の共有）

　アジア多国籍医師団に参加する医師は複数の国から構成されます。言葉、
宗教、医療システム、文化などが異なる多様なチームです。緊急医療活動の
質を上げるためには、参加医師間で医療及び文化をできるだけ共有する必要

があります。そのためには平時から医療文化を共有するための交流プログラ
ムを実施することが不可欠です。平成５年度も日本一タイ医療文化交流ﾌﾟロ
グラムに加えて複数の交流プログラムを実施予定です。人件費助成。

　　（ケーススタディの蓄積）

　現在バングラデシュのミャンマー難民、カンボジア難民本国帰還そしてネ
パールのブータン難民に医療チームを派遣しています。引き続き平成５年度
も医療チームを派遣して５月のアジア多国籍医師団の発足に向けて経験の蓄
積を実施していきます。医療チームの派遣についての人件費の助成。

　　（報告書、連絡及び事務費）

連絡事務費と貴基金よりの助成活動に対する報告書の助成予算。
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　　　　　　　フィールドダイレクター　熊沢ゆり氏

　ＡＭＤＡがコンポンスプー県プノムスロイ郡の郡病院で活動を始めて３ヵ
月が過ぎた。調査に入ったころは雨季、田植えが終わったばかりの若々しい
黄緑色の田がプロジェクト開始時には濃い緑になり、現在は乾季、収穫の季
節である。一面黄金色の田園で農民が忙しく稲刈りをしている。日本でも見
慣れた光景だが点在するシュロ郷子の木のあるところがやはりカンボジアで

ある。
　１２月に入って郡病院の患者数が急に減少した。１１月の来院患者数約６
４０に対して１２月は４７０人程になった。ベッドは常に満床で時にはベッ
ドが足りないため子供２人で１つのベッドを使ったり、ハンモックを吊って

入院患者を収容していた病棟もがらんとしている。２－３人しか入院患者が
いない日もある。「ＡＭＤＡの援助の結果プノムスロイの住民の健康状態が
向上した！」。。となればこんなに嬉しいことはない。しかしスタッフ総数
５人、カンボジアでのプロジェクト年数が初年度という弱小、未経験（？）
ＮＧＯのＡＭＤＡが３ヵ月活動したくらいで、この人口５万人弱の健康に生
活していくことを拒む要因に満ち満ちている地域の住民の健康状態が劇的に
変わるはずもない。さてはＡＭＤＡの評判が悪く住民に敬遠された？？？。。
とんでもない！ドクター達の誠実な診療と治療、病院のスタッフヘの熱心な
指導などの努力の結果、上は副県知事やヘルスダイレクターから下は病院に

やってくる農家のおばち今ん達にいたるまで「ＡＭＤＡに来てもらって本当
に助かった。」と感謝を受けている。
　答えは簡単。「住民の大部分を占める農民は稲刈りで忙しくて病院に来れ
ない。」だった。（どちらかというと田舎で育ったくせにすぐそれに気がつ
かなかった自分が情けない。）普段から少々のことでは来院しない人々のこ
と、忙しい刈り入れの時期には無理をしても働くのだろう。刈り入れがすん
だ後病院に重症者が溢れるのではないかと心配だ。
　さて、度々お伝えしていますようにプノムスロイ郡は西部にある森林地帯
でマラリア蚊が発生するためカンボジア国内でも指折のマラリア多発地帯で
ある。乾季に入った今もマラリア患者の数はベスト３に入っている。ただ最
近は重症及び入院のケースは滅っている。忙しさにまぎれて人々が無理をし
て働いているだけでなく、重症患者が放置されているのではないこと心配だ。
このあたりの事情を把握していくためにも地域調査が必要だ。
　更に最近目立つのは外傷のケースだ。交通事故と喧嘩の結果と思われる銃
刀傷が増えている。交通事故が増えているのは当然といえる。現在、車もバ
イクも急増し、車など輸入し過ぎて値崩れしている程だ。にもかかわらずこ
れに対する行政指導や対策は全く立てられていない。免許は５０ドルで買え
るとのことであるし、一応存在するらしい交通放棄は全く守られていない。
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任期を終了したDr.Francoisと他のＡＭＤＡと病院のスタッフー同。

Dr.Francois（左から３番目）、病院長ネアップコン氏（左から２人目）、Dr.William（中央

後列）、通訳ングサブーツ氏（右から４人目）、副病院長ナオ・サム・ウム氏（右から３人目）、

Dr.高橋（右から２人目）、Dr.サラ・ボラーン（右端）

入院中の母子（子どもは女の子に抱かれ

ている赤ちゃん）お母さんはマラリア罹

患後さらにネフローゼ症候群に罹った。

子どもはマラリア後下痢が続いていた。



積載量が明らかにオーバーのトラックなどざらに見かけられる。１２才ぐら
いの子供が弟妹２－３人を載せて小型のバイクを運転している姿もよく見か

ける。警察の取締に引っ掛かった場合は警官になにがしかの現金を渡せばそ
れで済んでしまう。警官もそれを目当てに取締をしているとしか思えない。
こんな調子で車両が増加すれば事故が起こらないほうが不思議だ。私がこち
らに来て半年の間に何回事故を目撃したかわからない。プノムスロイの病院
にも車両からの転落、衝突による外傷患者がたびたびかつぎこまれる。
　喧嘩沙汰と思われる銃刀傷は社会が政治的に不安定になってきたことの反
映か。銃砲類の規制や取締など無く野放し状態といっていい。政治がらみか
個人的な問題なのか患者は□をつぐんでしまう。プノムスロイではプノンペ
ン政府軍とポルポト派の戦闘が今もある。あるカンボジア人によると最近カ
ンボジア人は何か腹が立つことがあると容易に「殺してやる！」と言うよう
になってしまったという。１０年以上に渡る内線で人の心も荒れてきている
のだろうか。
　プノムスロイ郡病院は手術室も無く他の設備も限られているため重症のケ
ースはアメリカ赤十字が援助するコンポンスプータウンの県立病院に転送し
ている。最近ここには義足工房とリハビリテーションセンターができた。こ
れまで義足の調達とリハビリに患者をプノンペンまで送っていたのでこれで
ずいぶん便利になった。アメリカ赤十字とは良好な関係ができている。
現在、義足患者の職業訓練をしている団体とも連携体制が出来つつある。
　今までの３ヵ月を振り返るとＡＭＤＡのプノムスロイ郡病院援助も確実に
成果を上げている。今月から地域回りも飴める。また新たな課題が出てくる
ことと思うが一つ一つ解決していきたい。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
格
好
を

し
で
・
、
マ
ラ
リ
ア
患
者
な
ど

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
ず
ジ
ム

医
師
＝
2
4
日
、
コ
ン
ポ
ン
ス

プ
ー
州
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
の
郡

病
院
で
、
吉
田
耕
一
郎
写
す

　
↓
ｔ

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

　
″
慰
問

々

サ
ン
タ

　
　
マ
ラ
リ
ア
愚
者
見
舞
う

　
【
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
（
カ
ン
ボ

ジ
ア
）
2
4
日
Ｈ
吉
田
耕
一
郎
】

マ
ラ
リ
ア
な
ど
に
苦
し
む
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
人
た
ち
を
慰
め
る
た

め
、
医
師
や
看
護
婦
に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
二
十

四
日
、
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
州
の

プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
郡
鰐
眺
で
聞
か

れ
た
。

　
こ
の
鰐
院
で
働
く
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
の
高
橋
央
医
師

９
Ｓ
ら
の
企
画
。

　
米
赤
十
字
の
医
師
、
ジ
ム
・

ゴ
。
ロ
グ
リ
ー
火
沁
（
回
ハ
）
が
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
に
ふ
ん
し
、
赤
十

字
の
車
の
上
に
乗
っ
て
登
場
。

マ
ラ
リ
ア
な
ど
で
寝
た
き
り
に

な
っ
て
い
る
子
供
た
ち
や
そ
の

家
族
、
病
院
の
職
員
ら
に
、
キ

ャ
ン
デ
ー
や
風
船
な
ど
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
。
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カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ほ

　
　
と
ん
ど
が
無
医
村

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

台
）
は
九
二
年
七
月
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
州
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
郡

で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
と
し
て
医

療
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
・

　
こ
こ
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
車
で
一
時
間

半
ほ
ど
走
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
周
囲

を
二
酉
μ
余
り
の
小
高
い
丘
に
囲
ま
れ
、

中
央
を
首
都
か
ら
コ
ン
ポ
ー
ト
港
へ
向
か

う
国
道
４
良
縁
が
走
っ
て
い
る
。
地
元
の

農
民
が
牛
車
を
遍
ね
て
道
端
を
下
る
傍
ら

を
、
自
衛
隊
の
白
い
コ
ン
ボ
イ
が
タ
ケ
オ

方
面
に
向
か
っ
て
疾
走
し
て
い
く
。
ど
こ

で
で
も
見
ら
れ
る
の
ど
か
な
イ
ン
ド
シ
ナ

の
農
村
風
蕭
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
が
国
際
的

に
髪
か
れ
て
い
る
現
実
を
同
時
に
感
じ
さ

せ
る
場
所
だ
ろ
う
。

　
こ
の
州
は
首
都
の
あ
る
カ
ン
ダ
ル
州
の

西
隣
に
あ
り
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
州
庁
所

在
地
の
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
市
ま
で
三
十
丿

余
り
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
日
本
で
い
え

ば
、
東
京
か
ら
埼
玉
県
か
神
奈
川
県
に
で

も
当
た
る
位
置
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
大
き

く
発
願
し
て
し
か
る
べ
き
条
件
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
州
の
入
口
は
四
十

六
万
人
と
、
そ
の
面
積
に
比
較
し
て
少
な

く
、
保
健
医
家
水
準
は
全
国
で
最
下
位
に

あ
る
。
州
民
一
人
当
た
り
の
年
間
保
健
医

原
予
算
は
日
本
円
に
し
て
四
十
円
足
ら
ず

で
、
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
参
西
め
、
多
く
の
部

が
無
医
村
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
劣
悪
さ
を

。
ぷ
し
て
い
る
。

　
　
入
院
患
者
の
８
割

　
　
が
脳
性
マ
ラ
リ
ア

　
コ
ン
ポ
ン
ス
ブ
ー
州
か
な
ぜ
貧
し
い
の

か
？
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
挙
げ
ら
れ
よ

’
・
≒
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
は
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
神
奈
川
県
だ
か
ら
、
以
前
は
灘
洒

な
建
物
が
国
溢
沿
い
に
並
び
、
プ
ノ
ム

Ｉ

ＡＭＤＡの高橋医師1
1………………………………………i

ペ
ン
の
金
持
ち
の
山

狂
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
そ
れ
ゆ
λ
、
七

〇
年
代
後
半
、
ポ
ル

・
ポ
ト
政
権
に
よ
り

激
し
い
破
壊
を
受
け

た
。

　
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー

の
農
地
の
大
半
は
砂

祀
地
で
、
主
賛
作
物
で
あ
る
米
の
生
産
に

雄
さ
な
い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
米
ど
こ
ろ
は

バ
。
タ
ン
バ
ン
地
方

で
、
一
む
当
た
り
】

・
五
μ
の
収
穫
が
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
Ｉ

プ
に
満
た
な
い
。
今

年
は
雨
期
に
雨
が
少

な
く
、
収
一
は
さ
ら

に
低
か
っ
た
。
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
庸
民

は
豊
か
に
な
ら
な

い
。
破
壊
と
貧
困
の

悪
循
贋
で
、
多
く
の

子
供
た
ち
は
初
等
教

弩
す
ら
完
全
に
受
け

て
こ
な
か
っ
た
。
こ

れ
も
貧
困
の
遠
因
だ

ろ
う
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コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー

州
に
は
知
己
つ
、

貧
困
を
招
い
て
い
る

問
題
が
あ
る
。
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
不
能
の
マ

ラ
リ
ア
の
流
行
で
あ

る
。
マ
ラ
リ
ア
は
蚊

に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ

る
熱
帯
詞
で
、
ヒ
ト

に
感
染
す
る
タ
イ
プ

は
四
つ
あ
る
。
そ
の

う
ち
の
Ｉ
つ
が
悪
性

の
熱
帯
熱
マ
ラ
リ
ア

だ
が
、
不
幸
な
こ
と

に
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
で

は
九
五
％
の
マ
ラ
リ

ア
か
、
こ
の
人
の
而

を
奪
う
熱
帯
熱
型
で

あ
る
。

　
Ｗ
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Ｏ
（
附
界
保
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健
機
膚
）
が
昨
年
七
一

月
に
行
っ
た
屑
喪
で
一
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、
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
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千
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の
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告
さ
れ
た
。
実
際
、
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
部
病

院
で
、
わ
れ
わ
れ
が
診
て
い
る
毎
月
の
外

来
患
者
八
百
人
の
う
ち
、
二
百
一
二
百
五

十
人
が
血
液
検
査
で
マ
ラ
リ
ア
賜
性
な
の

で
、
こ
の
地
区
が
了
フ
リ
ア
の
流
行
地
帯

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
毎
月
五
十

人
ほ
ど
の
入
院
患
者
が
あ
る
が
、
そ
の
八

割
は
重
度
の
脳
性
マ
ラ
リ
ア
な
ど
で
あ

る
。
卿
院
ス
タ
。
フ
の
肇
命
の
治
療
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
り
っ
ち
の
五
一
十
人
が

死
亡
し
て
い
る
。

　
掬
院
で
患
者
を
治
療
し
、
部
落
を
訪
問

し
て
人
々
の
括
を
聞
い
て
い
る
と
、
こ
の
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社
会
一
塊
と
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て
い
る

こ
と
か
分
か
る
。
句
瓦
ぱ
、
プ
ノ
ム
ス
ロ

イ
郡
詞
院
の
マ
ラ
リ
ア
愚
者
は
十
五
畿
以

下
が
三
〇
％
、
十
六
－
四
十
五
歳
が
七
〇

％
で
、
四
十
六
識
ぶ
上
は
ま
ず
見
か
け
な

い
。

　
理
由
は
こ
う
で
あ
る
。
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ

で
マ
ラ
リ
ア
を
媒
介
す
る
蚊
は
ア
ノ
フ
ェ

レ
ス
・
ダ
イ
ラ
ス
、
ま
た
は
Ａ
・
ミ
ニ
ム

ス
と
い
う
種
類
だ
が
、
こ
れ
ら
は
森
林
地

帯
に
生
息
す
る
蚊
で
あ
る
。
従
っ
て
山
奥

で
生
活
す
る
人
と
、
森
の
中
に
入
る
人
が

マ
ラ
リ
ア
に
感
染
す
る
機
会
が
高
い
。
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凋
て
ｋ
一
回
僑
き
趙
む
妬
冲
こ
り
、
旅
焼

き
、
牛
追
い
、
兵
士
が
危
な
い
。
こ
の
よ

う
な
背
景
か
ら
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
の
昔
年
層

が
マ
ラ
リ
ア
で
た
く
さ
ん
側
れ
る
。
彼
ら

は
詞
院
か
ら
二
十
圭
二
十
。
’
離
れ
た
と
こ

ろ
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
発
病
し
た

際
、
す
ぐ
病
院
に
か
か
れ
な
い
者
が
多

い
。
雨
期
の
聞
は
祀
漑
が
ぬ
か
る
ん
で
、

都
路
か
ら
国
道
へ
抜
け
る
灘
は
牛
車
で
し

か
湘
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　
郡
内
の
死
者
は
１

　
　
年
に
１
千
人
に
も

　
こ
の
一
年
間
に
病
院
で
治
療
を
受
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ず
に
、
部
落
で
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
そ
り
と
命
を
屏
と

　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
者
の
数
は
、
部

　
　
　
　
　
　
　
　
内
で
千
人
を
下
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
残
さ
れ
た
家
族
に
は

深
刻
な
薬
不
足
が

治
療
の
足
か
せ
に

細々立てか雅一鴎の脚偉内で、高植昧謔（ゆ央ﾝか蔭鸚舞卿次回言
涜を湖く.r党カンボジア樽察堕j゛のｙンパJS;細i睦月酋ａｙ白白

悲
し
み
と
苦
悩
の
日

々
が
続
く
こ
と
に
な

る
。
で
は
、
十
五
畿

以
下
の
子
供
た
ち
は

ぐ
っ
し
て
マ
ラ
リ
ア

に
か
か
る
の
か
？

そ
の
理
由
は
多
少
複

雑
で
あ
る
。
先
に
述

れ
る
。
男
の
子
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
カ
ウ

ボ
ー
イ
に
な
っ
て
、
登
校
舶
ど
放
課
後
に

牛
を
森
の
中
に
連
れ
て
行
き
、
草
を
食
べ

さ
せ
る
。
女
の
子
は
炊
事
用
の
マ
キ
を
栖

い
に
お
母
さ
ん
と
森
に
入
る
。
全
く
タ
イ

ミ
ン
グ
の
寒
い
こ
と
に
、
早
聊
と
夕
善
時

は
蚊
の
吸
血
が
活
発
に
な
る
時
間
帯
で
あ

る
。
こ
の
脚
気
は
、
あ
た
か
も
人
々
の
貧

し
さ
に
付
け
込
ん
で
伝
播
し
て
い
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。

　
鞭
豊
か
な
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
で
す
ら
、
環

境
開
題
も
マ
ラ
リ
ア
の
醜
行
に
影
響
を
与

え
て
い
る
。
七
〇
年
代
前
半
、
コ
ン
ポ
ン

ス
プ
ー
州
の
七
三
％
は
熟
帯
同
林
に
贋
わ

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
主
に
燃
料
用
の
マ

キ
と
し
て
、
国
潭
勘
い
に
両
側
に
向
か
っ

て
樹
木
が
瞬
く
開
に
伐
採
さ
れ
た
。
こ
の

二
十
年
間
に
森
林
面
積
は
三
〇
％
近
く
減

少
し
て
い
る
。
森
林
の
減
少
は
、
マ
ラ
リ

ア
の
流
行
に
と
っ
て
一
見
有
益
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
道
路

に
近
い
部
落
で
は
、
蚊
の
数
は
以
前
よ
り

減
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

臨
床
的
に
は
、
こ
の
変
化
は
や
っ
か
い
な

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
国
瀧
沿
い
部
落
の
人
た
ち
は
、
媒
介
蚊

に
刺
さ
れ
る
回
数
は
減
少
し
た
が
、
そ
の

分
、
マ
ラ
リ
ア
に
対
す
る
免
疫
力
（
生
体

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-一一
……雌喊性總め｀哨i綱ヽヽ必奏１ね4プノムズ妬傭一顧に回　＝

る
こ
と
が
あ
る
。
既
に
脳
性
マ
ラ
リ
ア
で

章
縁
は
な
く
、
高
度
の
貧
血
で
顔
面
は
蒼

白
で
あ
る
。
ボ
サ
ボ
サ
の
輝
は
慢
性
的
な

タ
ン
バ
ク
質
不
足
で
茶
褐
色
に
脱
色
し
て

い
る
。
残
念
な
が
ら
こ
う
い
う
子
供
は
、

わ
れ
わ
れ
の
微
力
で
は
な
か
な
か
助
け
て

や
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
マ
ラ
リ
ア
対
策
に

　
　
日
本
の
援
助
望
む

　
マ
ラ
リ
ア
の
流
行
を
考
え
ｌ
？
疋
で
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
お
き
一
つ
大
き
な
社
会

現
象
を
考
癩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
三
十
数
万
人
に
も
及
ぷ
タ
イ
ー
カ
ン

ボ
ジ
ア
国
境
か
ら
の
帰
遭
難
民
の
こ
と
で

あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
難
民
キ
ャ
ン
プ
に

数
年
か
ら
十
数
年
居
住
し
て
、
タ
イ
の
マ

ラ
リ
ア
流
行
に
対
応
し
た
治
療
を
受
け
て

き
た
。
彼
ら
が
キ
ャ
ン
プ
に
い
る
間
、
感

染
し
た
マ
ラ
リ
ア
株
は
、
従
来
、
治
療
に

使
わ
れ
て
い
た
ク
ロ
ロ
キ
ン
や
フ
ァ
ン
シ

ダ
ー
ル
ば
か
り
で
な
く
、
現
在
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
用
い
ら
れ
て
い
る
キ
ニ
ー
ネ
や
メ
フ

ロ
キ
ン
に
も
耐
性
の
も
の
が
多
い
。
従
っ

て
、
彼
ら
が
国
連
の
本
国
帰
還
プ
ロ
ジ
ヱ

ク
ト
に
従
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
全
土
に
散

っ
て
い
く
と
、
全
国
に
多
剤
耐
性
マ
ラ
リ

ア
を
広
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
現
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
キ
ニ
ー
ネ
と

テ
七
フ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
七
日
間
投
与
し

て
マ
ラ
リ
ア
を
治
療
し
て
い
る
が
、
一
番

安
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
製
と
ベ
ト
ナ
ム
製
の
薬

を
卸
値
で
使
っ
て
も
、
七
日
間
分
で
千
五

百
リ
エ
ル
（
約
九
十
円
）
か
か
る
ご
」
れ

を
メ
フ
ロ
キ
ン
に
代
え
る
と
、
タ
イ
か
ら

特
別
価
格
で
仕
入
れ
て
も
三
百
五
十
円
に

費
用
が
膨
ら
む
。
キ
テ
ー
ネ
と
テ
ト
ラ
サ

イ
ク
リ
ン
グ
さ
え
満
足
に
配
給
が
祠
か
な

い
、
こ
の
国
の
蘆
か
れ
て
い
る
経
済
事
情

を
考
癩
す
る
と
、
治
療
の
選
択
に
さ
え
制

限
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
マ
ラ
リ
ア
の
病
態
が
解
明
さ
れ
、
有
効

な
治
療
法
が
解
明
さ
れ
て
、
お
よ
そ
一
世

紀
が
た
と
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
閲
、
日

本
を
は
じ
め
先
進
一
の
ほ
と
ん
ど
で
は
、

こ
の
病
気
は
撲
滅
さ
ね
た
。
し
か
し
発
展

途
ｋ
国
で
は
、
い
ま
だ
に
年
間
百
万
人
以

上
が
了
フ
リ
ア
で
命
を
召
と
し
て
い
る
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
最
大
の
社
会
問
題
の
Ｉ

つ
と
い
え
る
だ
や
っ
。

　
マ
ラ
リ
ー
ア
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
日
本

か
ら
の
援
助
の
大
き
な
柱
に
な
る
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
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ド
ー
ー
ー
ー
エ
ゴ
ー
Ｊ
一
助
が
高
橋
央
氏

ｉ

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
復
興
に
、
各
国
の
多
く
の
団
体
が
国
際
貢
献
の
汗
を
流
し
て
い

る
が
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
と
し
て
現
地
の
医
療
機
関
で
診
療
活
動
を
農

開
し
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
達
柿
協
議
会
）
も
そ
の
一
つ
。
同
メ
ン

バ
ー
の
一
人
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
る
高
情
夫
（
ひ
ろ
し
）
医
師
か
ら
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
医
療
現
場
の
現
状
報
告
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。

べ
た
よ
う
に
、
媒
介
蚊
は
森
の
中
に
生
息

し
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
で
生
活
し
て
い
る

子
供
は
常
時
、
乖
染
の
危
険
に
さ
今
ご
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
脚
院
を

紡
れ
る
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
っ
た
子
似
た
ち

の
約
半
分
は
、
森
林
地
区
に
生
活
し
て
い

な
い
。
妓
ら
は
恐
ら
く
家
事
の
手
伝
い
を

し
て
い
る
時
に
感
染
し
て
い
苓
″
｝
考
え
ら

れ
る
。
男
の
子
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
カ
ウ

ボ
ー
イ
に
な
っ
て
、
登
校
前
と
放
課
後
に

牛
を
森
の
中
に
連
れ
て
行
き
、
草
を
禽
べ

さ
せ
る
。
女
の
子
は
炊
事
用
の
マ
キ
を
癌

い
に
お
母
さ
ん
と
森
に
入
る
。
全
く
タ
イ

ミ
ン
グ
の
悪
い
こ
と
に
、
早
朝
ど
夕
鶴
時

は
蚊
の
吸
血
が
活
発
に
な
る
時
間
帯
で
あ

る
。
こ
の
脚
気
は
、
あ
た
か
も
人
々
の
貧

し
さ
に
付
け
込
ん
で
伝
播
し
て
い
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。

　
縁
豊
か
な
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
で
す
ら
、
莱

檎
間
題
も
マ
ラ
リ
ア
の
醜
行
に
影
響
を
与

え
て
い
る
。
七
〇
年
代
前
半
、
コ
ン
ポ
ン

ス
プ
ー
州
の
七
三
％
は
熟
帯
同
林
に
厦
わ

れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
主
に
燃
料
用
の
マ

キ
と
し
て
、
国
道
沿
い
に
両
側
に
向
か
っ

て
樹
木
が
瞬
く
閣
に
伐
採
さ
れ
た
。
こ
の

二
十
年
間
に
森
林
面
積
は
三
〇
％
近
く
減

少
し
て
い
る
。
森
林
の
減
少
は
、
マ
ー
フ
リ

ア
の
流
行
に
と
っ
て
｝
見
有
益
の
よ
う
に

恵
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、
遍
路

に
近
い
部
落
で
は
、
蚊
の
数
は
ぷ
前
よ
り

減
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

臨
床
的
に
は
、
こ
の
変
化
は
や
っ
か
い
な

問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

　
国
滋
沿
い
部
落
の
人
た
ち
は
、
媒
介
蚊

に
刺
さ
れ
る
回
数
は
減
少
し
た
が
、
そ
の
ー

分
、
マ
ラ
リ
ア
に
対
す
る
免
疫
力
（
生
体

防
御
）
は
低
下
し
た
。
だ
か
ら
轟
に
入
っ

て
媒
介
蚊
に
刺
さ
れ
、
い
っ
た
ん
発
砲
す

る
と
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に

悲
劇
な
の
は
、
晋
っ
い
う
子
供
は
た
い
て

い
貧
し
い
家
庭
の
子
で
、
栄
養
不
良
で
も

あ
る
。
高
熱
で
汗
を
か
き
、
肩
で
恵
を
し

て
い
る
カ
ウ
ボ
ー
イ
の
男
の
子
が
、
お
母

さ
ん
に
抱
か
れ
て
絢
院
に
駆
け
込
ん
で
く

る
こ
と
が
あ
る
。
既
に
脳
性
マ
ラ
リ
ア
で

章
薫
は
な
く
、
高
度
の
貧
血
で
顔
面
は
蒼

白
で
あ
る
。
ポ
サ
ポ
サ
の
髪
は
慢
性
的
な

タ
ン
パ
ク
質
不
足
で
茶
褐
色
に
脱
色
し
て

い
る
。
残
念
な
が
ら
こ
う
い
う
子
供
は
、

わ
れ
わ
れ
の
乖
力
で
は
な
か
な
か
助
け
て

や
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
マ
ラ
リ
ア
対
策
に

　
　
日
本
の
援
助
埜
む

　
了
フ
リ
ア
の
流
行
を
考
え
る
う
え
で
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
も
う
一
つ
大
き
な
社
会

現
象
を
考
癩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
三
十
数
万
人
に
も
及
ぷ
タ
ィ
ー
カ
ン

ボ
ジ
ア
国
賓
か
ら
の
帰
専
難
民
の
こ
と
で

あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
難
民
キ
ャ
ン
プ
に

数
年
か
ら
十
数
年
専
怖
し
て
、
タ
ィ
の
マ

ラ
リ
ア
流
行
に
対
応
し
た
治
療
を
受
け
て

き
た
。
彼
ら
が
キ
ャ
ン
プ
に
い
る
間
、
感

染
し
た
マ
ラ
リ
ア
株
は
、
従
来
、
治
療
に

倚
わ
れ
て
い
た
ク
ロ
ロ
キ
ン
や
フ
ァ
ン
シ

ダ
ー
ル
ぱ
か
り
で
な
く
、
現
在
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
用
い
ら
れ
て
い
る
キ
ニ
ー
ネ
や
メ
フ

ロ
キ
ン
に
も
耐
性
の
も
の
が
多
い
。
従
っ

て
、
彼
ら
が
国
連
の
本
国
帰
還
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
従
っ
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
全
土
に
散

っ
て
い
く
と
、
全
国
に
多
剤
耐
性
マ
ラ
リ

ア
を
広
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
現
在
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
キ
ニ
ー
ネ
と

　　　　一ｙ令尹ノμス９イ陶嘸に、、

テ
む
フ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
七
日
間
投
与
し

て
了
フ
リ
ア
を
治
療
し
て
い
る
が
、
’
一
番

安
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
製
と
ベ
ト
ナ
ム
製
の
薬

を
卸
値
で
契
っ
て
も
、
七
日
間
分
で
千
五

酉
リ
エ
ル
（
約
九
十
円
）
か
か
る
ご
’

一
一
れ

を
メ
フ
ロ
キ
ン
に
代
え
る
と
、
タ
イ
か
ら

特
別
価
格
で
仕
入
れ
て
も
三
百
五
十
円
に

費
用
が
膨
ら
む
。
キ
ニ
ー
ネ
と
テ
ト
う
・
サ

イ
ク
リ
ン
グ
さ
え
満
足
に
配
給
が
届
か
な

い
、
こ
の
国
の
�
か
れ
て
い
る
経
済
事
筒

を
考
癩
す
る
と
、
台
陵
ひ
暖
Ｒ
こ
ｔ
‐
・
ｃ
ｌ
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悲
し
み
と
苦
悩
の
日

々
が
続
く
こ
と
に
な

る
。
で
は
、
十
五
歳

以
下
の
子
供
た
ち
は

ぐ
っ
し
て
了
フ
リ
ア

に
か
か
る
の
か
？

そ
の
理
由
は
多
少
複

雑
で
あ
る
。
先
に
述

　
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ほ

　
　
と
ん
ど
が
無
医
村

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
趨
略
協
議

会
）
は
九
二
年
七
月
か
ら
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
コ
ン
ホ
ン
ス
プ
ー
州
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
郡

で
、
Ｎ
Ｃ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
と
し
て
医

療
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
に

こ
は
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
車
で
一
時
間

半
ほ
ど
走
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
周
囲

を
二
百
ひ
余
り
の
小
高
い
丘
に
囲
ま
れ
、

中
央
萱
目
都
か
ら
コ
ン
ポ
ー
ト
附
へ
向
か

う
国
道
４
脅
嶮
が
走
っ
て
い
る
。
地
元
の

農
民
が
牛
車
を
運
ね
て
道
端
を
下
る
傍
ら

を
、
自
衛
隊
の
白
い
コ
ン
ボ
イ
か
タ
ケ
オ

方
面
に
向
か
っ
て
疾
走
し
て
い
く
。
ど
こ

で
で
も
見
ら
れ
る
の
と
か
な
イ
ン
ド
シ
ナ

の
斡
村
風
景
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
国
際
的

に
趾
か
れ
て
い
る
現
実
を
同
時
に
感
じ
さ

せ
る
場
所
だ
る
っ
。

　
こ
の
州
は
首
都
の
あ
る
カ
ン
ダ
ル
州
の

四
隣
に
あ
り
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
州
庁
所

在
地
の
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
ー
市
ま
で
三
十
♂

余
り
し
か
離
れ
て
い
な
い
。
日
本
で
い
え

ば
、
東
京
か
ら
埼
玉
県
か
神
奈
川
県
に
で

も
当
た
る
位
置
に
あ
る
。
だ
か
ら
、
大
き

く
発
展
し
て
し
か
る
べ
き
条
件
が
た
く
さ

ん
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
州
の
人
口
は
四
脂

六
万
人
と
、
そ
の
面
積
に
比
較
し
て
少
な

く
、
保
健
医
療
水
準
は
全
国
で
最
下
位
に

あ
る
。
州
民
一
人
当
た
り
の
年
間
保
健
医

療
予
算
は
日
本
円
に
し
て
四
十
円
足
ら
ず

Ｃ
Ｚ
Ｓ
ｓ

ｘ
ａ
ｚ
．
。
．
ｓ
．
ａ
．
。
。
。
－

　
　
　
　
　
（
丘
）
に
は
プ
ノ
ン

ー
…
…
…
…
　
ペ
ン
の
金
持
ち
の
山

　
師
　
在
か
た
く
さ
ん
あ
っ

　
ｔ
　

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
七

　
高
一
　
〇
年
代
後
半
ぶ
ル

　
″
｀
　

・
ポ
ト
政
権
に
よ
り

¨
皿
一
　
敵
し
い
破
壊
を
受
け

『
Ａ
：
　
ｙ

Γ

｀
’
゛
　
　
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー

　
　
　
　
の
農
地
の
大
半
は
砂

尼
地
で
、
主
要
作
物
で
あ
る
米
の
生
産
に

壇
さ
な
い
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
米
ど
こ
ろ
は

パ
″
タ
ン
バ
ン
地
方

で
、
一
む
当
た
り
一

・
五
計
の
収
穫
が
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
Ｉ

ぐ
に
満
た
な
い
。
今

年
は
雨
期
に
雨
が
少
　
　
一

な
く
、
収
量
は
さ
ら

に
低
か
っ
た
。
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
農
民
　
　
！

は
豊
か
に
な
ら
な

い
。
破
聊
ご
貧
困
の

悪
循
環
で
、
多
く
の

子
供
た
ち
は
初
等
教

肖
す
ら
完
全
に
受
け

て
こ
な
か
っ
た
。
こ

れ
も
貧
困
の
遠
因
だ

ろ
う
。

　
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー

州
に
は
も
う
一
つ
、

貧
困
を
招
い
て
い
る

問
題
か
あ
る
。
コ
ン
　
　
　
　
ａ
’

ト
？
ル
不
能
の
マ

ラ
リ
ア
の
吟
り
で
あ
　
　
　
　
　
　
　

一

る
。
マ
ラ
リ
ア
は
蚊
　
　
　
●

に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ

る
熱
帯
詞
で
、
ヒ
ト

に
感
染
す
る
タ
イ
プ

は
四
つ
あ
る
。
そ
の

う
ち
の
Ｉ
つ
が
那
性
　
　
　
　
－
　
　

」

の
熱
帯
熟
Ｍ
Ｍ
Ｘ

Ｅ
ｙ
ｌ
ｔ
ｌ
～
　
ｉ
ｌ

が
了
フ
リ
ア
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
か
報

告
さ
れ
た
。
実
際
、
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
部
狗

院
で
、
わ
れ
わ
れ
が
診
て
い
る
毎
月
の
外

来
患
者
八
百
人
の
う
ち
、
こ
百
Ｉ
二
百
五

十
人
が
血
液
検
査
で
マ
ラ
リ
ア
賜
性
な
の

で
、
こ
の
地
区
が
マ
ラ
リ
ア
の
唇
町
地
帯

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
毎
月
五
十

人
ほ
ど
の
入
院
患
者
が
あ
る
が
、
そ
の
八

割
は
重
度
の
脳
性
マ
ラ
リ
ア
な
ど
で
あ

る
。
絢
院
ス
タ
。
フ
の
奉
命
の
治
療
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
う
ち
の
五
－
十
人
が

死
亡
し
て
い
る
。

　
桝
院
で
患
者
を
治
療
し
、
部
落
を
訪
問

し
て
へ
々
の
駈
を
聞
い
て
い
る
と
、
こ
の

マ
ラ
リ
ア
の
流
行
は
、
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
の

社
金
環
擁
と
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て
い
る

こ
と
か
分
か
る
。
例
え
は
、
プ
ノ
ム
ス
ロ

イ
郡
聊
院
の
マ
ラ
リ
ア
患
者
は
十
五
畿
な

下
が
三
〇
％
、
十
六
１
四
十
五
歳
が
七
〇

％
で
、
四
生
ハ
繊
な
上
は
ま
ず
見
か
け
な

い
。

　
理
由
は
こ
う
で
あ
る
。
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ

で
マ
ラ
リ
ア
を
媒
介
す
る
蚊
は
ア
ノ
フ
ェ

レ
ス
・
ダ
イ
ラ
ス
、
ま
た
は
Ａ
・
ミ
ニ
ム

ス
と
い
う
種
類
だ
が
、
こ
れ
ら
は
森
林
地

帯
に
生
卑
Ｔ
る
蚊
で
あ
る
。
従
っ
て
山
奥

で
生
活
す
る
人
と
、
森
の
中
に
入
る
人
が

了
フ
リ
ア
に
感
染
す
る
機
会
が
高
い
。
職

プ
ノ
’
｛

一
ス
゛
ロ

’
イ
都
め

…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
″
■
　
ｎ
　
　
　
　
　
ｌ
ｊ
　
ｌ
　
　
ｌ
ｒ
ｊ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
Ｊ
　
　
　
　
Ｉ
　
Ｉ
　
タ
ー
ー
■
ｊ
　
ｊ

2 0
％
Ｑ
佳
良
耽
1
0
ｔ
づ
三
万
、
三
…
…

“ ｝
］
・
・
．
｝

”」
・

深
刻
な
薬
不
足
が

治
療
の
足
か
せ
に

　　　　　　－－一瓢江端肖彊勁烈

業
で
い
え
ぱ
働
き
盛
り
の
木
こ
り
、
脚
脆

き
、
牛
追
い
、
兵
士
が
危
な
い
。
こ
の
よ

う
な
背
景
か
ら
プ
ノ
ム
ス
ロ
イ
の
昔
年
柵

か
了
フ
リ
ア
で
た
く
さ
ん
倒
れ
る
。
彼
ら

は
絢
院
か
ら
こ
十
－
三
十
一
敲
れ
た
と
こ

ろ
で
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
発
詞
し
た

際
、
す
ぐ
病
院
に
か
か
れ
な
い
者
が
多

い
。
雨
期
の
聞
は
祀
漑
が
ぬ
か
る
ん
で
、

部
落
か
ら
国
道
へ
抜
け
る
濫
は
牛
車
で
し

か
遡
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
　
郡
内
の
死
者
は
１

　
　
年
に
１
千
人
に
も

　
こ
の
一
年
間
に
病
院
で
治
療
を
受
け
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ず
に
、
部
落
で
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
っ
そ
り
と
命
を
贋
と

　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
者
の
数
は
、
部

　
　
　
　
　
　
　
　
内
で
千
人
を
下
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
残
さ
れ
た
家
族
に
は



　　　　　　　プロジェクトリーダー　桑山紀彦先生

　平成４年１０月よりこれまでの日本人医師１名に加えて、更に１名の医師
が加わり、カンボジア人医師も１１月末より加わっています。医療を行なう

人的層も厚くなりました。加えて１１月には病院裏のトイレが完成し、衛生
的で利用しやすいと患者さんからも好評です。
　外来は多い時には４０－５０人が来ます。特に日曜日と木曜日が混みます。

入院患者はいつも７－８名います。これまでの８年間、全く機能していなか
ったこのプノムスロイ郡病院は蘇りました。「あざやかに明かりがともった

ようです」と、やってきたカンボジア人の患者さんが言ってくれました。
　このプロムスロイの病院は人口にして約５万人ほどをカバーしています。
しかし、２年前まではポルポト派の支配領域であったたため、今でも郡の３

分の１にポルポト派は影響力を保っています。そのため、通常午前中に外来
を行なって午後からは村回りを行なっていますが、しばしばポルポト兵に出

会います。彼らの中にも病気を持っている人もたくさんいます。私達は医師
として患者は派を問わずに診察をしてマラリアなどの薬を与えています。

　この郡は非常に帰還難民の多い地域でもあります。そのため、日常の治療

は勿論のこと村回りでも多くの帰還難民を相手に治療を行なっています。
難民の社会精神的モニターは継続しながら、伝染病などに対して極端に抵抗

力の弱くなっている帰還難民の治療には力を入れています。
　最後になりましたが、医師が極端に少ない現在のカンボジアの状況の中で、

プノンペン大学医学部を卒業したボランという若い医師が共に働いてくれて
います。これはＡＭＤＡとして「現地のスタッフ育成／教育」に少なからず

貢献できることにもなり有難く思っています。

●

・
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乖斤RIS･１９９３年（平成５年）１月１９日t」-J

ＵＮＴＡＣの明石代表からＡＭＤＡへ

届いた手糸氏

さ
ら
に
「
私
コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
県
プ
ノ
ム
・

は
（
カ
ン
ボ
ス
ロ
ッ
チ
郡
の
診
療
所
を
拠
点

ジ
ア
に
お
け
に
各
地
を
巡
回
診
療
し
、
マ
ラ

る
）
挑
戦
的
リ
ア
な
ど
の
治
療
に
あ
た
っ
て

な
活
動
に
参
い
る
。

加
す
る
す
べ
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
日
本
な
ど
ア
ジ

て
の
人
々
の
ア
十
三
力
国
の
医
師
ら
で
組

努
力
が
、
力
織
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ほ
か
ネ
パ

ン
ボ
ジ
ア
の
　
‐
ル
な
ど
で
も
難
民
の
援
助
に

内
政
安
定
へ
　
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
近
く
、

貢
献
し
、
恒
国
内
の
民
間
海
外
援
助
団
体

久
的
な
平
和
　
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
と
協
力
し
、
ソ
マ

を
も
た
ら
す
リ
ア
難
民
救
援
の
た
め
の
医

こ
と
を
確
信
療
チ
ー
ム
を
ア
フ
リ
カ
ヘ
派

し
て
い
る
」
　
遣
す
る
な
ど
、
国
際
的
な
医

と
し
、
「
困

難
な
活
動
だ

カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
医
療
救
援

て
い
る
」
と
の
書
き
だ
し
で
始
設
備
も
整
っ
て
い
な
い
地
方
の
が
成
功
を
祈
っ
て
い
る
」
と
激

ま
Ｕ
「
あ
な
た
方
の
よ
う
な
医
人
々
へ
の
援
助
に
、
た
ゆ
ま
ぬ
励
し
て
い
る
。

師
グ
ル
ー
プ
が
人
道
的
立
場
か
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
と
。
現
在
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
高

ら
、
厳
し
い
環
境
に
も
か
か
わ
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
」
　
橋
医
師
ら
三
人
が
、
首
都
プ
ノ

ら
ず
、
健
康
状
態
が
悪
く
医
療

●

と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
を
称
賛
。
ン
ペ
ン
か
ら
南
西
約
五
十
♂
の

●

療
救
援
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
　
　
　
菅
波
茂
代
表
は
「
私
た

　
　
ち
の
活
動
が
国
連
な
ど
の

　
　
公
的
機
関
に
認
め
ら
れ
大

変
う
れ
し
い
。
今
後
も
現
他
の

事
情
に
応
じ
た
救
援
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。
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　七光ｺﾞ心し

　　Ｙａｓｕｓｈｉ　Ａｋａｓｈｉ
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アジア医師連絡協に

　　　　:　　　　　　　　　　　｜　　‾
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ＵＮＴＡＣの明石代表からＡＭＤＡに届いた感謝の手紙
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Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
明
石
代
表
か
ら

　
世
界
十
三
力
国
・
地
域
の
約

四
百
人
の
医
師
で
つ
く
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
「
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
）
」
（
本
部
・
岡
山
市
、
菅

波
茂
代
表
）
が
昨
年
十
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

帰
還
し
た
難
民
の
救
援
医
療
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
こ
の
ほ

ど
国
連
カ
ン
ボ
ジ
ア
暫
定
統
治

機
構
（
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
の
明
石

康
代
表
か
ら
感
謝
の
手
紙
が
届

い
た
。
ア
ジ
ア
各
国
で
活
発
に

展
開
し
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活

動
が
、
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
。

　
手
紙
は
現
地
で
活
動
す
る
高

橋
央
医
師
（
一
‘
一
〇
）
あ
て
に
送
ら
れ

た
。
全
文
英
文
で
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
活
動
に
強
い
感
銘
を
受
け
て

い
る
」
と
し
、
「
あ
な
た
方
の

よ
う
な
医
師
の
グ
ル
ー
プ
が
、

特
に
健
康
状
態
が
悪
く
医
療
施

設
も
整
っ
て
い
な
い
地
域
で
人

々
の
健
康
を
守
ろ
う
と
絶
え
聞

な
い
努
力
を
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
だ

め
に
働
く
と
い
う
こ
の
挑
戦
的

な
任
務
に
参
加
す
る
す
べ
て
の

人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
に
永
続
的
な
平
和
が
打

ち
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
私
は
確

信
し
て
い
る
」
と
結
ぱ
れ
て
い

る
。
　
信
枝
代
表
は
「
私
た
ち
の
活

動
が
認
め
ら
れ
、
う
れ
し
い
。

こ
れ
か
ら
も
、
真
の
国
際
協
力

と
は
何
か
を
常
に
考
え
な
が

ら
、
必
要
な
活
動
を
積
極
的
に

展
開
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。
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代表　菅波茂先生

　平成４年１２月中旬にバングラデシュ政府直轄のミャンマー難民救援委員
会より難民救援活動に従事しているＮＧＯに対して難民キャンプ活動より撤

退するように突然勧告が出されました。バングラデシュ政府が諸事情により
ミャンマー難民の送還を決定したためです。AMDA Bangradsh -AMDA Japan

間の慎重な討議の結果、バングラデシュ政府ミャンマー難民救援委員会の勧

告にしたがって平成５年１月いっぱいでもって難民キャンプでの活動を終了
して撤退することを決定しました。

　このミャンマー難民緊急救援医療プロジェクトはＡＭＤＡにとってアジア多
国籍医師団構想の第一歩を踏み出した貴重なプロジェクトでした。このプロ

ジェクトを通して得られた貴重な経験は他のカンボジア難民本国帰還緊急対
応医療プロジェクトやブータン難民緊急救援医療プロジェクトから得られる

経験と共に「緊急救援医療の展開」の基本と方法論を教示してくれました。

ここで再確認したいのはアジア多国籍医師団構想の３原則の正しさでした。
　　１）自然災害や難民に対するアジア参加国による合同医療チーム

　　２）アジアの多様性（多言語／多文化／多宗教）に対応した医療実施
　　ｊ）アジアの医療専門家の平等な参加

このプロジェクトから得られた今後のバングラデシでの展望について
　１）バングラデッシュ政府関係：バングラデッシュ人医師をプロジェクト

　　リーダーとしたアジア多国籍医師団は駐日バングラデッシュ大使館、バ

　　ングラデッシュ政府保健省およびＮＧＯビューローに大歓迎され厚遇を得

　　た。今後の緊急救援医療活動の許認可は非常にスムースに運べることが

　　期待できる。わずか３ヵ月で国際ＮＧＯとして登録された。

　２）国連難民高等弁務官事務所：当初はあまり協力的でなかったが現地政

　　府の知偶を得た後は非常に好意的に支援してくれている。日本からの医

　　療専門ＮＧＯとして認知。今後の協力関係は良好と判断される。

　３）現地で活動している欧米ＮＧＯ　：日本からきた医療専門チームというこ
　　とで期待が高い。

　４）政府医療チーム：不十分な医薬品や医療設備だけで治療に当たってお

　　り特に高度医療機器、補液や注射類の提供を私達に望んでいる。マンパ

　　ワー不足も訴えており今後連携できる可能性は非常に高い。

　５）ＡＭＤＡチッタゴン／コクスバザール現地医師団：バングラデシュ人医

　　師をプロジェクトリーダーとしたアジア多国籍医師団第一次医療隊と合

　　同診療に必要な現地の手配／情報提供／難民への健康教育／一般診療を

　　熱意をもって実施している。必要に応じて再編成可能である。
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６）チッタゴン医科大学医学生：アジア多国籍医師団構想に賛同してボ
　ランティア活動を展開してくれている。今後の協力関係を強化するため

　AMDA-Japanとチッタゴン医科大学と専門家養成相互支援プログラム締結
　開始に向けてすすめる予定である。
７）バングラデッシュの報道機関：自国医師をリーダーとしたアジア多
　国籍医師団派遣に賛同して非常に好意的な報道をしてくれている。
　８）アラブ酋長国連邦の主要新聞：バングラデシュ人医師をリーダーに
　したバングラデシュ国内でのアジア多国籍医師団の救援活動をサウディ
　アラビアの皇太子が現地視察したことと合わせて好意的に言及。将来、
　イスラム圈に緊急救援医療活動する時のすみやかな受け入れが可能であ
　ることを示唆。

成功もしくは成果を上げたと思われる要因分析
　１）派遣医療チームのリーダーがバングラデシュ人医師であったこと
　２）バングラデシュ政府は外国からの援助を好んでうけいれているわけ
　　　でないという国民感情を尊重したこと
　３）日本に対する評価と期待が高まっていること

　４）現地医師団の発足とローテションが組めたこと
　５）郵政省国際ボランティア貯金助成をタイムリーに受けられたこと
　６）組織を上げての派遣医療従事者の確保ができたこと

今後の活動に対する課題

　１）国連高等難民弁務官など国連組織との密接な関係の確立
　２）救援医療活動開始するまでの現地政府／難民コミュニティにアプロー
　　　チする方法論の研究
　３）救援医療活動内容のマニュアル化

　４）医薬品など救援物品のパック化と輸送方法の開発
　５）救援医療活動における調査研究体制の確立
　６）リスクマネジメントの確立
　７）他のＮＧＯとの連合の可能性研究

今後の難民緊急救援活動の再開に備えてダッカ及びチッタゴンの事務所は現
在のまましばらくは維持する予定です。叉、この事務所を拠点として現地医

師団のメンバーが日頃取り組んでいる農村における保健医療プロジェクトを
チッタゴン地区を中心に積極的支援する準備に入っています。

　このプロジェクトを支えていただいた会員の方々及び物心両面にわたって
支援してくださった方々、特に郵政省国際ボランティア貯金助成に対しまし
てこの紙面を借りまして厚くお礼を申し上げます。

・

奏



●

●

診　察　風　景　　　　　　　　　　　　　　　難民の子供たち
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バングラディシュを訪れて

聖跡加国際病院看護婦 永野章子

Ｌはじめに
　１１月２８日から１２月５日までの８日間バングラディシュに行って

きた。Dr。国井がミャンマー難民キャンプを訪れるという事だったので、

同行させてもらった。私個人の目的としては難民キャンプをこの目で見

たいという事で共にイスラム圈という日本人には分かりにくい価値観の

中で人々、特に女性がどのように生活しているのか、海外へ出稼ぎ労働

者を多数送り出している最貧国といわれるバングラディシュの現状を見

てみたいと思った。

２．難民キャンプ
　今回訪れたマリチャパロンというキャンプには、2270世帯・10845人

（子供5161人）が生活しており、キャンプ内での統計的な数字は出され

ており、拷問や傷つけたりするなどの人権侵害をされたケースが432 ・

女性に対する暴行17 ・ミャンマー軍により殺された数51 ・不明者205と

なっていた。しかし、国連での面接によるインタビューでは、約半分の

家族の女性や女子の少なくとも１人が暴行をうけ、ほとんどの家族が暴

行を受けた女性の名をあげたという調査もあり実際には暴行された女性

の数はもっと多いのではないか、と思った。難民を帰還させる方向へと

向かってはいるが肉親を殺され暴行を受けるような環境から逃げてきた

のに、そんな場所へ自主的には帰還する気にはとてもなれないのではな

いかと思う。
　マリチャパロンでの活動は私が訪れた時が初日であったが、衛生教育

をする前にトイレから私が出てくると、子供がトイレから出たら手を洗
うんだよという仕草で私を井戸まで連れていってくれたので、その辺の

知識は持っているという事が分かった。ＡＭＤＡの活動は外で行われ、

衛生教育や寄生虫駆除の薬を配ると、ぞくぞくと子供や男性が集まって

きたが、女性の姿はほとんどなかった。薬を渡す時も家から出てこない

人、薬を受け取ると走って家の中に入ってしまう人などが多かった。ロ

ヒンギャは特に保守的なイスラム教徒であり、女性は人前に姿を見せた

がらなかった。ＭＳＦ（国境なき医師団）の診療所の中で、子供に栄養

剤を飲ませる為に集まっていた母親は、それほど恥ずかしがってはいな

かった。女性だけが屋内に集められている為だろう。子供・男性を診察

するときは熟の有無・皮膚の状態・貧血の有無　etcを男性　Drが診たが、
女性の場合膚を見せたがらないので、熟の有無を確かめるだけで、薬を

渡していた。子供を抱いた母親をみると若いのに、目の下のくまが目立

っており、健康状態はどうなのだろうと心配になった。

１

１
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　　イスラムの女性に対しては、何かを伝えようと思う時、部屋に女性だけ
　　を集めて話をしたり、女性スタッフが必要なのではないかと思った。
　　子供達はお腹の大きい子、皮膚病を持った子、咳をしている子が多数い
　　た。難民の子供というと悲惨なイメージがあるが、子供らしい好奇心で
　　私達の後をぞろぞろとついてきつ話かけてきたり、現地の言葉を教えて
　　くれたり、屈託ない笑顔をみせてくれた。その笑顔に少しホッとするも
　　のを感じた。

　　　イスラム團での生活出稼ぎで労働者を送り出している現状について、
　　いろいろと考えさせられる事はあったが、話がそれてしまうので今回は
●　省略したいと思う。

●

国井修医師（右）と永野章子看護婦（左）
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「

ＡＭＤＡブータン難民救援事業

【派遣期間】

1992年12月１３日－1993年１月13日

事務局長　山本秀樹

【同行者】

Ｄｒ．ＲａｍｅｓｈｗａｒＰ．Ｐｏｋｈａｒｅ１（ＡＭＤＡ，Ｎｅｐａ１代表）

ＡＭＳＡ，Ｊａｐａｎ　医学生の中田氏ら５名

【背景】

1991年よりブータン国内のネパール系住民がブータン王国固有の民族であるソンカ人に迫害さ

れ難民となりネパール領内に流人、1992年よりその数急増（1993年１月現在７万５千人）。

　（AMDA NEWS LETTER 1992年６月号参照）

１

【その後の経過】

　12月１９日、昨年６月に続き半年ぶりにブータン難民キャンプにはいる。６月に比較して気候

が良いせいかキャンプの中は落ちつきを取り戻したした感がある。前回の訪問時には、下痢症、

栄養不良の子供の収容されていたデイケアセンターも空床が目だつほどである。そして、前回

主として調査したマイダールキャンプは閉鎖されてベルダンギキャンプヘと難民は移送されて

いた。ペルダンギキャンプは1-3の区域に分かれ一つのキャンプに約１万５千人が居住していて

３つ合わせて約５万人の人口である。

　難民キャンプといっても出人りは自由でブータン難民もネパール語を母国語としているので

ネパールにおける生活では言葉の障害もないためバスに乗って出稼ぎに行くものもあれば、－　　’

方で地元の人も難民キャンプという大きなマーケットを相手にキャンプの回りで店を広げるも

のもいてキャンプのあるダマック市は活気づいている感がある。 ＵＮＨＣＲのフィールドオフィ

サー日く「なんと平和なキャンプであることか！」ちなみに、彼の前任地のエチオピアでは治

安が悪化し同僚も銃で射殺され事務所が閉鎖されたとのことである。

　現在も１日200人くらいのベースで流人が続いていて新たに来た難民はベルダンギ2ヽ3キャン

プヘ収容されているが収容するスペースがもはや無くなってきているのが現状である。

　われわれ、ＡＭＤＡはベルダンギキャンプの近くのダマック市内の政府のヘルスポストのそ

ぱの建物を譲り受けキャンプからの紹介患者と地元のネパール人の紹介患者を診察する

　「Referra1Health Center（二次医療施設）」を政府や地元の人の協力で開設するにこぎ

つけた。15床の入院施設のうち難民を対象に10床、残りの４床を地元民のために使い残りの１

23
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ネパール国保健省

副大臣と

ダマック市での

開所式にて



床を救急用の予備のベッドとした。

　12月22日には外来部門の開所式を、１月８日には入院及び手術式の開所式を行い地元選出の

国会議員で大蔵大臣、ジャパ県知事、ダマック市長らが列席して盛大に式典が行われた。

【事業内容】

　ＡＭＤＡブータン難民救援事業の進展

　　ダマックヘルスポストのセンターヘの格上げ

　　既存の保健所から15床のベッドを持つ病院へ

　　難民と地元民との分け隔てなき病院の建設

　　超音波診断装置・Ｘ線撮影装置の供与および技術指導

　　ＵＮＨＣＲ,(国連高等難民弁務官事務所)との協力

　【現地での反響】

現地英字新聞(Rising Nepa1)-1991.12.24

ラジオネパール放送-1992.1.2

ネパールテレビ(国営放送)全国ニュースで開所式放送－1993.1.8

【岡山における反響】

ＯＨＫ（岡山放送）一岡山より世界ヘー1993.1.3

【総括】

　今回、外務省ＮＧＯ事業補助金、庭野平和財団からの助成金、及び一般市民からの寄付等の

資金によってようやく小さいながらもＡＭＤＡ独自の医療施設を開設することができた。これ

までは、車両に乗ってキャンプを回り随時診療を行うという形だったのに比較して安定的に活

動を行うことができるようになった。

　この成功の理由として、現地のAMDA、Nepa1のメンバーが積極的に動き、かつ難民のみ

ならず地元の人のためにもなる事業ということで地元民の協力が得られた点が大きいと考えら

れる。

　ブータン難民の問題はまだ解決のめどがったていない。この問題に対して、先の見えない現

状であるがこのヘルスセンターを現地に根付いたものとして長期的に運営していく能力が、こ

れからのＡＭＤＡに求められるといえるであろう。

25
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By A.Staff Reporter
Kalhmandu,Dec,23:Kathxliandu, Dec. 23 :　　　　　support staff･　　　　　　　　Foundation ind AMDA-Nepa】｡

　　A xeferral health centre to　　Speaking at the inaugural.　'Speaking on the occasion.

cater to the medicll needs･of the function chaired by Damlk 'Dr. Hideki Yamamolo， thil

nurneious　Bhtitanese refuiQes Municipality's Mayor， Mr･ secretary of AMDA-JaPan， silid

stayixllipresently in lhe iefugee lndra Balladur Budathoki,･the　tliit the yeferral health cenlre，

clmps ixi Jhapa and Morang chairman of the AMDA'Nepal･　equipped　with　x-r'ay　ald

districts　was　recenlly Dr; Rameswaz Pokhaiel. while ulliasound machineas well as

inauguated under　the‘ joint thrgwing light on the activities　E.C.G.andlab facilities√would

auspices'of lhe Association of and objeclives of the new】y　be　going　a　long　way　in

Medical 'Doctors　foQ Asia established　referfal ，health providing the'required medical
j●●●匹●●　t曹　　●　●　　Ｊ●』九●･　　　　　　●　　一一　●　●
Medicll 'Doctor･ f吻Asia established　refer111 ，h“lth provllin8'the'requii1,d midicll】

(AMDA)-Nepal，lhe AMDA- centre，also expressed the hope ser,,icesto both the Bhu【anese

Japan. and lhd B:P. Memorial thltit｀″ouldbe benefiting the　xefugees azldthe local peoplc.

Health Foundation.　　　　　　　local　populace　also　by　　　The　Chiif　Guest　of　the

At　present.　the　ieferraLproviding　them　with　lhe ’functionwas Mr/Purnanajlda
.health centre， which wm be requil�medical services.
providing OPD service to the

Bhutsese refugees who have

been　referred by　the　SCF's

medical　workers　in　the Bhusal，dwelt forsornelength

concemed　camps.　will　be on　the　objectives　of　the

manned by two doctors assisted Foundation and high】ighledlhe
by　three　nurses.Related purpose of山e feferral heahh

services wⅢbe provided by dli centre opened joint】yby the

26

Sharma，the ex-president ohhe
Jhapa unil.　｜

health centre
l

　　　　●●　　I　　Ialso　be ，upgrading　its l

l・・OPD　　services.

According ’to　Dr.Pokharel,･

lhere lie plans to eslablish a

15-bed indoor service in the

near future.



ﾈﾊﾟｰﾙにおけるH本駁について

事務局長　山本秀樹

　ブータン難民キャンプの存在する東ネパールはインドと国境を接するタライ平野にあり、標

高５００メートル以下である。そのため気候は首都であるカトマンズ盆地と異なり亜熱帯性の

気候で冬は温暖で夏季には高温多湿となる。従って、首都のカトマンズとは異なった疾病構造

がみられ各種の熱帯病がみられる。その中でも深刻なのが、マラリア（熱帯熱型）、下痢症、

髄膜炎、日本脳炎である。

　なかでも、日本脳炎に関しては診断が困難であり、しかも有効な治療法もなく死亡率も高く

たとえ救命できたとしても後遺症を残す頻度が高い。県立病院においては腰椎穿刺をし髄液検

査を行うことができるが、それでも細胞数を数えることができる程度でマラリアや髄膜炎との

鑑別がつかないことが多い現状である。

　1991年の保健省統計でネパール全土での新規発生例６５０例うち死亡例１４５例と死亡率が

高い。ブータン難民キャンプの存在するジャパ県やモラン県においても流行地であるため（地

図参照）に多くの例が報告されているが、これらは県立病院からだけの数であり実際は医療機

関を受診していないケースがもっと多くあると考えて良い。

　一方難民キャンプ内では高熱と意識障害を呈し悪性マラリアか日本脳炎か鑑別がつかずに死

亡した例が92年の夏季（６－１０月）を中心として数例あったとのことである。

　日本脳炎に対する有効な方法は、ワクチン投与とベクター（蚊）対策であるが、ブータン国

内は流行地でないためブータン国内ではワクチン接種は行われていない。また日本脳炎は

ＷＨＯの提唱するＥＰＩ（拡大予防接種プログラム）の中に入っていないため、キャンプ内に

おいてもＵＮＨＣＲ（国連高等難民弁務官事務所）等の国際機関からも供給を受けていない。

また、ネパール国内においても日本脳炎ワクチンの製造はもとより、ワクチン接種さえもごく

一部の地域で「日本青年会議所」の援助を受けて接種が行われている現状である。

　従って、ブータン難民および地元の人々に対する日本脳炎接種プログラムに対する国際協力

の必要性が高く、AMDA、Japanとしても大いに検討に値する事業である。
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ＡＭＤＡネパールー７人の赤ひげ達

－ＡＭＤＡ，Ｎｅｐａ１執行部プロフィール紹介

代表

ＲａｌｘｌｅｓｈｗａｒＰ．Ｐｏｋｈａｒｅ１

現神戸大学小児科留学中

1989年の神戸で行なわれた第10回アジア医

学生会議に出席したのをきっかけにして

ＡＭＤＡ、Ｎｅｐａ１を設立したAMDA、

Nepa1の創設者。人を引きつける人間味と巧

みな交渉力によってAMDA、Nepa1をここ

まで引っ張ってきた。一昨年の10月から夫人

と、2才になる長男を連れて神戸大学小児科

に留学中で将来は小児外科医を目指してい

る。今回ブータン難民のプロジェクトのため

に一時帰国したが、彼が帰国することによっ

てAMDA､Nepa1の活動は一気に高まり、

様々な難問が解決されて、新しい動きが生じ

た。彼の顔の広さには恐れるべきものがあり

トリプバン大学の中を歩いていても、通りか

かる人が次々と彼に声をかけ時には100ﾒｰﾄﾙ

を歩くのに数十分かかることもある。マグサ

イサイ賞も近いと思うのは筆者だけではない

であろう。

副代表（代表代行）

Shishir K.Regm1

現在、ＡＭＤＡ、Ｎｅｐａ１の代表

Dr.Rameshwar P.Pokhare1がネパー

ルを離れているために代表代行を勤めてい

る。トリブバン大学を主席で卒業した秀才

で、現在ネパールで十数人しかいない精神科

医の一人としてトリブバン大学の講師を勣め

ている。最近、大学の仕事が多忙でＡＭＤＡ

の方に時間をあまり割けないのが悩みであ

る。現在、ブータン難民でブータン国内でひ

どい拷問を受け精神傷害を受けた患者を大学

病院の精神科で受け入れてその治療にあたっ

ている。

事務局長

Ｎｉｒｍａ１ Ｒｉｍａ１

Ａ Ｍ Ｄ Ａ 、Ｎｅｐａ１の設立の母体となった

ＮＭＳＳ（ネパール医学生連盟）の代表をし

ていてＡＭＤＡ、Ｎｅｐａ１の設立当初から

ＡＭＤＡの発展に尽くしてきた。彼の持つ行

動力には目を見張るものがあり、ブータン難

民キャンプにもいち早く乗り込み、７月のタ

イ航空機の墜落事故の時にも事故発生後直ち

に現場に駆けつけて捜索にあたった。彼が、

タンセンでヘルスワーカーをしていた当時知

り合って結婚した保健婦の夫人とは奥さんの

勤務地の関係上別居中であるが地域医療を夢

に事務局長として奔走中である

Dr.Rameshwar Pokharel
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AMDA.Nepalの執行部

ではないが、ジャバに在

住して、ブータン難民の

ために力を尽くしている
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キャンプヘ行く途中の
｢コシ川｣にて

左から、

　Dr.Dinesh、

　Dr.山本、

　Dr.Rameshwar、

　Dr.Bhuthal
　　　(B.P.財団)、

　Dr.Duruba
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会計

Ｒｏｈｉｔ Ｋ．Ｐｏｋｈａｒｅ１

10年も前から勉強していたという日本語はな

かなかのもので、彼の温和な顔から出てくる

日本語は人の心をなごませるものがある。10

年前ＡＳＥＡＮ青年交流事業で日本に招待さ

れたこともあり、その時の日本での体験は大

きなカルチャーショックであったと言う。普

段は、ＡＭＤＡ、Ｎｅｐａ１の金庫番として

AMDA､Nepa1の予算や日本からの郵政省

国際ボランティア貯金助成金等のお金を預

かっている。ブータン難民のヘルスセンター

事業が本格化したため研修中のトリブバン大

学整形外科を休職して、現地プログラムコー

ディネーターとしてダマック市のＡＭＤＡ現

地事務所に夫人と２才になる愛娘を連れて住

み込んでいる。キャンプでの仕事を終え宿舎

で２才になる愛娘を抱く姿の似合う整形外科

医である。

ＡＭＤＡ．ヘルスセンターにて　Dr.Rohit

31

Dinesh B.Pokhare1

ネパールで数少ない皮膚科医。現在

AMDA，Nepa1が行なっているネパール映

画協会（ＮＦＡＡ）でのクリニックでは肌の

お手入れに余念の無い俳優（女優）さん遠の

頼みの綱。AMDA,Nepa1の執行部の中で

最後まで独身で，日本からくる女性ボラン

ティアの人気の的（？）であったがついに結

婚し現在では愛妻家に転じている。

Sunu Dura1

礼儀正しい点とまじめさではでは他の　1

AMDA、Nepa1のメンバーの追随を許さな

い。しかし、その彼も酒の席ではジョークの

連発となり、ジョークの帝王とも呼ぱれてい

る。ジョークの好きなのはネパール人に共通

してはいるか、彼の場合は非常にまじめな話

をしているようでいかにも本当の様に聞こえ

るところがみそである。そんな彼も、昨年か

らトリブバン大学の眼科の大学院に入学し多

忙な日々を送っていて最近彼のジョークを聞

けないと嘆いている人も多いこのごろであ

る。

Duruba Koirala

AMDA、Nep41の執行部の中でもっとも若

いメンバーで、学生時代のＮＭＳＳ（ネパー

ル医学生連盟）の活動が評価されてＡＭＤＡ

の執行部となった。現在トリプバン大学のそ

ぱの国立カンティ小児病院で子供相手に診療

の日々であるが、車の運転にかけて目を見張

るものがありはカトマンズとキャンプの間の

悪路での長時間の運転も全く気にかけないタ

フガイである。

｝
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ダマックのＡＭＤＡ宿

舎　中央の子供を抱い

ているのがDr.Rohit

夫妻

ＡＭＳＡの学生たち



AMDA ReliefCommittee for Somali Refugees

　　　　AMDAソマリア救援委員会
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１

　経緯

1992年11月27日から29日まで静岡県御殿場市で聞かれた「第2回全国ＮＧＯの集い」緊急

援助部会にて、「ソマリア難民救援プロジェクトチーム」発足の提案がなされた。これは、
アジア医師連絡協議会、アフリカ教育基金の会（AEF）、日本青年会議所国境なき奉仕団、

フィリピンクレオン島を助ける愛の会、立正佼成会平和基金（五十音順）が合同で行うプ

ロジェクトで、ＡＭＤＡ代表の音波茂氏がプロジェクト代表、ＡＥＦの土井高徳氏がプロジェ
クト事務局長となった。 AEFは、これまでケニア共和国の首都ナイロビに東アフリカ事務

所を置き、精力的な活動を行ってきたＮＧＯであり、今回のプロジェクトに対しケニア北

東部州マンデーラ県エルワック・マンデーラに事務所を開設し、難民救援体制を整えてい

る。
　また、1992年12月ジブティ共和国大使より、ＡＭＤＡにジブティ国内のソマリア難民に対

する医療援助の直接の要請が送られた。ジブティ共和国は面積が秋田県の約2倍、人口約

40万人の小国で、南はソマリア、西はエチオピアに隣接している。この国は以前より難民

受け入れに寛容であったため、これまでにも多くのエチオピア、ソマリア難民が流入して

いたが、ここ数年でジブティ市内にまで8万人のソマリア難民が流入し、病院の8割が難民

で占められるまでに到った。これに対し救援活動は少なく、特に医療活動はキャンプ近く
に稀に医薬品配給所があるのみである｡1993年1月9日、ジブティ共和国駐日大使ラシャド・

ファラ氏と会見し、ＡＭＤＡではこの要請を受ける方針で先遣隊を送ることを決定した。

　ＡＭＤＡでは、これら2つの地域ケニア、ジブティ両国内のソマリア難民と、状況に応じ

てエチオピア国内の難民、ソマリア国内の飢餓民をも対象に緊急医療援助をするため

　「ＡＭＤＡソマリア難民救援プロジェクト」を開始し、その運営のため「ＡＭＤＡソマリア救

援委員会」を設置することを決定した。
２
　ソマリア救援委員会

（1）委員

役職 名前 所属 内容

総資任者 菅波　茂
　AMDA代表

菅波医院院長 総括、最終決定

委員長 国井　修
　　ＡＭＤＡ副代表

粟山国保診療所所長
委員会の企画、運営

副委員長 津曲兼司
ＡＭＤＡ事務局次長

菅波医院副院長
ケニア担当

副委員長 田中政宏
国立病院医療センター

　　　　精神科
ジブティ担当

コーディネ
　ーター

友貞多津子
Overseas RePrlsentative Service

　　　　　　　代表

　　　　渉外
ジブティ大使館との連絡

サブコーデ

ィネーター
根岸範子

元青年海外協力隊
黒磯高校英語教師

会計、委員内の連絡

学術 田村正徳 東京大学医学部小児科
ロジスティック、
調査・研究の検討

広報 小林米幸
ＡＭＤＡ国際医療情報センター
　　所長、ＡＭＤＡ副代表 広報一般

情報 竹本啓－
　　東京大学
国際保健大学院

資料収集、記録

庶務 岡崎洋子 ＡＭＤＡ木部職員 本部との連絡、事務補助
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　（2）委員会日程

　　　　第1回ソマリア救援委員会

　　　　　　　日時:1993年1月9日（土）午後1:OO～3:OO
　　　　　　　場所：ＡＭＤＡ国際医療情報センター（世田谷区新町2-ﾌｰ1横尾ビル201号）

　　　　　　　内容：委員会の指針、ジブティ大使との会見報告、その他

　　　　第2回ソマリア救援委員会

　　　　　　　日時:1993年1月16日（土）（1）午後O:00～1:30（2）午後2:304:00

　　　　　　　場所:（1）JVC（日本国際ボランティアセンター事務所）
　　　　　　　　　　（２）ＡＭＤＡ国際医療情報センター

　　　　　　　内容:（1）勉強会「ソマリアでの活動経験から」（講師：柴田久史氏）

　　　　　　　　　　（2）先遣隊の調査内容、プロジェクト方針の検討、その他

　　　　第3回ソマリア救援委員会および報告会

　　　　　　　日時:1993年2月13日（土）（1）午後1:00～2:30（2）午後3 : OO-5 : 00

　　　　　　　場所:（1）（2）とも早稲田奉仕園
　　　　　　　内容:（1）報告会「ケニア共和国内のソマリア難民の現状」（津曲兼司氏）

　　　　　　　　　　（2）ケニア内プロジェクトの検討、その他

　　　　*委員会は、第4回以降月一回（原則として第2土曜日）を基本とするが、随時、

　　　　委員長の召集により開催する。
　　　　勉強会は、ソマリア難民派遣を前提としたもので、実践的な知識、技術を身に

　　　　つけるものである。今後の予定として、下痢症、急性呼吸器感染症、寄生虫疾

　　　　患などの疾病中心の学習、難民キャンプで行う小外科、検査などの実習、栄養、

　　　　飲料水、受療行動などの調査・研究の学習などを予定している。

3.派遣日程

　　　　第1次　津曲兼司　1月23日～2月6日　　　　　ケニア

　　　　第2次　田中政宏　2月5日～3月5日（予定）ジブティ

　　　　第3次　　国井　修　2月18日～3月5日（予定）ソマリア

　　　　その他、医師、看護婦、コーディネーター計25名の派遣が予定されている。日

　　　　程については現在調整中。

4.委員長から一言

　今回のプロジェクトは、ソマリア難民の緊急性から会員の皆様に十分な情報をお届け

する以前に委員会が発足致しましたことをお許しください。「必要な時に、必要な場所に、
必要な人と物資を送る。」　国際的緊急救援で日本が果たさなければならない当然のこと

を、私達はなかなか実現し得ずに今日まで来ました。今回、1984年にソマリア難民キャン

プで活動した経験を生かして、何かお役に立てれぱと思いこの大役を仰せつかりました。

情熱だけでは何もできない。努力しただけでは意味がない。結果のでる、そして次回の緊

急援助につなげることのできるプロジェクトを行いたいと思います。皆様のご協力・ご鞭

健を宜しくお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソマリア救援委員会委員長　　国井　修

＊委員会、報告会、勉強会の参加希望者そして派遣希望者は下記までご連絡

下さい。

　　　　　　　　　ソマリア救援委員会庶務　岡崎洋子
TEL: 0862-84-7676　FAX: 0862-84-7645

＊プロジェクト予算内訳は後日ご連絡致します。

　資金がまだ不十分ですので寄付の方、宜しくお願い致します。

郵便振替口座：東京3-610904　「AMDAジブチ」

銀行振込口座：第一勧業銀行五反田支店　普通1896327
　　「ソマリア難民救援医療プロジェクトＡＭＤＡ」
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内
紛
と
飢
餓
で
国
外
流
出
を
続
け
る

ソ
マ
リ
ア
難
民
が
近
隣
国
の
負
担
に
な

っ
て
い
る
。
ケ
ニ
ア
ヘ
は
国
内
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
四
団
体
が
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
組

ん
で
今
月
二
十
二
、
二
十
三
日
出
発
し

た
が
、
ジ
プ
チ
共
和
国
で
も
深
刻
な
問

題
に
な
っ
て
い
る
。

ソマリア難民の流入-

　
駐
日
ジ
ブ
チ
大
使
館
の
ラ
シ
人
口
四
十
万
人
の
小
さ
な
国
。

ャ
ド
・
フ
ァ
ラ
大
使
は
昨
年
蕃
干
ば
つ
被
害
で
経
済
状
況
は
苦

れ
、
輸
出
入
関
係
の
あ
る
日
本
し
い
が
、
政
治
的
に
は
比
較
的

企
業
や
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
安
定
し
て
い
る
た
め
、
以
前
か

議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
に
救
援
を
ら
政
情
不
安
定
な
エ
チ
オ
ピ

要
請
。
今
月
二
十
日
、
ケ
ニ
ア
ア
、
ソ
マ
リ
ア
の
難
民
を
受
け

ヘ
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
て
い
る
入
れ
て
き
た
。
大
使
に
よ
る
と

ア
フ
リ
カ
教
育
基
金
の
会
、
立
　
一
九
九
一
年
初
め
ご
ろ
か
ら
ソ

正
佼
成
会
平
和
基
金
な
ど
と
東
マ
リ
ア
難
民
が
増
加
。
政
府
は

京
で
記
者
会
見
し
た
。
　
　
同
年
六
月
、
ソ
マ
リ
ア
に
近
い

ほ
本
の
資
金
援
助
を

大使訴え

生
活
用
品
不
足
、
病
院
も
満
員
四

　
ソ
マ
リ
ア
の
北
、
紅
海
入
り

口
に
面
し
た
ジ
プ
チ
共
和
国
は

奏

南
部
の
ア
リ
・
サ
ビ
エ
ラ
地
区

に
難
民
収
容
キ
ャ
ン
プ
四
ヵ
所

「ジプチの病院はソマリア、エチオピア

など広範囲からの難民を受け入れて満杯」

と地図を示すラシャド・フアラ大使

を
建
設
。
エ
チ
オ
ピ
ア
難
民
用

の
Ｉ
カ
所
を
含
め
二
万
五
千
人

が
国
運
難
民
高
等
弁
務
官
事
務

所
、
世
界
食
糧
計
画
な
ど
の
援

助
を
受
け
て
い
る
が
、
飲
料
水

な
ど
都
市
基
盤
の
整
備
が
不
十

分
だ
と
い
う
。

　
さ
ら
に
首
都
ジ
プ
チ
も
推
定

六
万
五
千
人
の
難
民
が
路
上
で

生
活
し
て
お
り
、
犯
罪
も
頻
発

し
て
い
る
。
政
府
は
昨
年
四
月

か
ら
五
月
に
か
け
て
収
容
キ
ャ

ン
プ
ヘ
移
送
し
た
が
、
キ
ャ
ン

プ
で
も
生
活
用
品
が
不
十
分
な

た
め
大
部
分
の
難
民
が
首
都
に

戻
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
。
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現
在
も
毎
日
百
Ｉ
二
百
人
の

難
民
が
流
れ
込
み
、
キ
ャ
ン
プ

に
は
医
療
機
関
が
な
い
た
め
首

都
の
病
院
は
ど
こ
も
難
民
で
い

っ
ぱ
い
。
大
使
は
「
人
口
の
二

〇
俤
を
難
民
が
占
め
、
主
要
な

病
院
の
ベ
ッ
ド
は
七
五
価
が
難

民
と
言
わ
れ
て
い
る
。
エ
チ
オ

ピ
ア
、
ソ
マ
リ
ア
な
ど
広
範
囲

の
難
民
を
一
手
に
引
き
受
け
て

い
る
状
態
だ
。
我
々
と
難
民
を

助
け
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。
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ラ
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結
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の
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養
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す
る
た
め
Ａ

Ｍ
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Ａ
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今
月
末
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本
人
医

師
二
人
を
派
遣
、
二
月
以
降
も

看
護
婦
や
ネ
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ー
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、
バ
ン
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ラ
デ
シ
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の
医
師
を
派
遣
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る
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Ａ
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Ａ
本
部
の
菅
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ん
は
「
難
民
キ
ャ
ン
プ
付
近

に
診
療
所
を
開
設
す
る
ほ
か
、

車
で
巡
回
診
療
し
た
い
が
、
医

者
も
看
護
婦
も
簡
単
に
は
休
暇

　
　
　
　
　
　
―

ｄ
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Ｉ
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を
と
れ
な
い
の
で
派
遣
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き
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の
は
二
十
人
く
ら
い
。
費
用
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五
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円
く
ら
い
か
か
り
そ
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な
の
で
外
務
省
の
資
金
援
助
も

仰
ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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Groups COIlaborate on Somalia Aid
By Kakuya lshida

DailyYomiur4StafrW14ter

　Three Japanese nongovernmental

organization8 are to conaborateona

reliefp哨ectfbrSomaUrefugeesinKenya

attheli3questoftheKenyanHomeAfiairs

Ministry.A member ofone ofthe groups

said he believed the collaboration would

set an ihlportant precedent for fxlture
NGO activities｡

　The project,which i8 e8timated to cost

over¥200mimon,willinvolvemorethan

70 volunteers. An advance party new to

Kenya Saturday･
by Kenyan troop8，

　The Buddhist organization Rissho

Koseikai will assist the as8ociation from
　Members ofthe As8ociation ofMedical　　･1'ne lju(1(lnlst orgamzatlon Klssho

Doctor8 for A8ia Japan Chapter Koseikaiwill assist the as8ociation from

headquartered in okayama-ken， wili　the sidelines and get involved in solo

team up with Myanmar and Kenyan　prqjects to improve refugee8' wel伍re.

medica1 8taf to provideanoutpatient　“lt'8 very rare for Japane8e non-

8ervice in Mandera in northern Kenya， governmental organizations with diflbrent

and a traveling clinic ba8ed in EI Myak， nelds of specialty to coUaborate in this

Somalia，a town on the Kenyan border.lnanner on an over8eas venture.l hope

　The African Education Fund， which　thiswmsetthefxlturecoursefbrJapanese

pn)vide8 education and vocationaltraining， NG08," 8aid Yoneyuki Kobayashi， the

will di8tribute protein-rich fbod,clothing，association's Japan chapter deputy

oountr;y.Another 100,000-150,000Somans

are trying to cro8s into Kenya, according

to the Kenyan government｡

　Tsuyo8hi Nishikata， Kanto district

branch manager ofthe Af¥ican Education

Fund，8aid the Kenyan government゛8

refilsaltopermittheestabnshmentofnew

refUgeecampsi81eadingtoovercrowding，

fyiction among camp re8ident8｡

　‘7hethl9egn)up8havealotofexpelience

with overseas activitie8 in every neld,"

Kobaya8hi said.

AMDA TO Help Djlboutl

　The as8ociation will launchanurgent

medical renefpr(lject fbr Somali refxlgee8

in Djibouti in January at the request of

Rachad Farah, amba8sador to Japanin

Djibouti｡

　Djibouti，which borders Somalia and

the秘dSea,has a population of400,000.

There are 65,000 Somali refxlgees in the

capital eity ofDjibouti and 20,000函ugee8

in four refxlgee camp8 in Ali-Sabieh.

Between 100 and 200 refugees cros8 the

border every day･

will di8tribute protein-rich fbod,clothing，　assoclatlon's Japan chapter deputy　　About 20 doctor8 win participate in

tents，and supplie8 of rice，wheat nour　manager･　　　　　　　　　　　　　　　the project from the association゛s chap-

and oil direct to the refugee8 with help　　According to a U.N，report，as of　ters in Japan， Bangladesh，Nepal and

fTom local and Japanese volunteer8. They　December 1992,425,000 refxlgees ned to　the Philippine8. They plan to establish

wm also coordinate well-digging and　Kenya f¥om Somalia. Somalis account　a medical clinic in the camp8 and pro-

windmmprogram8.TheywiUbepn)tectad　for 70 percent of all refugee8 in the　vide a traveling clinic along the border.
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ケ
ニ
ア
で
医
療
活
動

第
１
陣
き
ょ
う
出
発
圀
ｋ
ｋ

　
内
戦
功
激
化
で
飢
餓
や
伝
染
病
に
苦
し
む
ソ
マ
リ
ア
難
民
を
救
済
す
る
た
め
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
岡

山
市
一
陣
、
蒼
波
医
院
内
）
が
二
十
二
日
か
ら
一
年
間
、
医
師
を
ケ
ニ
ア
、
ジ
プ
チ
に
交
代
で
派
遣
、
国
内
の
非
政
府
間
機
関

　
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
二
団
体
と
協
力
し
て
救
復
活
動
に
あ
た
る
。
第
一
陣
と
し
て
、
陣
曲
兼
司
医
師
（
三
六
）
が
同
日
ケ
ニ
ア
ヘ
出
発
、
約

二
週
間
に
わ
た
っ
て
現
地
の
医
師
ら
と
診
療
に
あ
た
り
、
衛
生
状
一
な
ど
を
視
察
し
て
今
後
の
活
動
方
針
を
立
て
る
。

　
ソ
マ
リ
ア
で
は
二
年
前
か
ら

内
戦
が
続
き
、
部
族
闇
の
抗
争

や
略
奪
な
μ
ｔ
起
き
て
い
る
。

一
戦
火
を
邁
れ
た
難
民
は
隣
筆
ず

　
る
ケ
ニ
ア
、
ジ
プ
チ
、
エ
チ
オ

ー
ピ
ア
に
流
入
、
そ
の
数
は
百
万

注射器などの医療器具

を点検する潭曲医師

人
に
上
る
と
見
β
ｎ
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
で
は
マ
ラ
リ
ア
や
結

核
な
ど
が
流
行
、
干
ば
つ
で
井

戸
は
干
上
が
り
、
難
民
た
ち
は

枯
れ
木
で
作
っ
た
小
屋
で
生
活

す
る
な
ど
悲
惨
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
。

　
昨
年
十
一
月
、
静
岡
県
で
開

か
れ
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
集
会
で
、
ケ

ニ
ア
内
務
省
か
ら
救
援
を
依
頼

さ
れ
た
北
九
州
市
の
「
ア
フ
リ

カ
教
育
基
金
の
会
」
が
医
師
派

遣
を
提
案
。
駐
日
ジ
プ
チ
大
助

か
り
要
請
を
受
け
て
い
た
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
を
中
心
に
、
東
京
都
に
本

部
を
耀
く
「
立
正
佼
成
会
」
も

協
力
し
て
、
ケ
ニ
ア
、
ジ
ブ
チ

両
国
の
ソ
マ
リ
ア
難
民
の
救
援

に
取
り
組
む
こ
と
を
淡
め
た
。

　
津
曲
医
師
は
両
団
体
か
ら
派

遣
さ
れ
る
七
人
と
と
も
に
、
難

民
一
万
八
千
人
の
生
活
す
る
ケ

ニ
ア
東
北
部
ソ
マ
リ
ア
国
境
の

都
市
エ
ル
ア
ッ
ク
で
診
療
所
を

開
設
す
る
。
現
地
を
視
察
し
た

あ
と
帰
国
し
、
年
末
ま
で
、
同

医
師
奮
き
め
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
師

四
人
が
交
代
で
診
療
活
動
を
進

め
る
。
ジ
プ
チ
ヘ
は
今
月
二
十

八
日
に
第
一
陣
が
出
発
、
二
十

人
以
上
の
医
師
が
参
加
す
る
。

　
わ
が
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
ソ
マ
リ

ア
難
民
の
救
援
に
向
か
う
の
は

初
め
て
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
こ
れ
ま

で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
難
民
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ビ
ナ

ツ
ポ
火
山
被
災
民
の
診
療
に
医

師
を
派
遣
し
て
お
り
、
津
曲
医

師
は
「
貧
因
に
苦
し
む
国
に
貧

し
い
人
々
が
流
れ
込
む
と
い
う

窮
状
が
続
い
て
い
る
。
三
団
体

が
力
を
合
わ
せ
、
医
療
だ
け
に

と
ど
！
り
な
い
総
合
的
な
貢
献

を
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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ソ
マ
リ
ア
難
民
診
療

勁
駈
家
族
ら
に
送
ら
れ
岡
山
出
発

　
飢
餓
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
東

部
の
国
・
ソ
マ
リ
ア
難
民
の
救

援
の
た
め
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡

協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
一
本
部
岡

山
市
）
の
津
曲
兼
司
医
師
（
ｓ
一
六
）

―
岡
山
市
佐
山
＝
が
二
十
二

日
、
岡
山
を
出
発
し
た
。
難
民

が
流
入
し
て
い
る
ケ
ニ
ア
に
向

け
二
十
三
日
、
成
田
空
港
か
ら

飛
び
立
つ
。

　
午
後
二
時
半
過
ぎ
、
Ｊ
Ｒ
岡

山
駅
ホ
ー
ム
に
見
送
り
の
妻
美

幸
さ
ん
？
一
）
、
長
男
大
生
ち
ゃ

ん
Ｉ
生
後
四
ヵ
月
―
の
ほ
か
、

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
曹
波
茂
代
表

（
一
巳
、
讐
護
婦
ら
＋
散
人
が
駆

け
付
け
、
津
曲
医
師
を
見
送
っ

た
。

　
津
曲
医
師
は

二
十
三
日
午

浚
、
成
田
空
港

を
出
発
し
、
ケ

ニ
ア
で
他
の
民

間
海
外
援
助
団

体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｉ

非
政
府
組
織
）

メ
ン
バ
ー
と
合

流
。
東
北
部
の

マ
ン
デ
上
フ
県

の
診
療
所
を
拠

点
に
約
二
週

間
、
医
療
活
動

を
展
開
。
ソ
マ

リ
ア
に
も
入

リ
、
巡
回
診
療
を
す
る
。

　
今
回
の
援
助
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

１

a

A
9
1
1
.
s
l
.
J
.
a
j

ソマリア難民援助のため、家族や同僚らに
見送られる津曲医師（左）－ＪＲ岡山駅

一
を
は
じ
め
ア
フ
リ
カ
教
育
基
金

一
の
会
（
北
九
州
市
）
ヽ
立
正
佼

或
４
平
和
基
金
（
東
京
）
な
ぐ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
五
団
体
で
「
ソ
マ
リ
ア
ー

難
民
救
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
（
代
表
・
菅
肢
氏
）
を
結

成
。
ソ
マ
リ
ア
、
難
民
が
湾
入

し
て
い
る
ケ
ニ
ア
と
ジ
ブ
チ
に

医
師
、
看
護
婦
、
教
師
ら
を
約

　
一
年
間
派
遣
す
る
。
医
療
、
教

育
、
井
戸
掘
削
、
物
資
運
搬
な

ど
の
援
助
活
動
を
展
開
し
、
最

終
的
に
は
約
百
五
十
大
規
模
に

な
る
見
通
し
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は

主
に
医
療
面
を
担
当
。
約
二

十
五
人
を
順
次
派
遣
す
る
予

定
。
　
津
曲
医
師
は
出
発
前
の
新
幹

線
ホ
ー
ム
で
、
「
こ
れ
ま
で
培

っ
た
経
験
を
生
か
し
、
飢
餓
に

苦
し
ん
で
い
る
人
々
を
助
け
た

い
。
日
本
の
人
的
貢
献
が
で
き

て
い
な
い
だ
け
に
、
私
た
ち
の

活
動
は
責
任
が
重
い
」
と
表
情

を
引
き
締
め
て
い
た
。
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プロジェクトヘの物品提供のお願い

　以下の物品が皆さんの近くで眠っていましたら、無料または安価で提供し

て頂けませんでしょうか。海外で購入するには難しく、新規購入するよりは

再利用させて頂いた方がよろしいと思われるものです。

項目 必要性 プロジェクト名

ワープロ 書類作成と編集
バングラデシュ、ソマリ

ア、ブータン

タイプライター 電源のない場所での書類作成
バングラデシュ、ソマリ

ア、ブータン

ファクス 日本との通信用 ソマリア、ブータン

　　　　　　　お問い合わせは下記まで。

〒701-12　岡山市楢津310-I　AMDA事務局　岡崎洋子

　　　TEL : 0862-84-7676　FAX : 0862-84-7645
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NATIONAL

NewsBriefs
･Doetors to Be Silt for Somd Refugeel ・　‥'.

'‘‘lillyelμ,11'i6=j:i;i;1tり･e幽,si6i llie'iiiM11i｀'ijf'

Djiboutils EmbassyinJapan,芦ｿﾞprivate mldical organ･

1雲13:忿1洽Sls昌喘1訟一如

The Association of MedicaI D6ctors

help it d●al with amassive lnllux of relugees lleeing ｀

the civil war in n●IShbcrlng Somal1畠．

of MedicaI D6ctors for Asia says tha't

year it will send a total of 28 doctorsby the end of t!lisyear it will send a total of 28 doctors

and nurses in five separatg missions to Djibouti. They

will treat diseasei such as malaria and tuberculosis as

wenasworktolmprovethenutritionalsitualionoflhe

Somali refugees being dared for aohree camps jn

SOUthern t)jibOUti.I

ャ
ン
プ
に
姿
を
変
え
そ
う
な
事

態
と
い
。
‐
５
。
。
こ
・
の
た
め
昨
年

末
、
ジ
ブ
チ
駐
日
大
館
ぷ
ら
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
に
直
接
、
医
師
団
の
派

遣
要
請
が
あ
っ
た
。

　
派
遣
さ
れ
る
の
は
岡
山
市
の

管
弦
内
科
副
駒
長
の
廊
曲
兼
旬

医
師
（
晋
）
と
、
東
京
都
新
宿
区

の
国
立
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
の

田
中
政
宏
医
師
（
｀
ｏ
）
。
マ
ラ
リ

ア
や
結
核
の
治
療
、
栄
養
状
態

の
改
善
を
図
る
。
今
年
末
ま
で

五
回
に
わ
た
り
医
師
や
看
護
婦

延
べ
二
十
八
入
を
送
り
続
け
る

方
針
だ
。

　
ソ
マ
リ
ア
難
民

　
救
援
へ
医
師
団

　
　
　
　
　
岡
山
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の

国
際
医
療
組
織
「
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会
」
（
略
称
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
、
菅
披
茂

代
表
）
は
五
日
ま
で
に
、
内
戦

の
ソ
マ
リ
ア
か
ら
二
万
人
を
超

え
る
難
民
が
流
入
し
て
い
る
隣

タ

七
五
％
を
占

国
の
ジ
ブ
チ
共
和
国
に
医
師
団

を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

第
一
陣
と
し
て
二
人
を
今
月
下

旬
に
送
り
出
す
。

　
ジ
ブ
ヂ
政
府
は
南
部
に
四
つ

の
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
設
置
、
三

ヵ
所
を
ソ
マ
リ
ア
難
民
に
充
て

て
き
た
。
し
か
し
、
難
民
が
首

都
ジ
ブ
チ
市
に
押
し
寄
せ
、
都

市
部
の
総
合
病
院
や
結
核
セ
ン



Ｆ'｢

月･ｒ¶!１９９３年（平成５年）１月１ １Ｒ
RS-

1｀993年（平成５年）と月．２０日（水曜日）

　　魯姑自新聞-　　　（嵩3橿郵便宵綿弓）　、」_

J

　

　
日
本
な
ど
ア
ジ
ア
十
三
力
国
の
医
師
ら
で

つ
く
る
「
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
華
会
」
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
－
本
部
岡
山
市
）
は
、
飢
餓
に
苦
し

む
ア
フ
リ
カ
東
部
の
国
・
ソ
マ
リ
ア
の
難
民

救
援
に
二
十
三
日
出
発
す
る
。
他
の
民
間
海

外
援
助
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｉ
非
政
府
組
織
）
と

協
力
。
医
師
を
現
地
に
派
遣
し
、
医
療
活
動

な
ど
を
始
め
る
。

日
本
人
医
師
二
人
を
派
遣
す
る

の
を
皮
切
り
に
、
海
外
支
部
か

ら
も
順
次
、
現
地
入
り
す
る
。

　
ソ
マ
リ
ア
は
内
戦
と
干
ぱ
つ

で
飢
餓
が
広
が
り
、
治
安
状
態

が
悪
化
。
国
連
安
保
理
決
議
に

基
づ
き
、
多
国
箱
車
が
昨
年
十

二
月
か
ら
人
道
援
助
目
的
で
軍

事
介
入
し
て
い
る
。

　
外
務
省
に
よ
る
と
、
ソ
マ
リ

ア
か
ら
近
隣
の
ケ
ニ
ア
や
ジ
プ

チ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
の
諸
国

１
年
間
、
診
療
活
動
腎
｀

　
計
画
で
は
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
ア
プ
チ
南
部
の
ア
リ
サ
ビ
エ
、
そ
そ
の
ほ
か
井
戸
の
掘
削
や
禽
に
玲
幽
し
て
い
る
難
民
は
約
百

フ
リ
カ
教
育
基
金
の
会
（
北
九
れ
に
ソ
マ
リ
ア
国
内
に
も
医
科
、
衣
類
の
配
布
な
ど
を
す
る
。
万
人
。
ソ
マ
リ
ア
国
内
の
中
・

州
市
）
、
立
正
佼
成
金
平
和
基
師
、
看
護
婦
、
教
師
ら
を
派
遣
、

金
（
東
京
）
な
ど
Ｎ
Ｇ
Ｏ
四
団
援
助
活
動
を
贋
開
す
る
。
期
間

体
で
「
ソ
マ
リ
ア
難
民
救
援
プ
は
約
一
年
の
予
定
。

ロ
ジ
ヱ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
結
成
。
ケ
ニ
ア
と
ジ
ブ
チ
に
は
診
療

難
爾
が
湾
入
し
て
い
る
ケ
ニ
ア
所
を
開
設
。
ソ
マ
リ
ア
で
は
巡

東
北
部
の
マ
ン
デ
上
フ
県
、
ジ
回
診
療
を
行
い
、
学
校
を
蕩
殷
。

他
に
数
団
体
が
参
加
を
検
討
し

て
お
り
、
派
遣
人
数
は
約
百
五

十
八
規
模
に
な
る
見
通
し
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
主
に
医
療
面
を

担
当
。
二
十
三
日
、
津
曲
兼
司

医
師
（
？
Ｔ
岡
山
市
佐
山
－
ら

南
部
で
は
、
毎
日
数
百
Ｉ
数
千

人
が
飢
え
や
病
気
の
た
め
死
亡

し
て
い
る
と
い
う
。

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
ソ
マ
リ
ア

難
民
の
た
め
、
二
千
七
百
万
♂

の
資
金
を
援
助
。
し
か
し
人
的

貢
献
の
見
通
し
は
、
今
の
と
こ

ろ
立
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
菅

波
茂
医
師
（
鱈
六
）
―
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代

マ
ラ
リ
ア
や
下
町
栄
養
失
調

な
ど
に
直
配
し
て
い
る
。
緊
急

喪
、
岡
山
市
楢
津
―
は
「
ソ
マ
こ
と
が

リ
ア
難
民
は
大
人
も
子
供
も
、
見
せ
て
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2
2
日
、
第
一
陣
が
出
発

肪が
　
ア
ジ
ア
十
三
力
国
・
地
域
の

医
師
約
四
百
人
で
つ
く
る
Ｎ
Ｇ

Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
「
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ

･

津曲医師

Ａ
）
」
（
本
部
・
岡
山
市
、
菅

咬
茂
代
表
）
は
国
内
の
他
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
と
も
に
、
凱
争
と
飢
餓

に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
北
東
部
の

　
　
ｅ
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ソ
マ
リ
ア
か
ら
隣
国
の
ケ
ニ
ア

や
ジ
プ
チ
に
流
出
し
た
難
民
の

救
援
医
療
プ
ロ
ジ
ヱ
ク
ト
チ
ー

ム
を
派
恵
す
る
。
痢
一
陣
と
し

て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
準
曲
兼
司
医

師
（
ぶ
Ｔ
岡
山
市
―
が
二
十
二

日
に
岡
山
を
出
発
。
約
二
週
間
、

現
地
に
滞
在
し
今
後
一
年
に
わ

た
る
活
動
の
休
制
づ
く
り
を
す

る
。
　
　
ぃ
Ｉ

　
計
画
は
、
国
内
で
は
珍
し
く

Ｎ
Ｇ
Ｏ
同
士
が
協
力
す
る
形
で

実
施
す
る
。
ジ
プ
チ
駐
日
大
使

か
ら
減
車
欽
一
を
受
け
た
Ａ
Ｍ

母
親
に
抱
か
れ
る
聘
民
の
赤
ち
ゃ
ん
＝
ソ
マ
リ
ア

国
境
か
ら
約
2
0
．
・
の
ケ
ニ
‘
ア
ー
リ
ポ
イ
難
民
キ
ャ

｜
　
今
回
は
、
多
国
輔
医
師
団
構

想
を
進
め
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が

日
本
の
ほ
か
イ
ン
ド
や
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
医
師
、
看
護
婦
延

べ
約
三
十
人
を
、
ケ
ニ
ア
東
北

部
や
ジ
プ
チ
南
部
、
ソ
マ
リ
ア

国
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
難
民

キ
ャ
ン
プ
に
尿
意
。
「
軟
膏
基

金
の
会
」
の
約
六
十
人
な
ど
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
と
も
に
、
ケ
ニ

ア
現
地
で
医
師
を
確
保
す
る
。

　
こ
の
地
域
で
は
、
マ
ラ
リ
ア

や
結
核
な
ど
が
流
行
。
特
に
ジ

プ
チ
で
は
、
国
内
に
約
百
人
し

か
医
師
が
い
な
い
う
え
、
海
外

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
援
助
も
な
い
ま
ま

主
要
病
院
の
受
診
者
の
七
五
邨

を
難
民
が
占
め
る
状
況
で
、
援

助
が
急
務
だ
と
い
う
。

FI

－



●

慰
盾
裂
振
ｗ
麟
ｒ

ｉｔ
Ｅ
Ｅ
Ⅲ
５

Ｐ
皿
食
料
分
配
な
ど
手
助
け

　
部
族
間
の
抗
争
で
内
乱
が
続
き
、
飢
餓
や
病
気
で
一
日
乾
臼
人
心
－
り
数
千
人
と
も
い
わ
れ
る

死
者
が
出
て
い
る
ソ
マ
リ
ア
。
今
月
九
日
の
ア
メ
リ
刀
主
導
の
多
国
籍
軍
の
上
陸
で
、
治
安
が

回
復
し
つ
つ
あ
り
、
日
本
の
非
政
府
間
機
関
、
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
支
援
の
た
め

続
々
と
澗
地
に
向
か
っ
て
い
る
。
と
か
く
「
金
は
出
す
が
、
人
は
出
さ
な
い
」
と
批
判
の
的
に

な
る
日
本
の
海
外
援
助
。
各
団
体
は
「
ま
ず
は
民
間
が
動
か
ね
ば
」
さ
っ
て
い
る
。

　
大
学
生
、
社
会
人
で
組
織
す

る
「
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
マ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
・
チ
ー
ム
（
民
間
緊
急

救
讃
隊
）
」
（
東
京
都
）
は
八

入
を
一
両
日
中
に
も
ソ
マ
リ
ア

ヘ
派
遣
す
る
。
す
で
に
一
人
は

今
月
十
八
日
に
日
本
を
飛
ぴ
立

ち
、
エ
ジ
プ
ト
・
カ
イ
ロ
で
救

援
の
準
備
を
朽
っ
て
い
る
。

　
同
チ
ー
ム
は
三
年
前
に
起
き

た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
で
き
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
。
同
地
震
の

ほ
か
、
イ
ラ
ク
国
境
の
ク
ル
ド

難
民
キ
ャ
ン
プ
、
エ
ジ
プ
ト
・

カ
イ
ロ
地
騨
な
ど
海
外
で
の
救

援
活
動
は
二
十
一
回
と
経
験
豊

寓
。
今
回
は
医
薬
品
、
米
、
小

麦
粉
、
粉
ミ
ル
ク
な
ど
の
物
資

約
二
。
ｙ
を
現
地
に
運
び
、
難
民

へ
の
食
料
分
配
な
ど
の
仕
事
を

り
二
か
月
間
担
当
す
る
。
。

　
在
日
ソ
マ
リ
ア
人
か
ら
同
国

の
自
然
環
境
や
民
族
間
の
抗
争

な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
も

受
け
て
お
り
、
事
前
準
嘩
は
十

分
。
松
井
大
倫
代
表
（
中
央
大

四
年
）
は
「
日
水
人
と
し
て
目

に
見
え
る
国
際
貢
献
を
行
っ
て

参
｛
心
い
｝
と
話
し
て
い
る
。

　
虞
ｒ
一
’
、
「
ア
フ
リ
刀
教
習
基

金
の
金
ｋ
北
九
州
市
）
と
「
ア

ジ
ア
医
師
連
略
協
議
会
」
（
岡

山
市
）
は
［
月
下
旬
、
医
師
二

さ
れ
て
い
る
ケ
ニ
ア
北
東
部

の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
派
遣
す

る
。
　
周
辺
諸
国
へ
の
ソ
マ
リ
ア
人

難
民
は
約
百
万
人
に
膨
れ
上
が

っ
て
お
り
、
ケ
ニ
ア
だ
け
で
も

約
四
十
万
人
が
押
し
寄
せ
て
い

る
。
　
二
つ
の
会
で
は
こ
の
医
師
二

人
を
含
め
来
年
一
年
間
で
計
十

人
の
医
師
を
送
る
計
画
で
、
基

金
の
会
の
土
井
高
徳
事
務
局
長

喘
他
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
湘
携
し
、

質
の
高
い
支
援
を
し
て
い
き
尼

い
」
と
語
っ
て
い
る
。

●

　
一
方
、
今
年
十
月
に
発
足
し

た
ぱ
か
り
の
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
ソ
マ
リ
ア
難
民
の
障

害
児
を
支
援
す
る
会
」
（
青
森

市
）
は
佐
野
治
代
表
が
今
月
三

十
日
、
胴
地
に
向
か
う
。

　
同
会
は
障
害
者
に
な
っ
た
ソ

マ
リ
ア
の
子
供
た
ち
に
、
‘
車
イ

ス
や
つ
え
な
ど
の
購
入
資
金
と

し
て
月
々
二
千
円
で
里
親
に
な

り
、
生
活
を
援
助
し
ヽ
ぞ
っ
と
い

う
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
六
十
組

の
″
縁
組
’
が
で
資
心
。

ソ
マ
リ
ア
難
民
支
援
へ

　
　
抗
争
と
飢
餓
に
苦
し
む
ア
フ

『
リ
カ
北
東
部
の
ソ
マ
リ
ア
難
民

を
支
援
し
よ
う
と
、
国
内
の
市

民
団
体
が
遅
鈍
し
て
現
地
へ
飛

び
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
月
下
旬
に
は
隣
接
す
る
ケ
ニ

ア
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
医
療
、

教
育
な
ど
専
門
分
野
を
生
か
し

て
本
格
的
に
動
き
出
す
。

　
参
加
を
予
定
し
て
い
る
の
は

ア
フ
リ
カ
教
育
基
金
の
会
（
北

九
州
市
）
、
ア
ジ
ア

医
師
連
絡
協
議
会

（
岡
山
市
、
東
京
）
、
ヽ

立
正
佼
成
金
平
和
基

金
（
東
京
）
な
ど
で

さ
ら
に
二
団
体
増
え

る
予
定
。
ア
フ
リ
カ

教
育
基
金
の
会
が
申

一
片
末
、
静
岡
県
御

殿
場
市
で
聞
か
れ
た

　
「
全
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
集

い
」
で
協
力
を
呼
び

か
け
た
の
が
き
っ
か

け
に
な
っ
た
。

援
助
物
資
を
届
け
、
風
車
井
戸

の
建
設
や
医
療
巡
回
サ
ー
ー
ビ

ス
、
’
学
校
を
始
め
た
。

　
事
務
局
長
の
十
河
高
徳
さ
ん

は
「
国
運
や
欧
米
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
援

助
物
資
が
届
い
て
い
な
い
地
域

も
あ
り
、
五
歳
以
下
の
四
分
の

一
が
死
ん
で
い
る
。
何
万
人
も

が
一
斉
に
流
入
し
て
小
屡
を
作

っ
た
り
、
た
き
ぎ
を
使
う
た
め

植
林
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

市民団体が手をつな,ぎ

新春から現地で活動

　
ケ
ニ
ア
ふ
ノ
イ
ロ
ゼ
に
事
務

所
を
持
つ
ア
フ
リ
カ
教
育
基
金

の
会
に
よ
る
と
、
昨
年
か
ら
ケ

ニ
ア
北
東
部
州
に
ソ
マ
リ
ア
難

民
の
流
入
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
日
に
四
、
五
千
人

に
上
る
。
ケ
ニ
ア
国
内
も
三
年

前
の
干
ぱ
つ
で
余
裕
が
な
く
、

難
民
が
増
え
続
け
る
状
況
は
手

に
お
え
な
い
状
態
。
問
会
は
州

政
府
の
要
請
で
今
夏
、
最
初
の

武
器
を
持
つ
民
兵
の

精
神
的
な
ケ
ア
も
必

要
。
予
算
は
当
初
二

千
万
円
を
見
込
ん
で
・

い
た
が
、
一
、
二
億

円
は
か
か
り
そ
う
』

と
話
す
。

　
各
団
体
は
資
金
や

車
、
協
力
者
を
集
め
、

一
月
に
ま
ず
四
団
体

十
数
人
が
エ
ル
ワ
ク

の
難
民
キ
ャ
ン
プ
ヘ

向
か
う
。
今
年
度
中

に
百
五
十
人
が
加
わ
る
予
疋
。

土
井
大
厄
は
「
ケ
ニ
ア
政
府
か

ら
輸
送
や
治
安
の
面
で
の
協
力

も
取
り
付
け
て
い
る
の
で
、
あ

と
は
日
本
国
内
が
い
か
に
勣
く

か
で
す
。
最
低
で
も
一
年
間
を

め
ど
に
活
紡
し
た
い
。
一
般
の

資
金
協
力
や
参
加
を
歓
迎
し
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。
男
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
商
会

事
務
局
（
０
９
３
・
７
４
１
・

４
６
１
６
）
へ
。
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「

ソマリア難民

回診⑩腿言鞭⑩闘脂鞭

1
0
カ
国
の
医
療
団
、
す
で
に
活
躍
中
な
の
に

　
内
戦
と
飢
餓
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
ソ
マ
リ
ア
難
民
を
較
う

た
め
、
学
生
や
社
会
人
で
組
織
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
ジ

ャ
パ
ン
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
チ
ー
ム
」
（
本
部
・
東
京

都
旭
区
、
登
録
会
員
約
四
百
人
）
が
昨
年
末
、
ソ
マ
リ
ア
入

り
し
た
。
現
地
に
は
西
欧
各
国
か
ら
民
間
医
療
団
が
来
て
い

た
が
、
日
本
か
ら
は
ゼ
ロ
。
四
千
Ｉ
ム
か
ら
「
現
地
の
難
民

に
、
日
本
か
ら
一
刻
も
早
く
医
師
と
看
護
婦
を
送
っ
て
ほ
し

い
と
言
わ
れ
た
」
と
日
本
の
本
部
に
緊
急
支
援
の
連
絡
が
入

っ
た
。
湾
岸
戦
争
か
ら
二
年
た
ち
、
イ
ラ
ク
は
再
び
戦
火
に

包
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
年
間
、
民
間
ペ
ー
ス
の
国
際
貢

献
が
叫
ぱ
れ
な
が
ら
、
日
本
の
支
援
態
勢
は
ス
タ
ー
ー
ト
が
遅

い
。

　
現
地
入
り
の
竹
友
さ
ん
か
ら
便
り

　
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
英
国
、
ス
ウ
ェ
ー
ー
デ
ン
な
ど
約

シ
ー
・
チ
ー
ム
（
日
本
緊
急
援
十
力
国
か
ら
来
た
巨
人
近
い
医

助
隊
）
は
六
年
前
の
米
ロ
サ
ン
療
団
が
良
種
配
給
チ
ー
ム
と
と

ゼ
ル
ス
地
震
以
来
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
。
ソ
マ

リ
ア
難
民
救
援
で
は
昨
年
十
二

月
三
十
日
、
同
チ
ー
ム
の
竹
友

有
二
さ
ん
（
二
六
）
が
ケ
ニ
ア
経
由

で
南
部
の
都
市
キ
ス
マ
ー
ヨ
に

入
り
、
他
国
か
ら
来
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
合
流
、
四
日
間

に
わ
た
っ
て
食
糧
配
給
な
ど
を

見
て
回
っ
た
。

　
そ
の
様
子
に
つ
い
て
、
竹
友

さ
ん
は
「
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、

も
に
四
十
ヵ
所
近
い
村
を
巡
回

し
て
い
る
。
日
本
か
ら
は
だ
れ

も
来
て
い
な
い
。
な
ぜ
日
本
か

ら
医
師
と
看
護
陥
が
来
な
い
の

か
と
聞
か
れ
、
消
け
な
い
思
い

を
し
た
」
と
本
部
に
リ
ポ
ー
ト

し
て
き
た
。

　
国
際
電
話
で
竹
友
さ
ん
は

「
近
く
の
村
を
回
っ
た
と
こ
ろ
、

マ
ラ
リ
ア
で
苦
し
ん
で
い
る
人

や
手
当
て
を
受
け
て
い
な
い
け

が
人
が
た
く
さ
ん
い
る
。
現
地
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の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
い
ま
一

番
必
要
な
の
は
医
師
と
看
護
婦

だ
」
と
訴
え
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
日
本
で
医

師
と
看
護
婦
渠
め
に
奔
走
し
て

い
る
同
チ
ー
ム
の
中
央
大
学
四

年
の
西
正
文
さ
ん
ら
は
「
数
人

の
医
師
や
看
護
婦
に
聞
い
た

ソマリア義民を裁うボラン

ティア集めに走る西さん

が
、
み
な
個
人
的
に
は
行
き
た

い
が
、
休
み
が
取
れ
な
い
と
言

っ
て
い
る
。
私
は
昨
年
秋
の
エ

ジ
プ
ト
地
震
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
行
っ
た
が
、
こ
の
と
き

も
日
本
か
ら
は
私
た
ち
九
人
だ

け
だ
っ
た
。
専
門
技
術
が
な
く

て
も
、
食
額
配
給
な
ど
や
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
湾
岸
戦

争
以
来
こ
の
二
年
間
、
何
も
変

わ
っ
て
い
な
い
」
と
話
す
。

　
来
月
上
旬
、
約
十
人
が
新
た

に
ソ
マ
リ
ア
ヘ
向
か
う
予
定
の

同
チ
ー
ム
は
現
在
、
医
薬
品
、

粉
ミ
ル
ク
、
栄
養
剤
、
米
な
ど

の
援
助
物
資
を
確
保
す
る
運
動

ｊ・
『
ｌ
ｌ
’
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

を
行
っ
て
い
る
。
「
四
百
人
の

登
録
会
員
で
は
緊
急
時
の
対
応

が
難
し
い
。
千
人
の
登
録
会
員

が
ほ
し
い
」
と
会
員
獲
得
に
も

力
を
入
れ
始
め
た
。

　
一
方
、
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協

議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
は
ソ
マ
リ

ア
難
民
を
受
け
入
れ
て
い
る
ケ

ニ
ア
や
ジ
プ
チ
共
和
国
へ
向
け

て
、
医
師
二
人
の
第
一
陣
が
今

月
二
十
三
日
に
日
本
を
た
つ
。

二
月
上
旬
に
い
っ
た
ん
帰
国

し
、
現
状
報
告
の
あ
と
継
続
し

て
医
師
を
送
る
。
第
二
陣
以
降

に
ソ
マ
リ
ア
ヘ
も
行
く
。
ア
フ

リ
カ
教
育
基
金
の
会
も
近
く
、

ソ
マ
リ
ア
で
難
民
用
の
学
校
建

設
に
着
手
す
る
。

　
同
協
議
会
の
事
務
局
を
引
き

受
け
て
い
る
開
業
医
、
小
林
米

幸
さ
ん
（
Ｊ
・
’
）
は
「
今
回
、
行
く

の
は
大
学
病
院
な
ど
に
勤
め
る

医
師
た
ち
だ
。
個
人
的
に
許
可

を
得
て
行
く
わ
け
だ
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
休
暇
が
制
度
的
に
保

証
さ
れ
て
い
な
い
と
、
い
く
ら

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
」
と

制
度
面
の
条
件
整
備
が
不
可
欠

だ
と
話
し
て
い
る
。

　
ジ
ャ
パ
ン
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン

シ
ー
・
矛
－
ム
の
本
部
の
電
話
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「

　　　バングラデッシュ；シシュウ小児病院およびシャモリＴＢクリニックを視察して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健婦　今村　恵美子

１．はじめに

　コックスバザール・ミャンマー難民救援活動については、これまで数回にわたって派遣員

の方々からのご報告があった。今回私はダッカ市内にある２つの医療機関を視察し、そこで

保健医療活動を行っている日本人スタッフの方々と面接し、バングラデッシュの保健医療の

現状と彼女達の活動の一部について知る機会を得たので、以下に報告する。

２．期　間　　１９９２年１２月２９日

　　視察先　　国立シシュウ小児病院および国立シャモリＴＢクリニック

３．国立シシュウ小児病院（面接者　ＪＯＣＶ看護婦篠原氏・現地勤務歴５ヶ月）

　バングラデッシュ随一の小児専門病院。外来（内、外、整外、耳鼻咽喉、曾、救急部、及

び家族計画指導部）と入院施設（一般・栄養病棟２００床、手術室、ＩＣＵ）から成る。海外

ＯＤＡにより設立された病院で、ＵＮＩＣＥＦ・ＥＰＩ専門病院との両輪でこの国の母子保

健医療の中核を担っている。・入院・外来は有料であるが、貧困者は相談により無料で受診

できる。以前、患児の母親達のために、病棟の一角に日本人スタッフによる女性職業訓練室

が設けられ、毎月１０名前後の参加者を得ていたようだが、ミシンなどの機材は今はすっか

りかたずけられている。「続かない」と篠原氏。男性社会で女性の就業率が低いこと、受ける

側が気質的に根気がない等が継続しなかった理由である。・榛原氏は現地看護婦に対し器材

の煮沸消毒を指導している。習慣化されてきたが意味を理解していないとのこと。あきらめ

ず気長に指導をつづけて頂きたいと切望する。

〈保健省母子保健対策について〉　『家族計画プログラム』と『予防接種プログラム』の２

本柱を立てている。バングラデッシュでは高出生率の問題が大きく（合計特殊出生率５．３、

人口１億1､250万人中16才以下の人口5､250万人、５才未満の人口1､880万人：ユニセフ「世

界子供白書」1988~89）、国は人口抑制を計るべく病院・地域保健活動に力を入れている。当

院にも家族計画専門の科が設置されており、“受胎調節指導員”なる者がその実地に当たって

いる。高等学校卒業後、１０ヶ月程のトレーニング（内容不明）を経てこの資格を得るそうで

あるが、医師の指示でＩＵＤの挿入（!）も行う。避妊法としてポピュラーなのはピルや３ヶ

月に１回のホルモン剤往射。宗教上、男性への説明と協力を要するコンドームの使用は稀で、

受胎調節は専ら女性の認識に任されている。因に避妊具の支給は無料、だがしばしば不足す

る。「子供は２人まで」という国の方針を理解し実行できるのは、一部の、医療機関に恵ま

れた都市部に住む上流階層だけで、農村部や低所得層の間では理解力・知識の浅さ、労働力

確保の為、依然として多産（多死）の状態である。地域での取組みとしては、予防接種のアシ

スタント・ヘルス・ワーカーを住民の中から育成し、部落単位に各家庭を訪問、予防接種実

施の有無のチェックを行っている。家庭毎にチェック表を置き、家族の人数を記載、子供が

生まれる度に予防接種実施のチェックをするようになっている。しかし住民に衛生教育をす

るまでの力は付いていない。今後はこの人たちをどのように教育し、利用していくかが課題

となるであろう。

４．国立シャモリＴＢクリニック　（ＪＯＣＶ保健婦泊氏・３年、壁田氏・５ヶ月）

　バングラデッシュ及び日本結核予防会、保健省による結核診療・教育施設。外来のみ。

・施設内での新登録患者への衛生教育は医師・ＢＣＧテクニシャン（接種専門家）・現地結

核予防会スタッフの３人で日に２回行っている。保健婦はそれに対する助言・指導をする。

受診者の２０％は文盲であるため、ポスターを作成し視覚教育の工夫を凝らしている。受講

者のウケがよい。・日本結核予防会は菌塗抹陽性で未受診の者への受診勧奨を請け負ってい

る。当所の下に郡レベルで１ケ所、全国に現在４４のＴＢ診療所があり、更にその下にUnio

n Centre（ヘルスポスト）１２があり、シャモリとのフィードバックシステムが作られては

いるが、いずれもＴＢワーカーが１人置かれているのみで質的に機能していない。泊氏は

　「バングラの問題はとにかく人口が多いこと。そのため患者を把握しにくい」と話す。医療

未受診や中断者が非常に多い。今後の計画として、２つのモデル地区をたて、患者登録制度
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JOCVから派遣されている
篠原看護婦さん
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「

の確立と記録の徹底、既存の地区組織(婦人会など小さな集団)に入っての衛生教育の充実そ

してＴＢ診療所での治療行為の検討をあげている。・所内には日本から寄贈されたＸ線撮影

機があるが、造影剤がないため使用できない。薬品は慢性的に不足している。

５．おわりに

　見てきた範囲の感想に限局してしまうが、２つの施設を訪問して痛感したことは、海外か

らの援助のあり方を見直す必要性である。いずれの施設でも日本をはじめ先進国から寄贈さ

れた高額医療機器を置いていたが、現地の人が使用方法を知らず埃をかぶっていたり、薬品

不足で使えなかったり、故障したまま、という状態が見られた。機器を贈る側は物質だけで

なく生の技術指導をセットして提供するべきである。また機器を贈るときに部品や薬品の補

充のしかたを知らせておくことは必要である。　途上国への保健医療協力(救急の場合を除

く)の姿勢についても、お話した方々から無言のうちに教えて頂いたように思う。じっくり

現地で腰を据えて相手の理解力やペースにあわせて、あせらずあきらめず、つねに対話しな

がら気長にやっていくのが、相手の自立への一番の近道になるようである。皆様の更なる前

進をお祈り致します。
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国立Ｔ．Ｂクリニックのスタッフ達と今村恵美子氏
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　　　　　　　　パキスタン支部設立とユナニー医学調査

　　　　　　　　　　　　　　　菅波茂先生

　平成４年１２月１８日－２２日までパキスタンのカラチにあるハムダード
財団を訪問した。Hakim Mohamed Saidハムダード財団理事長に５月２０日－
２２日の林原フォーラムヘの招待を快諾していただいた。Hakim Mohamed

Said　先生はユナニー医学の第一人者でＷＨＯの伝統医学顧問である。
　ハムダード財団はカラチ／ラホール／ペシャワールの３都市に製薬工場を
有するハムダード製薬の収益を財源とした財団である。ユナニー医学の普及

を目的に多種多用な活動を展開している。現在、カラチ郊外約３０ｋｍのと
ころに「知識の町」という名前の６学部からなる大学を中心とした町建設を

進めている。この構想には５千人からなる孤児たちの教育も考えられている。●
　昨年、中近東のクェートに先生の指導のもとにユナニー医学の生薬園が併

設されたイスラムセンターが設立されとのことである。

　Hakim Mohamed Said先生はイスラム世界に非常に影響力をもっておられる
敬虔なイスラム教徒である。アジア多国籍医師団構想に大いに賛同してくだ

さりパキスタン支部設立への協力を約束していただいた。
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Hakim Mohamed Said先生の自宅にて
　　菅波茂代表（左側）とHakim Mohamed Said先生（右側）
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Hakim Mohamed Said先生の診察室にて

Hakim Mohamed Said先生（左から２番目）と

ハムダード財団副理事長の娘さん（右から２番目）
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Madinat al-Hkm滅,Muham四d Bin oasim Averxよe,0fl:Sharae Madjnal

Tel叩honeNos.650000,653817.Telex N0. 24529 HAMD PK. Telefax N

Fax N0.009221-471351

Raf.No.VC(HU)/93/‘φg

10th Januazy，1993

nr.Shigerl，Sugnami

President

Association of MedicaI Doctors for Asia

Suganami Clinic

310-1 Naradu， 0kayama-shi

JAPAN.

Dear Dr. Suganami，

747〔X〕，

- ‾

●

I'write with reference to your visitto Hamdard university and our discussion on establishing a Chapter

of the Association of MedieaI Doctors for Asia in Pakistan. You have also asked us to recommend

names to you for attending your Conference which is going to be held on May 20， 1993.1 am very

happy to write that two very leading personalitiesin the field of medicine and surgery have expressed

their wmingness　to attend your Conference; they are Dr. F.U.Baqai，FRCS，a leading Surgeon of

Pakistan and Dr. Khawaja Zaki Hassiln，FRCP，who is the Dean of Baqai Medical College.　Both

these two gentlemen are not only very well known personalities，both nationally and internationally

butarealso responsible for creating and estabnshingoneof the best medical colleges in Pakistan，

namely the Baqai Medical College. This College was established with the help of a Foundation known

as the Baqai Foundation. They have a name not only in the field of medical education but are also

actively involved in community and welfare activities and have estabnshed a number of health care

centres in the rural areas of the Province， They are the persons who are most appropriate for helping

you in establishing a branch of your Association in Pakistan. When they come to your Conference　●

you can discuss with them the modus operendi for the Paistani Chapter of your Association. We，at

the Hamdard university，would also extend our cooperation tolyou for your activitiesin Asia in

whatever way we possibly can.

l would be requesting both Dr. Baqai and Dr. Hassan to prepare plans for a visiting medical team

from Japan to Pakistan in the areas where they think they ale needed， But the month of May is not

very far and l think when they come to Japan they will discuss the issue with you.

'Sincerely yours、

　2..･-　－　c､一疋_.

　(DR.MANZOOR AHMAD)‾

　VICE CHANCELLOR
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター便り

　　154東京都世田谷区新町２－７－１　横尾ビル201

　　1103(3706)4243,03(3706)7574，FAX 03(3706)4420

センター電話相談（1992年4月1日～1992年12月26日）

１．外国人からの相談件数

　　　4月　　5月　　6月　　7月　8月

件数103　95　119　110　104

2.外国人相談者国籍別統計

9月　　10月　　11月

113　158　123

12月　　計　開設日からの累計

　88　1013　　2117

（12月相談のあった国名のみ列挙））

国名　　　12月件数　累計

アメリカ　　　　20　　　555

中国　　　　　　　10　　　243

フィリピン　　　　5　　　127

ペルー　　　　　15　　　115

カナダ　　　　　　5　　　106

ブラジル　　　　　3　　　102

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ　　　　　3　　　86

イギリス　　　　1　　　78

韓国　　　　　　6　　　46

スリランカ　　　　2　　39
イラン　　　　　　1　　24
インド　　　　　　1　　20
フランス　　　　　1　　19
ナイジェリア　　　1　　16
アルゼンチン　　　1　　15
タイ　　　　　　　　1　　13
ミャンマー　　　　1　　11
スペイン　　　　　1　　10

マレーシア　　1　　10
デンマーク　　２　　２
モーリシャス　１　　１
セネガル　　　１　　１

不明　　　　　5　118
合計　　　　　88

３．地域別内訳　（12月相談件数、開設時からの累計）

東

(１

東

アジア

6，326

　中国(10､243)日本(0､37)韓国(6､46)

15.4X〕

南ｱｼﾞｱ　ﾌｨﾘﾋﾟﾝ(5､127)台湾(0､27)ﾀｲ(1､13)ﾏﾚｰｼｱ(1､10)ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ(0､10)
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３．外国人相談者居住地域

　　　　　　　12月

　　東京　　　４８　１２

　　神奈川　　　７　　２

　　埼玉　　　　７　　１

　　千葉　　　　　６　　　］。
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センター報告

１．センターに協力して下さる医療機関で、ポルトガル語で対応できる病院は非常に少な

　　いです。英語が通じる医療機関は多いのですぐ紹介できるのですが、英語以外の言語
　　が通じる医療機関については至急対応策を検討しなければなりません。

２

３

４

５

休暇前になると予防接種の問い合わせが増えますがセンターでは、各国で必要な接種
についてすべてを把握しているわけではありません･。各国大使館に問い合わせても任
意の予防接種に関しては、完全に情報を提供できない状況にあります。そこでいろい
ろな資料を参考にして各国で必要な接種と接種できる医療機関の一覧を作成し、問い
合わせに対し的確に答えられるようにするつもりです。

医療情報産業からの問い合わせが増えてきています。センターに協力してくださる医
療機関の情報が流れてしまう危険性があるので、いかなる場合でも本人にかけなおし
てもらうことを原則にします。

今後のセンターの活動のためには、活動を支えてくれる維持会員制度を導入し、協力

医療機関も登録して頂き、さらに協力関係を深めて行く必要性があります。このこと
に関して具体的に検討し始めるつもりです。

ボランティアの方々が増えますので、

度を作成して行きます。

オリエンテーションをすると共にマニュアルと制

６．１２月１６日から、事務局スタッフとして近藤　麻理さんが来て下さいました。近藤

　　さんは、タイに３年６ヶ月滞在されてタイ人に日本語を教えていらっしやいました。
　　経験豊富でタイ語に堪能な方です。近藤さんが来て下さるのでセンターではタイ語で
　　の対応が可能になりました。大変たのもしい方です。
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「

ＡＭＤＡ国際医療情報センターにおける東京都の委託事業開始のお知らせ

　　　　　　　　　ＡＭＤＡ国際医療情報センター所長　小林米幸

Ｆ゛"

にはじめに

　本年２月１日よりＡＭＤＡ国際医療情報センター（以下センター）において外国人医療

に関する東京都の委託事業が開始されます。この件に関しては東京都側との交渉の過程で

都側の強い要望でごく少数の人以外にはお話することができませんでした。交渉は主に小

林が担当し，中西副所長，香取事務局長に相談し，菅波先生に逐次報告するという形で話

を進めました。

　今回はＮＧｏであるＡＭＤＡ－その一翼をになうセンターがＧＯである地方行政と部分　●

的に手を組むことになります。ＡＭＤＡのメンバーの中にはＡＭＤＡがＮＧＯの立場を捨

てたのではないかとご心配の向きもおありかもしれません。そこで今回の経過，受託理由

，事業内容，それに伴うセンター，ＡＭＤＡ日本支部の組織体制の変更について詳細にお

話いたします。

２．交渉の経過

　平成２年秋に東京都衛生局医療計画部救急医療災害課主査より連絡あり。小林国際クリ

ニックにて面会す。その後センターを視察。さらにその後外国人救急患者が救急車で搬送

され，受け入れ医療機関において言葉が通じないときセンターで電話通訳をしてもらえな

いかとの打診あり。条件が歩み寄れず自然消滅となった。平成３年６月ごろ同内容にて再

び接触あり。ほぼ同時期に衛生局総務部保健情報課主査から。東京都保健医療情報センタ

ー（ひまわり）に寄せられる外国人からの電話相談についてセンターで委託事業として受　●

けてくれないかとの連絡あり。面会の後，センターを視察。その後，センター内部で討論

。基本的に受ける方向で話を進めることを確認。東京都側は衛生局内部で救急医療災害課

と保健情報課の話を一本化し，保健情報課主査を責任者として委託事業の主旨。条件を提

示，１２月に至るまで小林を窓口として交渉し，合意に至った。

３．受託理由

　（1）この間１年以上にわたり，東京都側が外国人に対する医療サービスを真剣に考えてい

ることが理解できたこと。

　（２）ＮＧＯであるＡＭＤＡ，センターの立場を東京都側が十分に尊重してくれたこと。具

体的にはセンターが蓄積した諸情報をセンターでのみ管理し，ＮＧＯとしての他の活動に
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はいっさい制限を加えないことを確約できたこと．

　朗センターがＮＧＯ活動を続ける上で財政的メリットが大きいこと．

４．事業内容

　（1）救急通訳サービス

　　①開始時期：平成５年２月試行．５月本格開始

　　②サービス時間：平日午後５時～午後１０時．土，日祭日午前９時～午後１０時

　　③内容：医療機関を救急受診した外国人患者が日本語が不自由なため診療に支障を来

　　　　　　すような場合，センターにて電話による通訳サービスを行う．

　　④対応言語：英語，北京語．タイ語（２月から），スペイン語．韓国語（５月から）

　（2）外国語による医療情報サービス

　　①開始時期：平成５年５月　　　　　　　　　　　　　　　　　.･

　　（2）サービス時間：平日午前９時～午後５時

　　③内容：外国人からヒマワリヘの問い合わせ　（例）外国語のわかる医療機関の案内

　　　　　．日本の医療制度案内などへの回答

　　④対応言語：ｍ同様の５ケ国語

　　　　・センターには都保健医療t胃報センターの東京都内医療機関情報に関するデータ

　　　　　を管理するコンピューターの端末機が置かれる．

　　　　・以上に要する委託事業費として初年度概算５８００万計上

５．事業開始に伴うセンター．ＡＭＤＡ日本支部の組織体制変更

　（1）センター

　　①理事会の発足：センター関係者が増加するため全員出席のもとでの決議が困難にな

　　　　　　　　　　る．よって理事会を新たに組織し．重要事項の決定に当る．理事会

　　　　　　　　　　横成員は清水氏，佐藤氏．坂田氏（以上理事）．所長（小林），

　　　　　　　　　　訓所長（中西），事務局長（香取）とする．

　　②センター事務局有給常勤職員を増員し，５名とする．５名はすでに決定．

　　　　　　　　　　事務局長香取，事務局員田中．中戸（１０月採用）．近藤（同１２

　　　　　　　　　　月）．倉本（同平成５年１月･）．他非常勤職員後藤，現在土，日祭

　　　　　　　　　　日担当２名募集中

　　③通訳を有給で雇用，各国語とも日本在留中の留学生医師を中心とする．順調に進行

　　　中
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　④センター移転：平成５年５月連休前後に新宿区歌舞伎町．東京都健康プラグビル

　　　　　　　　　３Ｆ．の６６平方ｍのオフィスに移転．なお．ビルの右半分は都立

　　　　　　　　　大久保病院，左半分は銀行などのテナント．アスレチックジム，プ

　　　　　　　　　ール，都保健医療情報センター

(２)ＡＭＤＡ日本支部

　a)東京オフィス開設：５月センター移転時にセンター内に開設．センター事務局員の

　　　　　　　　　　　うち１名を東京オつ４ス兼任とする．中央官庁，他のＮＧＯと

　　　　　　　　　　　の連絡，交渉に当る．

以上，ＡＭＤＡ関係の皆様のご理解とご支援をお願いいたします。最後になりましたが

ＡＭＤＡと設立３年に至らないセンターとを信頼してくださった東京都側に深い敬意と

感謝の念を表明いたします。

これは平成５年１月２２日東京都知事より来年度（平成５年度）の予算及び

事業として発表されたものです。正式には東京都議会の議決をもって決定と
なります。ご了承ください。（事務局）

日本語･英語･中国語･韓国語･スペイン語･

ポルトガル語で，日本の医療と福祉の

システムをわかりやすく解説

６カ国語対応／外国人にも利用できる

日本の医療・福祉制度ガイド
ASDA国際医療情報センター所長小林米幸著

外国人患者に接する医療・福祉関係者　必携｜

　役所や病院の窓口での実際の手続きの方法については，窓口へ行きさえすれ

ば，数々の手引書やパンフレットがおいてある．しかし，肝心の「こうするに

は何を持ってどこへいけばいいのか」という「窓口までの案内書」，つまり制度

そのものの多国語ガイドはなかった．

　本書は，日本人でさえなかなか完全な知識を持っていない医療・福祉制度を

６カ国語でわかりやすく説明．医療・福祉関係者には必携の書.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A5横判　332ページ　¥3,000（税込み）
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０
３
－
３
７
０
６
－
４
４
２
０

そ
の
他
の
業
務

＊
外
国
人
医
療
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　
ム
開
催

＊
外
国
語
診
察
補
助
表
作
成
販
売

fl

留
学
生
の
就
職
問
題

セ
ミ
ナ
ー
開
催

　
本
誌
第
六
六
号
で
子
心
‥
し
ま
し
た

「
留
学
生
の
就
職
問
題
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、

一
九
九
二
年
二
Ｉ
月
四
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
竹

橋
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
外
国
人
留
学
生
を
雇
用
し
、
企
業
の

活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
会
社
、
日
本

で
の
就
職
を
希
望
す
る
留
学
生
は
共
に

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
に
伴

う
在
留
資
格
変
更
手
続
に
つ
い
て
の
相

談
・
質
問
が
、
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
法
務
省
入

国
管
理
局
入
国
在
留
課
・
帛
山
補
佐
官
、

東
京
入
国
管
理
局
就
労
審
査
部
門
・
塩

見
酋
席
審
査
官
、
同
・
中
田
統
括
審
査

官
に
、
外
国
人
受
入
れ
問
題
全
般
の
ほ

か
、
在
留
資
格
変
更
申
請
の
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
「
留
学
生
の
就
職
問
題
セ

ミ
ナ
ー
」
は
、
七
月
と
て
一
月
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

国際人流/'93.1

56－

　
先
月
号
、
一
二
二
頁
、
上
段
三
行
目
の

「
こ
れ
ら
の
類
似
」
は
、
「
こ
れ
ら
に
類

似
」
の
誤
り
で
す
。
訂
正
し
ま
す
。
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　日本で●＜外国人労傭噛の甕が珍しくなくなった

昨今、外�人が病気やけがをした●合の医療費の聞

●がクローズア･yプされている。特に簡●なのは30

万人以上いるといわれる不法就労外国人のケース。

国民●●保映など日本の公的医療保映に加入でき

ず、医者にもかかれなかったり、支払い能力がない

ため鍔喘での医療費が未納になるケースも続発して

いる。こうした簡●は、外国人労働者の受け入ｵ1瀾

●や外国人への社一脈鏡一度の門戸開放と絡むが、

人道的凰旭から政府に鍔らかの対応を求める爽は●

い。放済の可能性を探ってみた。
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●

日
曜
日
の
昼
、
東
京
・
代
々
木
公
園
で
食
事
を
と
る
イ
ラ
ン
人
た
ち
。

交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
る

｜

●
ヱ
［
］
ヱ
〔
ヱ
［
］
ヱ
［
］
ヱ
［
］
否
ヱ
［
］
ヱ

ｈ

ン
（
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
）
を
発
足
さ

せ
た
。

　
基
金
設
立
構
想
も

57

家
所
。
こ
こ
で
は
一
昨
年
十
一

月
に
「
み
な
ど
ま
ち
偉
憚
協

4
｣
4
9
¥
J
1
4
r

i
l
i

で
診
察
を
受
け
た
い
外
国
人

は
、
毎
月
二
千
円
の
会
費
を
支

払
う
と
、
医
療
費
の
窓
口
で
の

本
人
負
担
が
国
保
と
同
じ
三
割

と
な
り
、
残
り
を
「
互
助
命
」

か
ら
支
出
す
る
と
い
う
″
保
険
″

制
度
。

　
診
療
所
に
よ
る
と
、
会
声
は

　
　
　
　
　
　
千
四
、
瓦
日

人権問題にも
入
に
適
し
て

い
る
が
、
会

費
納
入
率
は

約
四
割
（
昨

年
八
月
）
と

低
く
、
市
民

団
体
な
り
の

カ
ン
パ
を
入

れ
て
も
収
支

は
赤
字
だ
。

　
診
療
所
は

「
外
国
人
の

　
こ
の
ほ
か
構
耀
と
し
て
、

中
村
尚
司
竜
谷
大
学
教
授

（
地
域
経
済
論
）
は
、
自
動

車
事
故
の
強
制
保
険
に
似
た

外
国
人
の
「
強
制
僊
順
保
険

制
鷹
」
を
提
曝
す
る
。

本
に
入
国
す
る
限
、
一

ｈ

１

つ

先
行
す
る
民
間
の
試
み

　
日
本
に
入
国
す
る
外
国
人
は

年
々
増
加
し
、
一
昨
年
は
約
三

百
八
土
八
万
人
（
法
務
雀
調
べ
）

と
十
年
前
に
比
べ
二
皓
以
上
に

奪
ｂ
ん
だ
。
不
法
滞
在
者
も
昨

年
五
月
時
点
で
約
二
十
八
万
人

　
（
同
）
と
、
一
年
前
よ
り
十
万

人
以
上
も
増
え
た
。

　
し
か
し
外
国
人
労
働
者
の
多

く
は
、
劣
悪
な
労
働
条
件
、
生

活
環
撞
ｙ
ｌ
に
置
か
れ
て
お
り
、

過
労
や
栄
養
失
調
か
ら
一
気
に

な
っ
た
り
、
け
が
を
し
て
両
院

に
担
ぎ
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
。
外
国
人
で
結
核
患

者
が
増
え
て
い
る
と
の
報
告
も

あ
る
。
ま
た
不
法
滞
在
の
タ
イ

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
女
性
が
妊
娠

し
、
緊
急
入
院
す
る
ケ
ー
ス
が

多
発
し
て
い
る
、
と
の
茨
城
県

の
病
院
の
調
査
結
果
も
昨
年
報

告
さ
れ
た
。

　
一
方
、
病
院
側
に
と
っ
て
は
、

外
国
人
を
診
療
し
た
扱
、
医
療

費
が
支
払
わ
れ
ず
に
未
収
に
な

る
事
乖
も
増
え
て
い
る
。
昨
年

の
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
の

全
国
の
公
立
病
院
を
対
象
に
し

た
調
査
で
は
、
未
収
が
総
額
約

九
千
百
万
円
に
上
っ
て
い
る
こ

と
が
明
り
か
に
な
り
、
厚
生
省

に
外
国
人
患
者
の
診
療
シ
ス
テ

ム
の
確
立
を
求
め
た
。

　
　
「
互
助
会
」
が
発
足

　
日
本
の
現
行
の
‘
医
療
保
険
制

度
で
は
、
合
法
的
に
滞
在
し
て

い
る
外
国
人
で
「
一
年
以
上
日

本
に
潜
在
す
る
と
認
め
ら
れ
る

人
」
（
厚
生
省
）
に
つ
い
て
は

国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
職
場
で
加
入

す
る
組
合
健
保
な
ど
は
、
国
籍

や
滞
在
期
間
に
関
係
な
く
加
入

で
き
る
が
、
不
法
滞
葬
外
国
人

は
い
ず
れ
も
適
用
さ
れ
な
い
。

　
厚
生
省
は
「
国
の
入
歯
政
策

で
単
純
労
働
外
国
人
の
入
国
を

豚
め
て
い
な
い
以
上
、
公
的
保

険
を
適
用
す
る
こ
と
は
不
可

能
」
（
同
雀
幹
部
）
と
言
う
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
打
開
す
る

た
め
、
民
間
で
は
幾
つ
か
の
試

み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

放置すれば
会
費
負
担
に

は
限
界
が
あ

る
。
国
や
県
、

外
国
人
毫
雇

用
し
て
い
る

会
社
に
一
郎

負
担
し
て
も

ら
え
れ
ば
、

解
決
の
道
は

あ
る
」
と
言

っ
て
い
る
。

　
外
国
人
労
働
者
の
医
療
問
題

は
大
都
市
だ
け
に
限
ら
な
い
。

栃
木
県
で
も
外
国
人
が
急
増
。

一
昨
年
二
月
、
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
九
カ
国
語
で
医
療

相
談
に
応
じ
る
栃
木
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ｓ
ナ
ル
ニ
フ
イ
フ
ラ
イ

て
も
ら
い
、
外
一
人
の
た
め

の
健
康
保
険
制
度
へ
の
加

入
を
義
務
付
け
る
」
と
い

う
も
の
。
こ
の
保
険
料
収

入
に
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
か
ら
の
拠
出
金
を
加

え
て
、
財
源
を
安
定
化
さ
せ

る
。
　
こ
れ
に
似
た
外
国
人
の
医

療
費
負
担
軽
減
の
た
め
の
基

金
設
立
構
想
は
、
’
間
題
解
決

の
有
力
な
提
案
の
Ｉ
つ
と
な

っ
て
い
る
。

　
ま
た
救
急
皐
者
に
つ
い
て

だ
け
で
も
、
人
道
的
見
地
か

ら
医
療
費
を
公
費
で
補
て
ん

す
る
制
度
ｔ
項
め
る
意
見
も

多
い
。
埼
玉
県
内
の
あ
る
医

師
は
「
不
法
滞
在
と
分
か
っ

て
い
て
も
、
医
師
は
治
療
を

拒
否
で
き
な
い
。
未
納
に
な

っ
た
盛
療
費
を
鰐
院
が
Ｉ
方

的
に
か
ぷ
る
の
は
納
得
で
き

な
い
』
～
薪
す
。

　
自
民
党
は
労
働
部
会
に
外

国
人
労
働
者
問
題
検
討
小
委

員
会
を
置
き
、
外
国
人
政
策

命
豪
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
が
、
外
国
人
の
医
療
問
題

で
今
の
と
こ
ろ
政
府
、
自
民

党
な
り
具
体
的
な
提
案
は
な

い
。
　
し
か
し
「
こ
の
ま
ま
拿
置

す
れ
ば
国
際
的
な
人
権
問
題

に
な
り
か
ね
な
い
」
と
の
指

摘
も
出
て
お
り
、
早
期
に
何

ら
か
の
解
決
策
が
求
め
ら
れ

る
。
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日曜日１９９３年（平成５年）１月３日(２１)

［
］
ヱ
〔
〕
吉
工
［
］
工
〔
〕
吉
言
工
〔
〕
工
〔
〕
否
否
之
〔
〕
工
〔
〕
工
［
］
石
工
［
］
工
［
］
吉
否
否
之
〔
〕
工
〔
〕
言
言
之
〔
〕
昌
之
〔
〕
工
［
］
否
白
石
工
［
］
昌
之
〔
〕
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
も
公
費
で
医
療
保
陣
す

四
囲
麗
麗
一
　
剥
Ｕ
Ｍ

（
厚
生
省
大
臣
官
房
政
策
課
長
）

　
厚
生
省
で
外
国
人
医
療

問
題
を
担
当
し
て
い
る
同

省
大
臣
官
房
政
策
謀
の
谷

口
正
作
課
長

に
聞
い
た
。

　
１
公
的
医

療
保
険
を
、

場
合
に
よ
っ
て
は
助
長
す

る
恐
れ
が
あ
り
、
困
難
だ
」

　
－
救
急
患
者
に
限
っ
て

　
「
公
的
資
金
で
医
療
費

參
干
当
て
す
る
こ
と
は
、

保
険
で
は
な
い
が
形
を
変

え
た
公
的
医
療
保
障
で
あ

り
、
同
じ
理
由
で
困
難
だ
」

　
１
人
進
上
国
際
的
に
問

題
視
さ
れ
か
ね
な
い
が
。

　
　
「
政
府
と
し
て
は
単
純

労
働
（
外
国
人
）
は
受
け

入
れ
な
い
と
い
う
基
本
方

針
が
あ
る
。
非
常
に
苦
し

い
問
題
だ
が
、
片
方
で
国

外
退
去
の
調
査
を
し
、
片

　
　
　
　
方
で
は
公
的
な

公
的
な
保
障
は
困
難

人
道
的
見
地
か
ら
不
法
滞

在
外
国
人
に
も
適
用
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
「
適
法
に
滞
在
し
て
い

る
外
国
人
に
は
、
内
外
人

平
等
の
原
則
で
、
公
的
な

医
療
保
障
の
仕
組
み
を
取

っ
て
い
る
。
し
か
し
不
法

滞
在
外
国
人
を
対
象
に
公

的
な
医
療
保
障
を
行
う
の

は
、
不
法
滞
在
を
容
認
し
、

朧朧窟�
　
ア
ジ
ア
医
師

連
絡
協
議
会

（
本
部
岡
山
市
）

の
国
際
医
療
嘴

　アジア医師達国際医療（
情報センター所長　　

）

国
に
き
ち
ん
と
考
え
て
も
ら

い
た
い
。
国
民
投
票
す
る
く

ら
い
の
問
題
だ
と
思
う
。
た

だ
し
そ
れ
を
解
決
し
な
い
と

外
国
人
の
医
療
問
題
が
片
付

か
な
い
わ
け
で
は
な
い
」

　
１
具
体
的
に
は
何
が
で
き

る
。

　
　
「
一
つ
は
医
師
と
愚
者
の

医
療
の
進
め
方
の
問
題
だ
。

医
療
機
関
が
患
者
の
支
払
い

　
　
　
　
　
可
能
な
範
囲
内

相
談
電
話
が
毎
月
1
0
0
本

報
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
世
田

谷
区
）
所
長
と
し
て
在
日
外

国
人
か
ら
の
医
療
相
談
を
受

け
な
が
ら
、
神
奈
川
県
大
和

市
で
開
業
す
る
小
林
米
幸
医

師
に
外
国
人
医
療
の
在
日
力

に
つ
い
て
聞
い
た
。

　
１
セ
ン
タ
ー
の
活
動
内
容

は
。

　
「
一
昨
年
四
月
か
ら
始
め
、

常
勤
の
ス
タ
々
フ
を
置
い
て

外
国
人
か
ら
の
電
話
で
の
医

療
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
月

平
均
百
本
近
い
電
話
が
入

る
。
病
院
の
紹
介
依
頼
や
日

本
の
医
療
制
度
の
問
い
合
わ

せ
が
多
い
。
こ
の
活
動
で
医

療
問
題
で
困
っ
て
い
る
外
国

で
最
大
限
の
診

察
を
し
、
医
療

費
を
い
か
に
安

人
の
相
当
な
部
分
が
吸
い
上

げ
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
残

り
は
行
政
の
問
題
だ
」

　
Ｉ
不
法
滞
在
外
国
人
が
日

本
で
医
療
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
り
、
病
院
の
未
収
金
発

生
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　
　
「
外
国
人
単
純
労
働
省
を

受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
は
、

く
上
げ
る
か
を
考
え
れ
ば
、

外
国
人
も
病
院
に
掛
か
り
や

す
く
な
り
、
病
院
の
未
収
も

も
っ
と
少
な
く
な
る
は
ず
。

も
う
一
つ
は
、
外
国
人
が
利

用
で
き
る
医
療
制
度
を
政
府

が
も
っ
と
広
報
す
る
必
要
が

あ
る
」

『
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医
療
保
障
を
す

　
　
　
る
と
い
う
の
は

　
　
　
難
し
い
」

―
外
国
人
の
医
療
費
を

支
払
う
た
め
の
基
金
の
設

立
膏
態
が
浮
上
し
て
い
る

が
。
　
　
「
推
察
す
る
に
、
公
的

保
障
が
無
理
な
ら
民
間
で

何
ら
か
の
基
金
を
、
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
が
、
具
体

的
な
中
身
が
は
っ
き
り
し

て
お
ら
ず
コ
メ
ン
ト
で
き

な
い
」

｢t二四皿廳皿

ｆｌ
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lntegrating Foreign Workers

　　into the Communily

Shigeru Suganami

Sj14eru SuganQz71j，M.D.，P1.j〕.，μulldedtjlej4ssoda-

ljon ofMedjcaj Docfozsjbrj4sja jn j9∂4Qnd咄sj4MZ14

MedjcQH可brnlaljojl Cazllsrj111ggj.

are temporary exercises; but life is something that

goes on eve゛y day. Without a cleai und白rstanding of

the community ona lives in，howgv9r,daily life can-

one needs various kinds of

Wo4ers /rom l加持�φμnesg�知rかr wo5jljp jn Nagoya.

10

　TO 11ve m a Communlly,one neeas vafluus KIllus Ul

information.This information is gained through ac-

cess to an invisible social system. Specincally,basic

information Pertaining to daily life is transmitted

from the municipality to households by means of

neighborhood associations and other community or-

ganizations: to gain basic information on daily life as

a member of a community, one is obliged to partici-

Date in the activities of these orRanizations. Thiskind

workers and Japanese members of the community･

　Even Japanese people who do not take part in

community activities feel isolated. Efforts to include

foreign workers in the activities of neighborhood as-

sociations，women's groups， children's grouPs， and

elderly people's clubs and in community hygiene ac-

tivities are needed， since it is unrea!istic to expect

foreign workers to leam about and participate in the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　£(jloes呼Peace
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community system oftheir own accord， The compa-

nies emPloying foreign workers and the municipal

authoritiesinchargeofalienregistrationneedtowork

closely with the community to explain the system by

which it runs and to encourage pafticipation｡

　Also indispensable to daily life ina conlnlunity

afe housing, education, medical care，transportation，

communications,nnancial institutions， and shops. lt

is imPonant that the institutions concerned provide

signs，1abels，and explanations in the necessary for-

eign languages and makesurethatpeopleorsystems

for dealing with foreign workers in their own lan-

guages are available. ln addition， explaining Japa-

nese customs and， in cases where these differ from

foreign workers’ own customs， stepping in to medi-

ate before problems arise will prevent friction in the

community｡

　To ensure that these endeavors are cafried out

smoothly，every community should train an omdal

mediator，and the municiPal authorities should see

that communities do so in an organized manner， I

propose the establishment of an “intemationalcen-

ter for informationondaily life”to oversee the tasks

outlined above.

　Measures to daal with fofeign workers' emotional
health problenls ar8also important. Stresscaused by

interpersonal relationsis inevitable wh白n8ver peo-

Jzlj4ﾙfZ･4＆）clorlre�srlφjgeecjljjdreflj71BaflSjades1.

medical care to foreign residents. Based on my expe-

ri8nce with thecenter，l can say that Japanesepsy-

chiatrists cannot adequately tr8at forei8nars’ mental

stress. Aside from anything else，therg is the lan-

guage barrier to contend with， and without full and

fiee communication peopl白cannot gain a sense of

interpersonal relations is inevitable whenaver Peo-　psychological satisfaction. The ministrations of peo-

ple live in grouPs. Foreign workers living in Japan， ple of religion are also necessary, because the func-

an alien culture， must be subject to unimaginable　tionsof psychiatrists and of People of religion are

mental stress. ltis necessary to relieve their stress in　fundamentally different. Psychiatfists can treat men-

some way. ln their own countries, unlike Japan, reli-　tal stress，but theycannot provide peace of mind.

gion plays a signincant role in ensuring emotionaI　And what foreign workers need is peace of mind.

health.Major religions represented among foreign　　l am going to make a bold suggestion: that JaPa-

workers in Japan include Buddhism， Catholic and nesepeople of religion cooPerate to bring to Japan

Protestant Christianity, lslam, Hinduism,and Confu-　people ofreligion rePresenting all the major faiths of

cianism.lt is important to inform foreign workers　foreignworkers’countriesoforiginandsetuPan“in-

where they can nnd centers of worship in their own　ternational center for information on religion” that

faiths.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　wnnld takg th9 1.ad in artiv91v arldr｡｡｡lno nrnhl｡nl。

　ln Apri1 1991 the Association of MedicaI Doctors
forAsia established the AMDA Medical lnformation

Center in lbkyo to provide telePhone counselin8 on

71sjりlDり4 jWedjlcajjn知fmaljafl Cef116r oかrs pjlone caullsajjjlS･

January 1993

would take the lead in actively addressing Problems

having to do with the peaceof mind of foreign work-

ers living in Japanese communities.

　l believe firmly that the activities of international

centers for informationondaily life and on religion，

aimed at integrating foreign workers into the com-

munity， would yield experience， knowledge，and

wisdom that would be invaluable in enhancing Ja-

pan's international cooperation activities both at

home and abroad.

　ln addition, l believe that nongovernnlentalorgan-

izations engaged in intemational activities, withtheir

knowledge and experience of both Japan and other

countries,could play a valuable role in fadlitating the

integration of foreign workers into Japanese commu'

nities.ln order to promote international cooPeration

overseas, these NGOs have gainedan understanding

of the customs and lifestyles of vafious countries.

Through networking activities ineach region of Ja-

pan, NGOs could pool and share their knowledge and

experience of othercountries to help communities

better integrate foreign workers｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
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１
大利の各氏＝新横浜国際ホテル山崎、根岸、予防対策などを話し合う左から岩崎、堀口、奥津、
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崎
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ま
せ

ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
を
自
由
に
す
る
こ
と
も
な
け

れ
ば
自
由
に
エ
イ
ズ
の
検
査
を

受
け
る
雰
囲
気
も
あ
り
ま
せ

ん
。
　
エ
イ
ズ
は
多
く
の
問
題
提
起

を
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
診
蒙

所
、
病
院
の
在
り
方
、
脚
知
問

題
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
な
ど
す
べ
て
の
問
題
を
で

す
。
　
大
利
個
人
的
予
防
法
に
つ

い
て
う
か
が
い
ま
す
。
エ
イ
ズ

ウ
イ
ル
ス
が
性
行
為
曝
染
の
Ｉ

1●

話
に
よ
る
海
外
医
家
相
談
を
や
　
岩
崎
す
べ
て
Ｑ
国
民
が
コ
す
か
ら
。
コ
ン
ド
ー
ム
は
常
に

っ
て
ぃ
ま
す
と
、
多
く
の
日
本
ン
ド
ー
ム
を
つ
吋
瑞
Ｉ
を
身
ポ
ケ
ヅ
ト
に
入
れ
て
お
き
た

人
ｓ
焚
遍
今
ぃ
裁
喇
比
り
纏
浬
邨
刻
濁
’
E

g
t
r
9
9
t
t
9
（
x
7
r
l

－61



‾‾‾｀W

『

●ｌ

第2回ネパール・フ４－ルドスタデ４のお知らせ

　昨年、好評だったネパール・フィールドスタディを今年も下記のごとく行

います。これは、ＡＭＤＡが若い医療従事者、医学生、看護学生などを対象に

企画している教育プログラムのひとつで、参加者の中から一人でも多くの国

際的視野をもつ医療人が育つことを期待しています。若いうちに異文化に触

れ、異国の保健・医療を学び、これからの人生観、世界観、医療観に役立て

て頂きたいと思っています。

　ただし、パックツアーとは異なり添乗員はつきません。ひとりでも現地で

生活できるバイタリティと適応力が最低の参加必要条件です。一人旅では得

られない地元のフィールドをＡＭＤＡは提供しますが、あとは受身にならず積

極的に動いてください。

１

２

３

目的(D

　　(2)

　　(3)

異文化に触れ自分を見つめ直す。

ネパールの医療の現状を知る。

難民キャンプの医療の現状を体験する。

日時と場所

　　　1993年3月８日（月）～3月25日（木）

　　　　　ネパール国カトマンズ市、ビシュヌ村その池

内　容

　　（1）トリブバン大学医学部医師、医学生、看護学生との交流

　　（2）大学病院での実習

　　（3）僻地診療所の見学

　　（4）ブータン難民キャンプでの医療協力

　　（5）トレッキング（ヒマラヤ登山）

　　（6）ネパールでの医療調査参加（有志のみ）

4.参加費用

　　　　航空運賃　14万円

　　　　参加費　　　9万円

　　　　(宿泊、トレッキング代、移動費、資料代その他を含む)

５
申込み

　氏名、年齢、勤務先（学校名・学年）

　早めにお願いします。

電話番号を書いて下記まで

　　第２回ＡＭＤＡネパールフィールドチームリーダー

〒305　茨城県つくば市吾妻3-9-6　メソンみなぱ206

　　　　　　　　　　　木村京子

　　　　　　　　　　　　　－62－



成渾貴子氏

　Ｕ．Ｐ．（フィリピン大学）では、次の新学期（５月）から３０％の学費
値上げが予定されており、それに反対する学生のラリー（こちらではデモで

なくこう呼びます）や、賃上げを要求する職員のラリー、地域の労働者のラ
リーなどが最近相次いでいます。そのたびに私の属する学部は休みになりま
す。学部長がそれらに連帯する方針なので、私はまだ一回づつしかクラスが

ありません。それも紹介と参考図書のリストアップくらいのことで終わりま
した。この調子であと３週間もたつと、あっという間にクリスマス休暇に入
りそうです。

　まだ初めての所には、思いどうりにすんなりとはたどり着けませんが、ジ
プニーの乗り継ぎや、道路事情もだんだんわかってきて、一人で移動できる

尹゛’

‘●

範囲が広くなってきましたので、あまり学校には期待せずにいろいろな活動
をしている人たちにお会いしたいと思っているこの頃です。来週から週に３

回カタログ語を習い始めますので、一週間のリズムもだいたい目処が立ちま
した。ＡＭＤＡフィリピンの方々等ご紹介いただければ幸いです。
　今の私の知っている範囲でのマニラは、都会ですが、その洗練さは無く、

左程知的刺激のあるところでもなく、甘ったるい半生のキャンディーのよう
な街です。料理がどれも甘く、ピリッとしたしまりが無いのも象徴的です。

食材はタイと同じものがほとんどなのに、こんなにも達うものかと思わされ
ます。ＦＭは、２４～２５局ありますが、そのほとんどがメロウポップスを

主流に放送しています。一般書店や、中古書店（小さいものはたくさんあり
ます）で売られている、ハーレクインロマンスの多いこと。ロマンス物がほ
とんどと言ってもいいように思います。

　本当にここの人達は、甘いもの、メロウなものが好きな様です。アベック
も然りです。日本のファミリーレストラン仕様の４人の席では、必ず２人隣　1●
に座り、前の席は空席です。そういう２人連れが何組かあると、まるで学校
の席順のようです。

　人前で話したり、パフォーマンスすることも好きで、バンコクの人達とは

やはりずいぶん違う印象を受けます。ここの歴史で、西欧化されてきたこと
は言うまでもありませんが、やはりここの人達が選択して受容しているもの
もあるように思います。

　それから、今私が直接不都合を感じているのは、野菜料理がとても少ない
ことです。U.P.の学食でまわりの人達を見ても、街でもご飯とお肉だけで

（それとコーラかペプシ）食事をする人の多いこと。日本では肉料理と言っ
ても野菜が結構中には入っているものですが、ここではそうではありません。

バランスを取って食事するという考えがまるで根づいていません。

－63
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　聞くところによるとお肉を食べることがよいことで、野菜はお肉の食べら
れない人（貧乏人）の食べ物という観念が植民地時代から定着してしまって

いるそうです。日本に有機農法を学びに行った人がステイ先の家庭でそこで

採れた有機野菜のもてなしに野菜主体の料理を出されたと立腹したという話
しをききました。もっと野菜をとっていればこの国の平均年齢も変わってく
るだろうにと思わされます。植民地であったが由に形成されたメンタリティ
というものをマニラではいろいろな時に感じます。（それぞれの島や山岳民
族の文化や歴史に関しては、また各々であることはいうまでもありません。）

　　またU.P.にはアメリカで生まれたフィリピン人が大勢留学（!?）に来て
いて、そのグループを見ているとアメリカの州のひとつの様です。彼らは既
にタカログ語が話せません。在北米の２世の日本人が年老いても日本語が話
せるのとは対象的です｡勺レームメイトのフィリピン人の大学院生は留学経験

はありませんが、小学校から私立学校で、全て英語だったので、今彼女には
英語で考え、話し、書く方がタガログ語を使うより自然なのだそうです。こ
れは私の想像を越えた事実でした。

成渾貴子氏は平成４年１０月よりフィリピン大学へ留学をされています。フ

ィリピンのNGO情報を含めてのマニラ便りをお願いしています。続報にご期
待ください。

ＡＭＤＡ会員関係図書紹介

｢11か国語診察補助表Ｊ　ＡＭＤＡ国際医療情報センター作

　　一部　5{}00円　好評発売中　お問い合わせ　センターまで

「６か国語対応（日、英、スペイン、ポルトガル、糠、中）

　　外国人にも利用できる医療・福祉制度」．

　　小林米幸　著　税込み　3000円中山書店より　１月29日発売

「医師・医療従事者のための外国人患者診療ハンドブック」

　　小林米幸　著（株）ミクス（TEL: 09-3274-870D より　２月下旬発売予定

｢世界をめぐる精神医学｣

　　ジュリアン・レフ著　森山成排、朔　元洋訳　税込み　5850円　星和書店　1991年
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全
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取
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血
み
ど
ろ
の
戦
場
と
化
し
た

ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
。

旧
ュ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
を
解
体
に

追
い
や
っ
た
民
族
紛
争
は
全
面

解
決
に
程
遠
く
、
犠
牲
者
、
難

民
は
増
え
る
｝
方
だ
。
国
連
の

平
和
維
持
活
動
で
さ
え
武
力
衝

突
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
中

で
、
今
、
民
間
医
療
団
体
「
国

境
な
き
医
師
団
」
（
Ｍ
Ｓ
Ｆ
）

が
避
難
民
の
救
護
に
奔
走
し
て

い
る
。

　
旧
ュ
ー
ゴ
で
は
オ
ラ
ン
ダ
派

遣
チ
ー
ム
が
ク
ロ
ア
チ
ア
を
中

心
に
活
動
、
一
方
、
ベ
オ
グ
ラ

ー
ド
に
拠
点
を
置
く
ベ
ル
ギ
ー

派
遣
チ
ー
ム
が
ボ
ス
ニ
ア
を
含

む
他
の
地
域
を
担
当
し
て
い

る
。

　
一
九
九
一
年
八
月
か
ら
ベ
オ

グ
ラ
ー
ド
で
陣
頭
指
揮
を
執
る

現
地
代
表
の
ベ
ル
ギ
ー
人
医
師

19ユーゴで救護活動する

｢国境なき医師団｣代表

エ
リ
ッ
ク
・
ダ
シ
ー
さ
ん
（
Ｊ
）
。
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

厳
冬
期
の
難
民
対
策
に
忙
し
い
る
。
抗
生
物
質
を
も
っ
と
確

い
。
「
冬
に
入
る
と
ボ
ス
ニ
ア
保
し
て
お
か
な
い
と
」

か
ら
の
難
民
た
ち
が
あ
ふ
れ
て
　
そ
れ
に
収
容
施
設
も
問
題

だ
。
「
テ
ン
ト
を
す
ぐ
設
営
で

き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い
る
と

こ
ろ
だ
。
毛
布
の
調
達
や
給
水

車
の
手
当
て
も
ね
」

●警

　
す
べ
て
ベ
ル
ギ
ー
の
事
務

所
と
頻
繁
に
打
ち
合
わ
せ
を

重
ね
る
。

　
も
う
一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
し
か
し
、
周
辺
の
戦
闘
が
激
　
「
異
邦
人
と
し
て
や
っ
て
く
る

化
す
る
に
つ
れ
て
、
見
捨
て
ら
と
壁
を
感
じ
る
。
疑
惑
の
目
で

れ
た
も
同
然
の
状
態
に
置
か
見
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
で
も
、

れ
、
水
道
も
電
気
も
な
い
不
衛
こ
れ
を
超
え
て
気
持
ち
が
通
い

生
な
環
境
も
加
わ
っ
て
五
十
人
合
え
た
と
き
が
一
番
う
れ
し

も
の
死
者
が
出
た
と
い
う
。
　
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

ぬ
函
潔

‘ 一
こ¨ 一
ご
Ｓ
…
…
配
・

｀
… …
一
差
踪
一
、
万
一

‘
－

　
　
　
　
　
　
銃
弾
飛
び
交
う
中
陣
頭
指
揮

ト
も
進
行
中
だ
っ
た
。
ベ
オ
入
れ
た
。
入
浴
、
散
髪
、
ト
イ
め
て
口
を
き
い
た
患
者
も
い

グ
ラ
ー
ド
の
西
約
二
百
″
・
の
レ
の
建
設
が
先
決
だ
っ
た
の
る
。
も
う
帰
っ
ち
ゃ
う
ん
で
す

ボ
ス
ニ
ア
領
北
部
の
村
コ
プ
だ
。
テ
ン
ト
を
張
り
、
シ
ー
ツ
か
、
っ
て
ね
。
行
方
不
明
の
家

リ
ブ
ナ
か
ら
精
神
病
患
者
二
も
新
し
い
も
の
に
替
え
た
。
連
族
の
消
息
も
な
ぜ
か
、
（
地
元

百
人
を
暖
房
設
備
の
整
っ
た
日
連
夜
の
砲
声
に
お
の
の
い
て
医
師
で
な
く
）
わ
れ
わ
れ
に
聞

病
院
に
移
送
す
る
計
画
だ
。

　
ク
ロ
ア
チ
ア
国
境
に
近
い

町
の
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い

た
患
者
た
ち
は
、
九
二
年
五

月
か
ら
こ
の
村
に
疎
開
し
て

い
た
。
建
設
が
中
断
し
た
ま

ま
の
建
物
が
あ
る
か
ら
だ
っ

た
。

い
た
患
者
に
笑
顔
が
よ
み
が
え
い
て
く
る
ん
で
す
よ
」
と
声
を

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
弾
ま
せ
た
。

　
ダ
シ
ー
さ
ん
は
九
〇
年
の
湾
　
そ
う
し
た
交
流
の
場
と
つ
な

岸
戦
争
を
き
っ
か
け
に
Ｍ
Ｓ
Ｆ
が
る
交
通
路
の
″
回
脈
７
は
欽

参
加
を
決
意
し
た
。
ブ
リ
ュ
ッ
弾
が
飛
び
文
い
、
危
険
と
は
常

セ
ル
の
家
庭
医
出
身
の
彼
を
支
に
隣
り
合
わ
せ
。
サ
ラ
エ
ボ
で

え
る
の
は
、
現
地
の
人
々
と
の
は
二
人
の
集
っ
た
車
が
そ
撃
さ

「
心
の
触
れ
合
い
」
だ
と
い
う
。
れ
、
危
う
く
命
拾
い
し
た
。

●●

一
す
る
。

（

こ
れ
ま
で
チ
ャ
ド
の
コ
レ
ラ

　
惨
状
を
知
ら
さ
れ
た
ダ
シ
ー
　
資
材
補
給
部
門
を
支
え
る
ダ
対
策
や
対
ト
ル
コ
国
境
の
ク
冲

さ
ん
は
、
直
ち
に
こ
の
地
域
を
ミ
エ
ン
・
ペ
レ
ン
ド
ル
フ
氏
ド
難
民
治
療
に
も
参
加
し
た
ダ

支
配
す
る
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
に
（
£
も
う
な
ず
く
。
「
わ
れ
わ
シ
ー
さ
ん
に
と
っ
て
、
バ
ル
カ

協
力
を
求
め
て
大
諏
祀
水
車
を
れ
が
接
す
る
よ
う
に
な
っ
て
初
ン
半
島
の
内
戦
は
衝
撃
だ
っ

た
。
「
す
さ
ま
じ
さ
の
次
元
が

遮
う
。
こ
こ
で
は
人
々
が
殺
リ

く
を
繰
り
返
し
、
わ
れ
わ
れ
に

さ
え
銃
口
を
向
け
る
」
。
紛
争

終
結
の
展
望
も
見
え
な
い
現
実

に
、
民
族
主
義
が
戦
争
に
駆
り

立
て
て
い
る
、
と
憤
り
を
隠
さ

な
い
。

　
国
民
的
支
援
の
在
り
方
に
も

限
界
を
指
摘
し
た
。
「
国
家
に

は
別
の
論
理
が
あ
る
。
支
援
を

装
っ
て
い
る
の
だ
。
国
の
枠
か

ら
独
立
し
な
い
と
、
本
当
の
人

道
的
支
援
は
で
き
な
い
」
と
。

　
紛
争
当
事
国
を
巻
き
込
ん
で

圧
力
、
干
渉
、
駆
け
引
き
の
道

具
に
し
て
し
ま
う
国
家
主
導
の

　
「
支
援
」
外
交
を
鋭
く
告
発
し

て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
（
ベ

オ
グ
ラ
ー
ド
山
崎
共
同
記
者
）



義
の
立
場
か
ら
自
然
災
害
、

戦
乱
の
地
に
出
動
、
医
療
活

動
に
従
事
す
る
。
四
十
五
億

円
の
運
営
費
の
う
ち
、
七
〇

％
は
五
十
万
人
の
個
人
寄
付

に
よ
る
。
広
報
と
資
金
協
力

の
た
め
の
リ
エ
ソ
ン
ビ
ュ
ー

ロ
ー
が
今
年
、
日
本
に
発
足

す
る
。

　
一
九
七
一
年
フ

ラ
ン
ス
で
創
設
。

オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ

ス
な
ど
欧
州
六
力

国
に
支
部
を
置

く
。
九
十
力
国
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
医
師
、
看
護
婦
、

技
術
者
約
三
千
人

が
登
録
。
人
道
主

66
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政
情
不
安
や
民
族
紛
争
に
よ

る
貧
困
、
飢
え
、
病
気
・
…
世

界
各
地
で
苦
し
む
人
々
の
た

め
、
い
ろ
ん
な
民
間
海
外
援
助

団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｉ
非
政
府
組
織
）

が
活
躍
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会

は
ア
ジ
ア
十

三
カ
国
、
四

百
人
余
り
の

医
師
ら
で
構

成
さ
れ
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
。
岡
山

を
拠
点
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
医
師
や

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

　
岡
山
市
楢
津
の
菅
波
内
科

医
院
。
そ
の
三
階
廸
て
の
一

室
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部
が
あ

る
。
「
岡
山
を
緊
急
救
援
活

動
の
メ
ッ
カ
に
し
た
い
」
。

代
表
の
菅
波
茂
医
師
（
四
六
）
は

白
衣
の
首
に
聴
診
器
を
掛
け

た
ま
ま
、
夢
に
言
葉
を
弾
ま

せ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
昭
和
五
十
九

年
八
月
発
足
。
こ
れ
ま
で
ア

ジ
ア
を
中
心
と
す
る
地
城
に

医
師
、
看
護
婦
ら
を
派
遣
し

た
。
イ
ン
ド
、
イ
ラ
ン
、
ネ

パ
ー
ル
、
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
。
無
医
地
区

で
巡
回
診
療
に
当
た
っ
た
。

ま
た
戦
争
や
内
戦
、
政
情
不

安
、
災
害
で
生
じ
た
難
民
に

対
し
、
診
察
や
治
療
、
衛
生
指

朧
－
一
－
一
一
胆
　
一
一
一
’

一 一
ｙ
一
皿

国
境
超
え
人
道
主
義
貫
く

看
護
婦
を
海
外
に
派
遣
す
る
。

医
療
を
旗
印
に
し
た
「
国
境
な

き
医
師
団
」
で
あ
る
。

一岡山市楢津－

導
な
ど
医
療
援
助
を
し
て
い

る
。
　
菅
波
さ
ん
は
大
学
生
だ
っ
た

昭
和
四
十
四
年
、
一
人
で
八
カ

月
間
、
ア
ジ
ア
、
中
近
東
を
旅

し
た
。
医
師
に
な
っ
て
か
ら
も

イ
ン
ド
や
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ

　
　
　
　
　
　
　
ン
な
ど
に
足

　
　
　
　
　
　
　
を
運
び
、

　
　
　
　
　
　
　
難
民
キ
ャ
ン

　
　
　
　
　
　
　
プ
な
ど
を
訪

　
　
　
　
　
　
　
れ
た
。
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
で
見
た
の
は

医
師
が
い
な

い
。
医
薬
品

が
な
い
、
た
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昂
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にジをコ吋益のはリ　゜Ａが方ただだ
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着クっサ発絡助問ち　Ｄ国が゜たの
しトてル援むにのな　　医あ自゜
た中いタ助かは目日　

姦
師る分　

暑

き心るンこら限を本　成のにに　｜
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細
か
さ
に
欠
け
る
」
と
。

　
菅
波
さ
ん
の
言
葉
に
一
段
と

自
信
が
あ
ふ
れ
る
。
「
そ
の
点
、

私
た
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
違
う
。
行
動

の
判
断
基
準
は
国
益
じ
ゃ
な

い
。
人
道
主
義
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
で
す
。
人
道
に
国
境
は
な

い
」

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
年
の
課
題

に
、
緊
急
救
援
活
動
の
充
実
を

掲
げ
る
。
具
体
化
す
る
も
の
と

し
て
「
ア
ジ
ア
多
国
籍
医
師
団
」

構
想
が
、
菅
波
さ
ん
の
頭
の
中

で
膨
ら
ん
で
い
る
。
ア
ジ
ア
十

三
力
国
に
あ
る
全
支
部
が
参

加
。
自
然
災
害
や
難
民
が
発
生

し
た
と
き
に
、
複
数
の
国
で
合

同
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
速
や
か

に
可
能
に
飛
ぶ
。
五
月
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
予
定
だ
。

　
／
‘
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
一
貫
し
た
理

念
「
ア
ジ
ア
の
よ
り
良
き
医

療
、
よ
り
良
き
将
来
」
を
目
指

し
て
。



､_ＬＪ第３穫郵便物認可

f
9
1
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
”
１
に
僑
く
。
博
一
、
レ
ー
し
し

｀
　
　
　
　
　
　
　

人
で
す
よ
。
海
外
の
最
新
嘴

　
フ
ロ
ン
ガ
ス
に
よ
る
オ
ゾ
ン
報
も
交
換
で
き
る
し
」

輔
破
壊
や
地
球
温
暖
化
な
ど
、
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ

安
に
4
1
1
’
M
’SI
S
l
l
1

4
j
S
!
j
’
日
郊
の
誦
厚
生
だ
け

学
校
に
留
学
。
そ
こ
で
人
生
は
ひ
と
ご
と
み
た
い
な
顔
で
し

が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
　
　
た
ね
」

政
府
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕

方
、
科
学
者
か
ら
環
境
科
学
上

の
知
識
な
ど
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

「
留
学
先
の
田
舎
町
は
ア
　
帰
国
後
、
あ
る
自
然
保
護
団
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
徹
底

最
近
の
環
境
問
題
は
目
に
見
え
パ
ン
の
歴
史
は
ま
だ
四
年
。
ム
ネ
ス
テ
ィ
や
地
球
の
友
な
体
に
入
っ
て
、
沖
縄
の
野
生
生
的
で
す
よ
。
本
当
の
専
門
家
集

な
い
た
め
、
な
か
な
か
理
解
さ
日
本
で
市
民
団
体
に
よ
る
オ
ど
の
運
動
が
活
発
な
地
で
、

れ
に
く
い
。
こ
の
。
見
え
な
い
ソ
ン
願
保
護
運
動
が
全
く
な
環
境
保
護
を
職
業
と
す
る
人

敵
″
を
相
手
に
、
日
本
で
本
格
い
た
め
、
本
部
は
急
き
ょ
、
た
ち
が
生
き
生
き
と
働
い
て

的
に
格
闘
し
て
い
る
唯
一
の
民

間
人
が
松
本
泰
子
さ
ん
（
ｓ
ｏ
）

だ
。

　
国
際
的
環
境
保
護
団
体
「
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
」

の
大
気
問
題
担
当
者
。
市
民
や

マ
ス
コ
ミ
に
対
す
る
啓
発
活
動

だ
け
で
な
く
、
通
産
省
や
大
企

業
な
ど
巨
大
組
織
を
相
手
に

彼
女
を
採
用
し
て
派
遣
し
た
い
る
の
で
び
っ
く
り
し
た
ん

物
調
査
に
従
事
し
た
が
、
企
業
団
で
す
ね
」

う
米
国
や
、
日
本
の
通
産
省
の

動
き
を
的
確
に
伝
え
、
監
視
と

情
報
集
め
に
働
い
た
。
ま
た
、

代
番
フ
ロ
ン
の
危
険
性
な
ど
を

指
摘
す
る
リ
ポ
ー
ト
も
次
々
と

発
表
。
「
私
は
象
に
立
ち
向
か

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ

大
気
問
題
担
当

か
ら
の
寄
付
に
疑
問
を
感
じ
て
　
松
本
さ
ん
は
地
球
温
暖
化
防
う
バ
ク
テ
リ
ア
で
す
よ
。
ア
リ

辞
職
し
た
。
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
止
の
国
際
条
約
づ
く
り
の
ほ
と
な
ら
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
る
け
れ

に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
て
か
ら
の
后
ん
ど
の
交
渉
会
議
に
日
本
か
ら
ど
、
バ
ク
テ
リ
ア
は
し
ぶ
と
く

ｌ
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＆
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l

ン

オ
ソ
ン
層
保
護
に
知
恵
絞
る

「
対
策
が
不
十
分
、
業
界
保
護
の
だ
っ
た
。
当
時
、
主
要
先

ば
か
り
で
真
剣
に
国
民
を
守
る
進
十
力
国
で
の
大
気
問
題
担

こ
と
を
考
え
て
い
な
い
」
と
、
当
者
は
す
べ
て
科
学
者
ば
か

デ
ー
タ
を
突
き
つ
け
て
、
乗
取
り
。
素
人
の
採
用
は
異
例
中

に
闘
い
を
挑
む
。
　
　
　
　
　
の
異
例
だ
っ
た
と
い
う
。

　
日
本
で
は
過
激
派
と
い
う
イ
　
金
沢
生
ま
れ
の
東
京
育

メ
ー
ジ
が
強
い
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ち
。
英
語
の
好
き
な
普
通
の

は
、
青
く
美
し
い
球
体
だ
。
国
境
線
は
ど
こ
に
も
見

え
な
い
。
南
北
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
陰
り
も
な
い
。
現
実
に
は
、
そ
こ
に
環
境

破
壊
や
戦
争
や
貧
困
に
よ
る
現
代
不
幸
地
図
が
人
間
の
手
で
描
か
れ
て
い
る
。

今
、
私
た
ち
は
そ
の
地
図
を
人
間
ら
し
い
暮
ら
し
の
色
で
彩
り
た
い
と
思
う
。

そ
の
た
め
に
、
知
恵
を
出
し
、
行
動
し
て
い
る
人
び
と
が
い
る
。
国
境
を
超

　
　
　
　
　
え
た
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
い
る
、
幾
つ
か
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
紹
介
し
よ
う
。

／
八
白

体
内
に
取
り
付
く
こ
と
も
で
き

る
で
し
ょ
」

　
こ
う
し
た
活
動
が
可
能
な
の

は
、
幅
広
い
国
際
情
報
網
を
持

つ
組
織
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ

が
、
従
来
の
殼
を
破
っ
た
ニ
ッ

ポ
ン
人
だ
か
ら
、
と
言
え
そ
う

だ
。
「
日
本
で
残
念
な
の
は
、

問
題
の
深
刻
さ
を
理
解
し
て
い

る
学
者
が
、
外
国
の
よ
う
に
協

力
し
な
い
こ
と
で
す
」
。
こ
の

美
し
い
バ
ク
テ
リ
ア
は
、
日
本

の
現
状
打
破
へ
向
け
、
新
た
に

闘
志
を
燃
や
し
て
い
る
。

　
本
部
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
、
世
界
百

四
十
主
力
国
約
四

百
左
十
万
人
の
賛

助
会
員
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
る
国
際

的
環
境
保
護
団

体
。
必
一
員
の
寄
付

だ
け
で
政
府
、
政

党
、
企
業
な
ど
の

一
切
受
け
な
い
。
池

球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
眉
保
護
、

原
子
力
、
海
洋
生
態
系
な
ど

の
分
野
に
取
り
組
み
①
非
暴

力
②
生
き
証
人
と
し
て
現
場

に
立
ち
会
い
、
問
題
解
決
に

向
け
責
任
を
拵
つ
Ｉ
が
基
本

方
針
。
活
動
家
に
は
科
学
者

や
政
府
の
高
官
か
ら
ス
カ
ウ

ト
さ
れ
た
人
物
が
多
い
の
も

特
徴
。
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「
オ
ー
イ
、
ダ
イ
ス
ケ
。
も

う
帰
る
の
」
。
ト
タ
ン
板
や
ブ

ロ
ッ
ク
を
寄
せ
集
め
た
バ
ラ
ッ

ク
の
間
か
ら
子
供
た
ち
が
手
を

振
る
。
こ
こ
は
一
千
万
大
都
会

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
。
南

部
モ
ン
チ
ア
ズ
ル
の
丘
に
四
千

人
が
ひ
し
め
く
ス
ラ
ム
街
。
曲

が
り
く
ね
っ
た
急
斜
面
の
路
地

に
は
赤
、
黄
、
白
の
洗
濯
物
が

所
狭
し
と
ぶ
ら
下
が
る
。
そ
の

間
を
転
げ
る
よ
う
に
走
り
回
る

子
供
た
ち
。

　
「
僕
は
日
本
か
ら
来
た
コ
ン

ド
ー
ム
お
じ
さ
ん
」
と
言
う
ひ

げ
面
の
小
貫
大
輔
さ
ん
？
）

は
、
ジ
ョ
ー
ク
好
き
。
エ
イ
ズ

予
防
を
訴
え
て
ス
ラ
ム
を
回
る

オ
イ
ソ
ガ
氏
な
の
だ
。

　
一
見
、
ス
ラ
ム
の
肉
体
労
働

者
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
小
貫

さ
ん
だ
が
、
経
歴
が
面
白
い
。

東
大
を
卒
業
後
、
ハ
ワ
イ
大
学

大
学
院
に
留
学
し
て
「
十
代
の

子
供
の
望
ま
な
い
妊
娠
へ
の
対

策
」
を
テ
ー
マ
に
性
教
育
を
専

攻
し
て
い
た
。
一
九
八
八
年
、

学
会
出
席
の
た
め
に
サ
ン
パ
ウ

ロ
を
訪
れ
、
ス
ラ
ム
街
モ
ン
チ

ア
ズ
ル
を
視
察
。
「
運
命
的
な

だ
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
来
て
そ

ん
な
こ
と
言
っ
て
い
る
状
況

じ
ゃ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

エ
イ
ズ
が
も
の
す
ご
い
勢
い
で

　

h
s
/
4h
i
a
a
s
k
x

広
が
っ
て
い
た
ん
で
す
」
　
　
子
だ
く
さ
ん
。
ほ
と
ん
ど
小

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
貧
富
の
差
は
学
校
も
満
足
に
卒
業
し
て
お

激
し
い
。
特
に
ス
ラ
ム
街
に
ら
ず
識
字
率
も
低
い
。
下
水

庄
む
人
は
月
収
が
数
十
♂
で
も
な
く
、
ご
み
や
汚
水
が
垂

ス
だ
が
、
松
本
さ
ん
の
熱
意

と
誠
実
さ
に
認
識
を
改
め
る

人
も
多
い
。
日
ご
ろ
の
″
宿

敵
″
通
産
省
の
担
当
者
も
彼

女
の
フ
ァ
ン
。
｛
賢
明
で
精

力
的
に
働
く
。
素
晴
ら
し
い

人
で
す
よ
。
海
外
の
最
新
憐

ｐ
瓢
‐
ｊ
｝
Ｃ
Ｉ
″
｀
障
ご
！
ｒ
ｐ
ノ
一

女
子
大
生
だ
っ
た
。
上
智
大

四
年
の
と
き
、
原
因
不
明
の

病
気
に
か
か
り
、
十
年
近
く

入
退
院
を
繰
り
返
し
た
。
元

気
に
な
っ
て
、
英
国
の
語
学

学
校
に
留
学
。
そ
こ
で
人
生

μ
叱
を
ミ
ー
り
っ
ヒ
ｏ

れ
流
し
で
ネ
ズ
ミ
、
ゴ
キ
ブ
リ

が
走
り
回
り
、
衛
生
状
態
も
悪

い
。
麻
薬
患
者
も
多
い
。
「
ス

ラ
ム
は
ノ
リ
の
効
い
た
ワ
イ
シ

　
　
　
　
　
　
　
ャ
ツ
姿
の
政

で
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発

事
故
で
街
に
も
黒
い
雨
が
降
っ

て
、
み
ん
な
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ

た
の
に
、
日
本
の
留
学
生
だ
け

は
ひ
と
ご
と
み
た
い
な
顔
で
し

４
」
は
一

だ
っ
た
。

　
ち
ょ
う
ど
一
年
間
、
南
米
で

勉
強
で
き
る
奨
学
金
を
辱
た
ぱ

か
り
だ
っ
た
小
貫
さ
ん
は
、
欧

米
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

家
の
た
め
の
宿
舎
に
転
が
り
込

む
。
一
杯
飲
み
屋
、
パ
ン
屋
、

保
育
所
、
小
学
校
、
診
療
所
な

ど
人
の
集
ま
る
あ
ら
ゆ
る
湯
所

に
こ
ま
め
に
顔
を
出
し
、
片
言

の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
エ
イ
ズ
の

恐
ろ
し
さ
、
予
防
に
は
コ
ン
ド

ー
ム
を
、
と
説
い
て
回
っ
た
。

　
「
初
め
は
ゲ
ラ
ゲ
ラ
と
笑
う
だ

け
だ
っ
た
ス
ラ
ム
の
住
人
も
、

次
第
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
な

っ
た
」

　
保
母
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

が
ま
ず
協
力
し
て
く
れ
た
。
コ

ン
ド
ー
ム
の
使
用
方
法
を
知
ら

な
い
彼
女
た
ち
に
バ
ナ
ナ
を
使

っ
て
面
白
お
か
し
く
方
法
を
伝

授
。
そ
れ
を
彼
女
た
ち
が
ミ
ル

躍
は
目
覚
ま
し
い
。

　
　
「
本
部
で
、
元
外
交
官
か
ら

政
府
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕

方
、
科
学
者
か
ら
環
境
科
学
上

の
知
識
な
ど
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

国
際
機
関
を
通
じ
て
コ
ン
ド
ー

ム
を
安
く
仕
入
れ
、
手
製
の
自

動
販
売
機
を
設
置
す
る
こ
と
も

始
め
た
。
販
売
機
と
い
っ
て
も
、

箱
の
中
に
コ
ン
ド
ー
ム
を
三
個

包
ん
だ
袋
を
た
く
さ
ん
入
れ
て

あ
る
だ
け
。
バ
ス
代
と
同
じ
安

さ
の
う
え
、
入
に
知
ら
れ
ず
に

貿
え
る
こ
と
か
ら
よ
く
売
れ

る
。

　
よ
う
や
く
活
動
も
軌
道
に
乗

っ
た
。
「
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関
）
か
ら
支
給

さ
れ
る
毎
月
五
万
円
が
ほ
と
ん

ど
唯
一
の
収
入
源
」
。
し
か
し
。

　
「
身
の
回
り
に
目
を
つ
む
り
た

く
な
る
よ
う
な
貧
困
が
ご
ろ
ご

ろ
し
て
い
る
の
に
、
沓
が
声
を

掛
け
合
っ
七
和
気
あ
い
あ
い
と

暮
ら
し
て
い
る
。
こ
ん
な
毎
日

の
生
活
が
と
て
も
楽
し
い
」
と

明
る
く
語
る
。
（
リ
オ
蒔
田
共

同
記
者
）

出
張
。
舞
台
裏
で
骨
抜
き
を
狙

う
米
国
や
、
日
本
の
通
産
省
の

動
き
を
的
確
に
伝
え
、
監
視
と

情
報
集
め
に
働
い
た
。
ま
た
、
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ソマリア難民医療派遣

　　帰国報告会

　　ＡＭＤＡ(アジア医師連絡協議会)では、ソマリア難民の医療救

　援のため、アフリカでの経験の豊富な3名の医師を1993年1月23日

　より派遣し、今後一年間、継続的に医療活動を行いたいと考えて
　おります。

　　つきましては、帰国報告会を下記にて開催致しますのでどうぞ
　ご参加下さい。

　日時:1993年2月27日（土）午後1時～3時半

　場所：東京都品ﾉ//尽'涜T五反田1-10-フ　アイオス五反田ビﾉりき諸室

　　　　　JRまたは地‾下鉄五反田駅より徒歩5分（地図参照）

　内容:1）ケニア共和国内ソマリア難民の現状についで

　　　　　　　津曲兼司医師（音波医院副院長外科医）

　　　　刀ジブティ共和国内ソマリア難民の現状について

　　　　　　　田中政宏（国立病院医療センター精神科医）

　　　　3）ソマリア難民の今とか

　　　　　　　国井修（栗山村国保診療所所長内科医）

　主催：アジア医師連絡協議会（ＡＭＤＡ）ソマリア救援委員会

　　　　恚WZ:λ4＆'/jがCほzl/がμどど声r＆琲zα/j＆φ耀どどx

お問い合わせは、ソマリア救援委員会庶務岡崎（TEL 0862-別-67如

　または、広報小林（TEL 0462､63-1380）まで。
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ＡＭＤＡ国際医療情報センター
　平成４年度運営協力者
　　　(順不同敬称略)

　以下の方々にご協力頂いています。有難うございます。

個人、団体

　　　岩淵　千利／満江（ﾈ申奈川県）、永井輝男、長島　隆久（東京）

　　　中山　れん太、カトリック東京教区インターナショナルデー委員会

　　　松原　雄一

医療機関

　　青梅慶友病院、町谷原病院、河北総合病院、高岡クリニック、山田皮膚科

医院、富士見病院（東京）、小林国際クリニック（神奈川県）、井上.病院（千葉）

福川内科クリニック（大阪府）、ジャパングリーンクリニック（シンガポール／

英国）、沖縄セントラル病院（沖縄県）

　　　　　　　　　以上年間１２万円

心判二

三共㈱、昭和メディカルサイエンス㈱、富士コカコーラボトリング㈱

ファルマーマーケティングサーペイ研究所、三井物産、（有）都商会、グラクソ

三共㈱、大鵬薬品工業㈱、㈱医泉、薬樹㈱、ジョンソンエンドジョンソン

メディカル㈱、大塚製薬㈱

　　　　　以上年間１２万円

大森薬品㈱、カネボウ㈱、柳本印刷㈱

興和新薬㈱、日本新薬㈱

アイシーアイフアーマ㈱、

国際婦人福祉協会

年間５万円

年間３万円

キッセイ薬品工業（株）

　　パーソナルコンピューター及びプリンター寄贈

fり

一り
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